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　五月も終わり、あとひと月も経たてば本格的に夏を迎える今日この頃。

　俺は早朝のグラウンドである人を待っていた。

　いつもなら部活生が朝練をしていて騒がしいのだが、今日は部活禁止の日なので周りには俺以外誰もいない。登校時間よりもだいぶ前だが来てくれるだろうか。

　そんな不安を抱きながらグラウンド端に設置されているベンチに座っていると、急に視界が真っ暗に。

「はーい、いま優ゆう吾ごくんの後ろにいる人は誰でしょうか？」

　同時に後ろから女子の声が聞こえてきた。よかった。どうやら来てくれたみたいだ。

「天てん真しんだろ？」

「ピンポーン。大正解だよぉ」

　そんな言葉と共に視界が開けた。振り返ると、そこには天真がニコニコと笑顔を浮かべながらこっちを見ていた。くそう。今日も可愛かわいすぎるぜ。

「よくわかったねぇ」

「当たり前だろ。天真を呼び出したのは俺なんだし」

　それに好きな人の声がわからないわけがない。

「ごめんな。こんな朝早く呼び出して」

「昨日、優ゆう吾ごくんからメールが来たときは驚いたよぉ。明日起きられるかなぁって」

「そうか。それは……すまん」

「ううん、全然大丈夫だよぉ」

　天てん真しんは笑顔でそう言ってくれる。

「それで、優吾くんはどうしてこんな時間にひまりを呼んだの？」

　そんなの決まってる。天真に告白をするためだ。

　この時間帯なら月つき宮みやは起きていなくて告白の邪魔もされないんじゃないかと踏んで、申し訳ないと思いつつ彼女には朝早い時間にわざわざ学校に来てもらった。

　迷惑をかけてしまった分、今回こそは俺の想おもいを天真に届けてみせる。

「そ、その……どうしても天真に伝えたいことがあるんだ」

「っ！　そ、そうなんだぁ……」

　うわずった声で口にすると、天真の頬ほおが少し赤く染まった。

「じゃ、じゃあその優吾くんがひまりに伝えたいことってなにかな？」

「そ、それはだな……」

　そこで俺は一つ深呼吸をした。

　告白をする前、気持ちを落ち着かせるためにいつもやっていることだ。

　大丈夫。今回こそ俺の気持ちは天真に伝わるはず。

　そのためにこんな時間に天真を呼び出したのだから。自信を持っていけ、俺。

　そう自らにエールを送りつつ、俺は天真に向かって言った。




「天真！　俺はお前のことがす──」




　刹那、不意に俺と天真の間で強い光が生まれた。

　その白い輝きは目を開けていられないほど眩まばゆい。

　またかよ。そう思いつつ、光が収まると同時に瞳を開ける。が、俺や天真の身体からだにはいつものようなおかしな点はなく、周りを見ても特に異変はない。

　もしや今回は何も起きないのか。そう思ったのも束つかの間ま。突然、先ほど白い光を放っていた箇所から何やら映像みたいなものが映し出された。

「っ！」

　俺は目を見開いた。

　目の前に映っているものは、なんと天真の入浴シーンだったからだ。

　湯気で女の子な部分は隠れているとはいえ、彼女はあられもない姿で鼻歌を歌いながらお風呂を楽しんでいる。めっちゃ可愛かわいいな……って、そんなこと思ってる場合じゃねぇ。

「っ！　ゆ、優ゆう吾ごくん！　これ以上は見ちゃだめだよぉ！」

　視線を向けると、天てん真しんが両手を前に突き出してわちゃわちゃさせながら、顔を真っ赤にしていた。どうやら彼女にもこの映像は見えているみたいだ。

「わ、わかった……」

　ひとまず天真が言った通りに俺は両手で全力で視界を塞ぐ。指と指の間に隙間など一ミリもない……いや少しはあったかもしれない。その隙間から彼女の入浴シーンをこっそり見ていたかもしれない。ごめんなさい。

　それから数分程度で天真の入浴シーンは無事に消えたのだが、

「「…………」」

　さっきまでは高校生らしい甘酸っぱい雰囲気だったのに、一気に気まずい空気へと変わってしまった。それもこれも全部あの映像のせいだ。

　こういう時、彼女のことが好きな男としては何かしらフォローをするべきなんだろうが……やばい、フォローの言葉が何も思いつかない。

「それにしてもあれだな。さすが学園のアイドルだけあって天真のスタイルは最高だな」

　それでも必死に考えて、なんとか捻ひねりだした言葉をサムズアップしながら口に出すと、

「っ！　さ、さいこーって……」

　天真は更に顔を赤く染めてしまった。

　おっと、これはもしかして選択を間違ってしまったのでは。

「ゆ、優吾くんのエッチ！」

　そんな考えは的中したみたいで、天真はそう言ったあと校舎に向かって走り出してしまった。そして、いつもながら一人残された俺。

「……はぁ、今回もダメだったか」

　しかも女の子な部分は見えなかったとはいえ、天真の裸を見ることになってしまうなんて。少し嬉うれしいけど……最悪だ。

「ふっふっふ、優吾よ。今回も告白は上う手まくいかなかったようだな」

　少しイラっとさせるような笑いと共に現れたのは、月つき宮みやアテナだ。

　人間の恋愛の成じよう就じゆと不ふ埒らち者を成敗するラブコメの神様であり、その神様の力を使ってこれまで俺の告白を幾度となく邪魔してきた神様でもある。

　そして今回も間違いなくこいつの仕業だ。

「どうだ？　今回は天真陽ひ毬まりの恥ずかしい場面を流してやったのだが」

「朝っぱらから何てことしてくれたんだ。おかげさまでまた告白が上手くいかなかったよ」

　それに月宮はふっふーんと得意げに鼻を鳴らした。別に褒めたわけじゃないんだけどな。

「でも告白が失敗したとはいえ、俺は好きな人の入浴シーンを見れたしな。それは物もの凄すごく嬉うれしかったな」

　告白を失敗させられた腹いせに敢あえて挑発的な口調で言ってみると、

「むっ、優ゆう吾ごはそんなに女性の裸が見たいのか？」

　月つき宮みやはジト目を向けてくる。

「は？　いやそういうわけじゃないけど……」

　興味がないって言ったら嘘うそになるが、女子の裸が見たくて見たくてしょうがないってほど飢えてはいない。

「そうか。そんなに優吾は女性の裸が見たいのか……」

「お前、俺の話聞いてた？」

　そんな俺の言葉に反応すらせず、月宮は「ど、どうしよう……」とか「こうなったら我も……」とか一人ぶつぶつ呟つぶやいている。……なんだろう。すごく嫌な予感がする。

「し、仕方がない。い、今から優吾に我の裸も見せよう」

「いきなりなに言ってんの!?」

　突拍子のない発言に、俺は声を大にしてツッコんだ。

「だって優吾は女性の裸に興味があるのだろう。それなのにあの女だけ優吾に裸を見てもらっているのは、その……ず、ずるいではないか！」

「ずるいって……」

　そもそも天てん真しんの入浴シーンを見せたのは、お前じゃないか。

「と、とにかく我は優吾に我の裸を見せるのだ!!」

　そう叫ぶと、月宮は制服のボタンを一つずつ外しだした。

「ちょっ、まじでやめろ!?」

　急いで月宮の下へと駆け寄り、彼女の手を抑える。

　それから俺は暴走する月宮を十分以上かけてなんとか止めることができた。

　……まったく、勘弁してくれよ。

　こんな感じで今日も今日とて、俺は月宮に告白を邪魔されている。





　　　　☆






　陽ひ毬まりの入浴シーンを映し出すという方法で、優吾の告白がアテナに阻はばまれたあと。

「どうしよぉ。ひまりの恥ずかしいところ優吾くんに見られちゃったよぉ」

　熱くなった頬ほおを両手で抑えながら、陽毬は呟く。

　彼女はグラウンドから校舎内に入ると、恥ずかしさのあまり歩くことが出来ず昇降口で一人しゃがみ込んでいた。

　女性的な部分は隠れていたとはいえ、好きな人に自分の裸を見られたのだ。無理もない。

「でも優ゆう吾ごくん、ひまりのスタイルサイコーって言ってくれた」

　昨年のイメチェン以降。陽ひ毬まりは髪型やメイクだけでなく体型も常にベストな状態を保っていた。それも全て大好きな優吾を振り向かせるため。

　だから、先ほどの彼の言葉は誰に褒められるよりも嬉うれしい。

「もしエッチな気分とかになってくれてたら……ちょっぴり嬉しいなぁ」

　ぐふふと笑いながら、陽毬はだらしなく口元を緩ませる。

　まだ朝早いため周りには誰もいないが、陽毬を知っている生徒が今の彼女を見たらきっと驚くことだろう。

「もう我慢できないよぉ」

　そう言って、陽毬はスカートのポケットからハンカチを取り出す。

　だがそれは彼女のものではなく、優吾が普段使っているものだった。

　一週間ほど前に廊下で落ちていたのを見つけ、拝借したのだ。

「すぅ、優吾くん……」

　大好きな人のハンカチを口元に当て、大好きな人の匂いを嗅ぎながら、大好きな人の名前を呟つぶやく。

　恍こう惚こつとした表情を浮かべている天てん真しんはそれはもう幸せそうだ。

　どうやらハンカチが持ち主の下に返るのは、まだまだ先になりそうである。
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「皆さんも知っていると思いますが、今月はこの学校の文化祭があります」

　朝のホームルームの最中。担任の女性教師がそう言った。

　うちの学校では毎年六月の中旬に文化祭を行うことが恒例となっている。

　話の内容は文化祭でのクラスの出し物を空いている時間に全員で話し合って決めておいてくれというものだった。

「もう文化祭の時期か」

　ホームルームが終わったあと。俺は一人呟つぶやいた。

　理想なら、今頃天てん真しんと付き合って文化祭ではラブラブデートをしたかったところだが……残念ながら現実はそう上う手まくはいってないんだよな。

「優ゆう吾ご。もうすぐ文化祭だそうだぞ」

　隣の席からこっちに寄ってくると、月つき宮みやは嬉うれしそうに報告してくる。

「改めて言われなくても、ちゃんと聞いていたが」

「そ、そうか。では、もうすぐ優吾と文化祭でラブラブできるということだな」

「いや出来ないよ」

　素早くツッコむと、月宮は蒼あおい瞳を見開いて「なんだと!?」と声を上げる。

　そんなに驚くことじゃないと思うんだが。

「あのな、俺は天真のことが好きなんだぞ。それなのになぜ文化祭でお前とラブラブしなくちゃいけないんだよ」

「別に良いではないか」

「良くねぇよ」

　俺は月宮の発言に呆あきれて額に手を当てる。

　ちなみに一限目の授業は移動教室なので、教室には俺と月宮以外は誰もいない。

「なあ優吾よ。そろそろ天真陽ひ毬まりのことは諦めるというのはどうだろうか？」

「なんだよ急に……」

「だって天真陽毬は優吾のことが好きかどうかわからないのだし、それに我が神の力を使う限り優吾の告白は百パーセント彼女に届かないのだぞ」

　そんなことない。そう言い返してやりたかったが、これまでの結果を振り返るととても言えなかった。過去二十回に及ぶ告白は全て阻止され、今け朝さだって失敗しないように考えを張り巡らせたものの告白に失敗した。

　しかもこの神様、天真の入浴シーンなんて流しやがって。あの後教室に戻るとすぐに天真から話かけてくれたから良かったものの、危うく気まずい仲になるところだったぞ。

　このように現状、未いまだに月つき宮みやの神様の力の攻略法が見つかっていない。

　まあそれでも俺は天てん真しんへの告白を止やめるつもりは全くないが。

　今のところ俺の目標は文化祭までに天真に告白をして、あわよくば成功させ、彼女とカップルになった状態で文化祭を一緒に回ることだ。

　そのためには、やはり月宮の神様の力をどうにか防いで告白をしなければならない。

「それにもし優ゆう吾ごがあの女のことを諦めたら、なんと優吾にはラブコメの神様が贈られちゃうのだ。これはもう優吾は次の恋に移るしかないと思うのだが」

　月宮がそんなことを言い出す。彼女はどうしても俺に天真のことを諦めて欲しいみたい。

「じゃあ万が一、俺が天真のことを諦めることがあったらその時はユノをもらうよ」

「っ!?　そ、それはダメだ！　もらうなら我をもらって欲しい!!」

　焦あせったように体をグッと前に出してくる月宮。ちょっ、顔が近い。

「冗談に決まってるだろ。そもそも俺は天真を諦めるつもりなんて毛頭ないからな」

　それにユノをもらうとか。もしこの場に本人がいたらきっと俺は殺されてる。

「なあ月宮、少し離れてくれないか。さっきから近いんだが」

　そう指摘すると、月宮は俺との距離が近いことに気づく───が、なぜか彼女は離れようとしない。それどころか、もう一歩近づいてきた。

「おい、お前は一体何をしてるんだ」

「ふふっ優吾よ。前に言っただろう、我は優吾をメロメロにしてやるのだと」

「メロメロ？　……あぁ、確かに言ってたな」

　遊園地での一件以来、月宮は俺を自分にメロメロにして天真に告白させないようにするみたいなことを言っていた。ぶっちゃけ俺が月宮にメロメロになることなんて、天地がひっくり返ってもあり得ないことだと思うが。

「なので我は今からそれを実行に移そうと思う」

「へー、どうやって？」

　興味なさげに訊たずねると、不意に後頭部に柔らかな感触。

「って、お前まじ何やってんの!?」

　気が付くと、なんと月宮は後ろから俺に抱きついていた。つまり、たったいま俺の頭に当たっている柔らかなものとは月宮のたわわなアレというわけで……。

「き、昨日クラスの女子が話していたのだ。好きな男を振り向かせるには、その……ゆ、誘惑するのが一番良いと」

　そう説明する月宮の声音はとても恥ずかしそうだ。ったく、誰だよ。この神様に余計なことを聞かせた女子は。つーか、そろそろ教室を移動しないとまずいんだが。

「月宮、頼むから離れてくれ。じゃないと授業に遅れる」

「嫌だ。優吾が我にメロメロになるまでずっとこうしてる！」

「無む茶ちや苦く茶ちや言うな！」

　俺をメロメロにするって、もしや今みたいな行動が毎日続くのだろうか。

　それはさすがに止やめて欲しいが……月つき宮みやのことだからきっと止めてくれないんだろうな。

　もうこうなったら絶対に文化祭までに天てん真しんへの告白を成功させてカップルになるしかない。

　月宮に抱きつかれたまま、俺は改めてそう決意した。

　その後、俺はなんとか月宮を引き離して急いで次の授業の教室へと移動すると、授業にはギリギリ間に合った。もちろん月宮は遅れて教師に説教を食らった。







　午前の授業を終えると、昼休みを迎えた。授業中、ずっと月宮の神様の力に邪魔されずに天真に告白する方法を考えていたが、残念ながらこれといった案は浮かんでいない。

「なに難しそうな顔をしてるのよ」

　不意に隣から声を掛けられる。ユノだ。

　ユノはベンチに座りながら手作りと思われるお弁当を膝の上にのせている。そんな彼女の隣には妹と全く同じお弁当を美お味いしそうに食べている姉の月宮の姿もあった。

「せっかく姉さんと楽しいランチタイムを過ごしているのに、そんな顔されたら気分が悪くなるでしょ」

「別に俺はここに来たくて来たわけじゃないんだけどな」

　たったいま俺は屋上のベンチに座りながら、月宮姉妹と昼食を食べている。

　というのも、本来なら昼休みは親友の千歳ちとせと一緒に過ごすつもりだったのだが、ソフトボール部の大会が近いみたいで彼女は部活の昼練に行ってしまった。

　仕方がないので俺は一人教室で昼食を食べようとしていると、その姿を月宮姉妹に見つかってしまい、半ば強引に彼女たちと昼食をとらされることになってしまったのだ。

　最初は断ってたんだけどな。月宮に加えてユノまで「姉さんと一緒にご飯食べなさいよ！」とか言い出したので断り切れなかった。

「なあユノ。月宮はわかるけど、なんでお前まで俺を誘ったんだよ」

　月宮が誘ってきたとき、てっきりユノは反対するのかと思ったんだが。

「その方が姉さんが喜ぶからに決まってるでしょ」

「なるほど」

　ユノは姉を愛するほどのシスコンだからな。納得だ。

　ちなみに席の配置は、右からユノ、俺、月宮の順番だ。てっきり俺と月宮の隣同士を嫌がって、ユノが真ん中の席に座ると思っていたのだが。今回は何な故ぜか俺が真ん中になった。

　ユノ曰いわく、たまには姉さんのことを独占させてあげるわよ、とのこと。

　正直、全く嬉うれしくない。

「優ゆう吾ごよ。良かったらその……わ、我のお弁当を食べてはくれないか？」

「お前のお弁当？　別にいらな──ぐふっ！」

　不意にユノから脇腹にパンチをもらった。

「なに姉さんのお願いを断ろうとしてるのよ。そんなことしたら姉さんが悲しむでしょ」

「お前な……」

　だからと言って暴力は良くないと思うんだが。せめて先に口頭で伝えて欲しかったよ。

「だ、ダメか？」

　不安そうに訊たずねてくる月つき宮みや。……はぁ。しょうがないな。

「わかったよ」

「そ、そうか！　で、では我が作った卵焼きを食べてもらおう！」

　そう言って月宮は嬉しそうに微笑ほほえむ。

「もしかしてその弁当って月宮の手作りなのか？」

「卵焼きは我、それ以外はユノが作ったのだ」

　それはもうほとんどユノの弁当だな、と思ったが口にするのは止やめておいた。

　確実に隣のシスコンがまた怒り出すからな。

「ゆ、優吾。こ、これ……」

　月宮が差し出してきた弁当箱の中には、少し形の悪い卵焼きが入っていた。

　遊園地に行ったときにもらったポンポンから何となくわかっていたが、やはり月宮は料理とか裁縫とかがあまり得意ではないっぽい。でも料理は見た目じゃないって言うしな。

「おう。サンキュー」

　礼を言ったのち、彼女の弁当箱に手を伸ばす。

「ちょ、ちょっと待つのだ！」

　だが、なぜか月宮から声が上がった。

「どうした？」

「な、何をやっているのだ優吾。食べものを手で食べるなんて行儀が良くないぞ」

「って言われてもな」

　俺の昼飯は購買の焼きそばパンだから、箸なんて持ってないし。

　それに今日は周りに俺たち以外誰もいないから別にいいと思うんだが。

「は、はい、あーん」

　とか考えていると、いつの間にか月宮が自分の箸を使って卵焼きを俺の口元に持ってきていた。……なにやってんの、この子。

「っ！　な、なにやってるの姉さん！」

　俺が思っていたことを、ユノが口にした。

「こ、これなら手を使わずに食べられるだろう」

　すると、月つき宮みやはそう説明する。

「それはそうだが、こういうことはカップルになった男女がやることで……」

「あ、あーん」

「強引だな!?」

　俺の話を全く聞かずに、月宮はぐいぐいと卵焼きを近づけてくる。

　油断したらうっかり口の中に入ってしまいそうだ。

　チラリとユノの方を見てみると、そのまま卵焼きを食べたら殺すと目で言っていた。

　……このシスコン、めっちゃ恐こわいんだけど。

「優ゆう吾ご、あーん」

　三度目のあーんが迫る。何か喋しやべろうとして少しでも口を開けたら、きっと卵焼きを押し込まれるだろう。もうこれどうすればいいの。




「あらあら、随分と楽しそうですわね」




　色々と参っていると、突然そんな声が聞こえてきた。女性の声だが全く聞き覚えがない。

　視線を向けると、目の前には見たことのない少女が佇たたずんでいた。

　背中まで伸びている長い髪は艶があって美しく、顔立ちは綺き麗れい系で高校生にしてはやや大人びた印象を受ける。

　加えて彼女からは気品のあるオーラが出ていて、ドレスとかがすごく似合いそうな感じだ。あと胸が月宮ほどではないにしろ、日本人の基準値を余裕で超えている。

　間違いなく美人の部類には入るだろう。しかもレベル的にかなり高い。芸能人とかにいても全く違和感ないレベル。

「……で、この子って誰──っ!?」

　二人に訊たずねようとした刹那、勢いよく口の中に卵焼きが入ってきた。

　しまった。見知らぬ美少女の登場で油断してしまった。

「あーっ！　なに姉さんにあーんしてもらってるのよ！」

　ユノからポカポカと叩たたかれる。痛みで卵焼き吹き出しそうになるからやめて。

「ど、どうだ？　優吾」

　ユノのパンチを受けつつ食べ終わると、月宮がそう訊きいてきた。

　緊張しているのか、表情は少しこわばっている。本当は強引に卵焼きを突っ込んだことを怒ろうと思ったんだけどな。そういう顔をされると強くは言えなくなるわけで……。

「安心しろ。フツーに美う味まかったよ」

「ほ、本当か！」

　それに「あぁ」と返すと、月つき宮みやは「やった！」と言いながら嬉うれしそうにガッツポーズをしていた。言っておくが、味が美う味まかったのは嘘うそじゃない。本当のことだ。

　やっぱり料理は見た目じゃないってことだな。

「あなたたち、わたくしのことを無視しないでいただけますか？」

　美少女は眉間をピクピクさせていた。わお、怒ってらっしゃる。

「す、すまん。……で、あんた誰だ？」

　隣の二人に訊きくとまたややこしいことになりそうなので、今度は本人に直接訊たずねた。

「わたくしは星せい羅らルナ。この学校の一年生でアテナとユノの友人ですわ」

「友人？　月宮とユノの？」

「えぇ。その二人とは昨年天界から一緒に地上に下りた時に知り合いましたの」

「へぇーそうなのか。……ん？　天界？　地上？」

　妙な単語が出てきて戸惑っていると、隣のユノから話しかけられた。

「一応言っておくけど、ルナもあたしや姉さんと同じラブコメの神様よ」

「まじか……」

　まさか三人目のラブコメの神様が現れるとは。

　ってか、月宮たち以外にもこの学校にラブコメの神様がいたんだな。

「あなたのことはクラスメイトでもあるユノからよく聞いていますわ」
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「俺のことを？」

「はい。なんでもユノが大好きなアテナが惚ほれた男性だとか」

　どうやら星せい羅らは月つき宮みやが俺に好意を抱いていることを知っているらしい。

　つーか、ユノが大好きアテナ……ってことは、星羅は少なくともユノがシスコンであることは知ってるのか。まあ恋愛感情を抱いていることまでは知らないかもしれないが。

「あと女を侍はべらせることを得意としている童貞とも聞いていますわ」

「…………」

　星羅の言葉を聞いて、俺は無言のままゆっくりとユノに目を向ける。

「な、なによ。事実だから別に問題ないでしょ」

「いや明らかに違うだろ」

「う、うるさいわね。細かい男は女性に嫌われるわよ」

「根も葉もない悪評が広まる方がよっぽど女子に嫌われるわ」

　ったく、このシスコンは。まさか他の生徒にも言ったりしてないだろうな。

「安心してください。桐きり島しまさんが女を侍らせている童貞であることは、わたくしたち以外誰も知りませんわ」

「お、おう。そうか……」

　だから俺は女を侍らせてはないんだけど……まあいいや。

「それでルナは一体何をしに来たのだ？」

「アテナとユノに報告したいことがあって来たのですわ」

「報告……？」

「そうなのですわ。ですがその前に、お二人は先月どのくらいの人間の恋愛の手助けをしましたの？」

　星羅が二人に訊たずねる。そういえば、ラブコメの神様は月にいくらか人間の恋愛の手助けをしなきゃいけないんだったか。

「我は百人くらいだが」

「あたしもそのくらいね」

　月宮とユノはそれぞれ答える。

「そ、そうですか。ちなみにわたくしは二百人ほど人間の恋愛の手助けをしましたわ」

　星羅は自慢げに言い放った。二百人……ってことは、アテナやユノのちょうど倍か。

「すごいではないか、ルナ」

「そうですわ。もっと褒めても良いのですよ」

　月宮に褒められて、星羅は得意げに言葉を返す。

　だが称賛する姉に対し、妹のユノは微妙な表情をしていた。

　星羅が大好きな月宮に褒められているところを見て嫉妬でもしているのだろうか。

「もしかして報告って、それだけじゃないでしょうね？」

「これだけですが、何か問題でも？」

　星せい羅らの言葉に、ユノは呆あきれたように溜ため息いきを吐つく。

「あんたね……そんなことくらい教室にいる時にでも話せばいいでしょ。毎日のように話してるんだから。どうでもいい事で姉さんとの大事なランチタイムを邪魔しないでよ」

「ど、どうでもいいですって!?　わたくしはあなたたちよりラブコメの神様として上であることを伝えに来たのですわ！」

「あらそう。ならもう用は済んだわね。さっさと教室に戻りなさい」

「ふ、ふんっ！　言われなくてもそうしますわ！」

　そう言うと星羅は初対面だった俺に向けてお辞儀をしたあと、ぷんすか怒りながら屋上の出口へと歩いて行った。礼儀正しい子だな。

「なあユノ、お前ってあの子……星羅と仲が悪いのか？」

「別にそんなことないわよ」

　ユノの言葉はなんとなく本当のように聞こえた。

　まあそうか。仲良くなかったら大好きな姉が誰かに惚ほれた話なんてしないよな。

　あと星羅とは毎日のように会話を交わしてるみたいだし。

　個人的には俺の悪口を友達に喋しやべるのは止やめて欲しいが。

「そういや途中から月つき宮みやの声が聞こえなくなったな……」

　月宮の方に視線を向けると、彼女はなぜか自分の箸をぼーっと見つめていた。

　かと思いきや次の瞬間、箸の先をパクッと口に含む。

「……お前、なにやってんの」

「っ！　ゆ、優ゆう吾ご！　こ、これは違うぞ！　我は別にいやらしいことなんて全くしていないからな！　か、かんせつ……なんちゃらなんて全然やってないのだからな！」

　月宮は手をわちゃわちゃさせて顔を真っ赤にしながら答える。

　正直、何を言っているのかさっぱりわからないんだが。

「ぐふっ！」

　なんて思っていると、不意にユノから本日二度目のパンチをもらった。なんでだよ。

「この変態」

　さらに睨にらまれて変態呼ばわりされた。いや、だからなんでだよ。

「……しかし、星羅って子もラブコメの神様なのか」

　ユノパンチの痛みが治まってくると、俺は呟つぶやいた。

　先ほどの話を聞く限り、やはりあの子も月宮やユノと同じ神様の力を使えるんだよな。

　だとしたら……っ！

「優吾、どうしたのだ？」

　弁当を食べ進めている箸を止め、月つき宮みやが訊たずねてきた。

「いや別に何でもない」

「怪しいわね……」

　目を細めて怪け訝げんな視線を向けてくるユノ。

「本当に何でもねぇよ。それよりユノも月宮にあーんの一つでもやってやったらどうだ？　ほら席代わってやるから」

　月宮には聞こえないように小さい声で伝える。

「っ！　い、いいの？」

「おう。俺は気配りのできる人間だからな」

　わざとらしくカッコつけて言ってみると、

「そ、そう。確かに童貞にしては気が利くわね」

「いつも言ってるが童貞は余計だ」

　まじで卒業したとき覚えてろよ。真っ先にこいつに報告してやる。

　それから俺と席を交換したユノが自分の弁当のおかずで姉にあーんをすると、月宮が嬉うれしそうにそれを受け入れていた。相変わらず仲の良い姉妹だな。

　でもこれで何とか誤ご魔ま化かせたな。正直、月宮姉妹と昼休みを過ごしても良いことなんて一つもないと思っていたが、予想外の収穫があった。

　それは月宮に邪魔されないように天てん真しんに告白する新たな方法だ。







「この辺で待ってたらいいか」

　放課後を迎えると、俺はすぐさま昇降口に来ていた。

　昼休み、俺は天真に気持ちを届ける新たな作戦を思いついたのだが、それを実行に移すには少し下準備が必要なのだ。

　なので、その準備をするために俺はいま一年生の下げ駄た箱ばこ付近にいる。

　ちなみに月宮だが今日はおそらく妹のユノと姉妹デートをしているはずだ。

　というのも、ゴールデンウィーク明けあたりに俺が月宮たちに一週間のうち何回かは姉妹水入らずで放課後にデートでもしたらどうだと提案したからである。

　それにユノが乗り気になって月宮も妹の頼みを断るわけがなく、すぐに週に一～二回ほど放課後に姉妹デートをすることが決定した。

　……まあなんで俺が月宮姉妹に放課後デートをするように提案したかというと、今日みたいに放課後に一人で行動したい時に便利だからなんだけど。

「おっ、案外早く来たな」

　廊下の奥の方から女子生徒が数人歩いてきていた。その中には昼休みに会った星せい羅らの姿もある。そして、彼女こそが俺の今回の作戦のキーパーソンだったりするのだ。

　でもどうしよう。

　ぶっちゃけこのまま話しかけたらナンパっぽくなっちゃうが……しゃーない。これも天てん真しんに自分の想おもいを伝えるためだ。

「ちょっといいか？」

　女子生徒の集団に話しかけると、案の定ほとんどの生徒からは「は？　ナンパ？」みたいな目を向けられた。一人小声で「全然カッコよくない」と呟つぶやいていたのは、たぶん気のせいだろう。

「まあ、桐きり島しまさんではありませんか」

　星せい羅らが俺の方を見て声を上げる。

　良かった。これで「あなたは誰ですか？」とか言われたら俺泣いちゃうところだった。

「どうかしましたか？」

「お前に話があるんだ。少し時間取れるか？」

　訊たずねると、星羅は顎に指を添えて暫しばし考える。

「わかりましたわ」

　そう答えたあと、星羅は女子生徒たちに先に帰るよう伝えると彼女たちは残念そうにこの場をあとにした。去り際、女子生徒たちからすごい睨にらまれたんだが。

「それでお話とはなんですの？」

「その前に場所を移していいか？　ここじゃちょっと話しにくいことなんだ」

　俺の言葉に、星羅は「良いですわよ」と返す。

　それから俺と星羅は中庭へと移動した。

　ここなら誰もいないし、気兼ねなく天真への告白について話すことが出来る。

「悪かったな。友達と一緒にいるところを邪魔しちまって」

「いいえ構いませんわ。それよりもお話というのは……」

「あぁ、すまん。そうだったな」

　これから俺は星羅に告白の協力をしてもらえるよう頼まなくちゃいけないわけだが……そうする前に一つ聞いておかなくちゃいけないことがある。

「なあ星羅。ラブコメの神様の力ってのは、同じラブコメの神様の力を使えばその効果を打ち消したりできるのか？」

　訊ねると、いきなりの質問だったからか星羅は少し驚いたたような表情を見せる。

　だが、すぐにこう答えてくれた。

「可能ですわ。神の力はあくまでも現象を起こすだけですので、その現象を消す現象を神の力で起こせば良いのですわ」

　えっと……なるほど。つまり、神様の力で空から大量のパンツが落ちてこようとしていても、別の神様の力を使ってそのパンツを消してしまえばいいってことか。

　たしかにそれなら神様の力をどうにかできそうだな。

「話とはそれだけですの？」

「いや違う。本題はここからだ」

　それから俺は少し時間を空けたあと、話し始めた。

「星せい羅ら、いきなりだが俺には好きな人がいるんだ。同じクラスの天てん真しんって女の子なんだが」

「はい、知っていますわ」

「でもな、俺が何度告白しても月つき宮みやが邪魔をしてくるんだよ。しかもラブコメの神様の力を使って無む茶ちや苦く茶ちやな方法で」

「それも知っています」

「だから、その……ん？　知ってる？」

「えぇ。あなたが天真陽ひ毬まりさんという女性に惹ひかれていること。その恋をアテナが邪魔していること。全てユノから聞きましたわ」

「そ、そうか……」

　あのシスコン。そんなことまで話していたのかよ。

「でもそれなら話が早い。星羅、お前に俺の告白の手伝いをして欲しいんだ」

　俺の発言に、星羅は驚いたのか目をぱちくりとさせる。

「桐きり島しまさんの告白のお手伝いですか？」

「そうだ。今日会ったばかりなのにこんなことを頼むのは失礼かもしれないけど、俺の気持ちを天真に伝えるためにはどうしてもお前の力が必要なんだ」

　俺は地面に両手と両膝を突いて、そのまま頭を下げた、

「き、桐島さん!?」

　星羅はビックリした反応を見せる。どうやら土下座のことを理解しているみたいだ。

　良かった。神様だから土下座の意味を知らないとかだったらどうしようかと思った。

「星羅、頼む」

　誠心誠意、星羅にお願いする。

　ユノを協力者にした時は、気まずくなっていた月宮との関係を改善する代わりに俺の告白に協力してもらった。だが、残念ながら今回はユノの時のような協力関係は結べない。

　先ほどの昼休み、新たな天真に告白する方法を思いついた後で月宮たちにさりげなく訊きいたのだが、星羅は特に悩みとかは持っていないらしいからな。

　ゆえに星羅に俺の告白に協力してもらうためには、今やっているように土下座をしてひたすらお願いするしかないのだ。これで上う手まくいけばいいんだが……。

「本当にわたくしで良いんですの？」

　星羅が少し不安そうな瞳を向けていた。

「あぁ、お前じゃないとダメなんだ」

　なので俺の告白に星せい羅らが必要なことを強く伝えると、

「っ！　わ、わたくしでないと……」

　彼女は澄んだ瞳を大きく開いてから、暫しばらくの間黙り込む。

「わかりました。わたくしが桐きり島しまさんの恋を叶かなえてみせますわ！」

　すると意外にもあっさりと良い返事がもらえた。

　しかも瞳を輝かせながら胸の辺りに両拳を作っていて、すげぇやる気満々って感じだ。

　正直、最初は九割方断られると思っていたから、これにはかなり驚いた。

「えーと、その……自分で頼んでおいてなんだが、本当に良いのか？　月つき宮みやはお前の友達なんだろ？」

「大丈夫ですわ。そもそもラブコメの神様は人々の恋を叶える存在ですから。アテナの恋より桐島さんの恋を優先するのは当然のことですわ」

　星羅はふふっ、とお茶ちや目めに笑う。

　外見が天てん真しんや月宮に匹敵するからか、ただ笑っただけでもとても可愛かわいいかった。

「それはそうだが……まあいいか。ありがとな」

　星羅に告白の協力をしてもらうために一時間以上は土下座し続ける覚悟をしていたから、彼女がすぐに俺の頼みを受けてくれたことはかなり助かった。

「いえいえ。それよりもわたくしはどうやってあなたの恋に協力をすれば良いか聞かせてもらっても？」

　星羅は体の後ろで手を組むと、少し姿勢を低くして上目遣いで問うてきた。

　興味津しん々しんといった感じだ。……なんか仕草が可愛いな。まあ天真には及ばないけども。

「星羅には俺の告白を邪魔してくる月宮のことを止めて欲しいんだ。お前のラブコメの神様の力を使ってな」

　先ほど星羅は神様の力は神様の力を使って打ち消すことが可能だと言っていた。

　それなら俺の告白を邪魔してくる月宮の神様の力も、彼女と同じラブコメの神様である星羅ならきっとどうにかできるはずだ。

　昼休みの時の話を聞く限り、星羅は月宮やユノよりも神様としては優秀らしいからな。

　月宮が神様の力で俺の告白を邪魔してきたら、それを同じ神様の力を持つ星羅に止めてもらう。その間に、俺は天真に告白する。

　これこそ俺が新たに思いついた、月宮に邪魔をさせずに天真に想おもいを伝える方法だ。

「つまり、わたくしは神の力を使ってアテナに桐島さんの告白を邪魔させないようにすれば良いのですね？」

「そういうことだ。頼めるか？」

「お任せくださいですわ！　なんていったってわたくしはラブコメの神様ですから！」

　星せい羅らは自慢げに胸に手を当てて、強く主張する。

　なんかいま月つき宮みやとダブった感じがしたが……たぶん大丈夫だよな。

「そ、そうか。じゃあよろしく頼むな」

「はい！」

　俺が星羅の前に手を差し出すと、彼女は嬉うれしそうにしながら俺の手を握った。

「わたくし、頑張りますわ！」

　星羅の瞳にはメラメラしたものが宿っている。やる気に満ち溢あふれてるな。こちらとしてもそれは嬉しいことなんだけど……なんで彼女はこんなに協力的なんだろう。

　単純にラブコメの神様だから人の恋愛を助けることが好きなんだろうか。まあいいや。

　とにかく今回の計画が成功すれば、ようやく天てん真しんに自分の気持ちを届けられる。そして告白が成功すれば晴れて俺は天真とカップルとしてデートすることができるんだ。

「よし星羅。より確実に天真に告白できるようにもう少し話し合いたいんだが、いいか？」

「もちろんですわ！」

　本当にどこまでも協力的な星羅。たぶんこれが本来のラブコメの神様の在り方なんだろうな。なんか今日初めて本物のラブコメの神様に会った気がするわ。

　それから俺と星羅は暫しばし話し合ったあと、最後にはお互いの連絡先を交換して解散した。

　これで準備万端だ。あとは俺が天真に告白するだけ。

　見とけよ、月宮。今度こそ絶対に天真に俺の想おもいを伝えてやるからな！





　　　　☆






　星羅に告白を協力してもらえることになった翌日。

　俺は昼休みに校舎裏にいた。目的は当然天真に告白をするためだ。

　天真には昨日の夜きちんと昼休みに校舎裏に来てもらえるようメールをして了承も得た。

　まだこの場にはいないが、あと数分も経たてば来てくれるだろう。

　さて、天真が到着する前に最終確認でもしておくか。

「星羅、聞こえるか？」

　誰もいない中、俺は一人そう言った。

『えぇ、聞こえますわ』

　すると耳の辺りからそんな言葉が返ってくる。星羅の声だ。

「よし。大丈夫みたいだな」

　俺は制服のブレザーの内ポケットに通話状態にしたままのスマホを入れて、両耳にはマイク付きの無線イヤホンをつけている。それらを使って俺はいま星羅と話しているのだ。

　今回の作戦は俺が天てん真しんに告白するときにラブコメの神様の力を使って邪魔してくる月つき宮みやを、同じラブコメの神様である月宮が同じ神様の力を使って止めるというもの。

　そのために星羅には俺からやや離れた位置でいつでも月つき宮みやの邪魔を阻止できるように備えてもらっているのだが、何か緊急事態が起きた時のためにスマホと無線イヤホンで星羅とは常に会話を出来る状態にしている。

　ちなみにこれは昨日星羅が告白の協力者になってくれたあと二人で話し合った内容だ。

　よしいいぞ。今回こそ作戦は完璧だな。

「っ！」

　なんて考えていると、奥から人影が見えた。天真だ。

　彼女は少し遠くの方からこちらに向かって歩いてきていた。

「星羅、頼んだぞ」

『はい！　わたくし、桐きり島しまさんのお役に立てるように頑張りますわ！』

　そんなやり取りをして、俺たちの会話は終わった。

　本当に星羅って俺の告白に協力的だな。やる気満々で俺としても嬉うれしい限りだ。

　まあそのやる気がどこから湧いてきているのか、未いまだに謎なのだが。

「優ゆう吾ごくん、お待たせ。結構待たせちゃったかな？」

　そんなことを思っていると、近づいてきた天真が上目遣いで訊たずねてきた。

　ぐふっ、めっちゃ可愛かわいいんだが。

「い、いいや。全然待ってないぞ」

「そっかぁ。なら良かったぁ」

　安心したのか、天真はほっと息をついた。

「で、どうしたの優吾くん。またまたひまりを呼び出したりして」

　天真はからかうように笑う。たぶん最近やたら俺に呼び出されることが多いからだろう。

　月宮がラブコメの神様で俺の告白を邪魔しているとわかってからは、明らかに天真に告白しようとする回数が増えたもんな。

「す、すまん。迷惑だったか？」

「ううん。優吾くんだったら何回呼び出されても嫌じゃないよぉ」

「そ、そうか」

　天真の言葉を聞いて、俺はついニヤケてしまいそうになる。

　いかん。告白をする前に気を緩めてどうする。

「それでひまりに何か用かな？」

「あぁ。えっと、その……天真に大事な話があって」

　そう言って、俺はちょっとでも緊張をほぐすために少し間を空ける。

　今回の告白は星羅という強い味方がいる。必ず俺は天真に告白できるはずだ。

　そしてもし告白が成功したら、俺は文化祭で天てん真しんとカップルとしてデートすることができるぞ。

　そんな風に心を奮い立たせてから、俺は天真に向かって言った。




「天真！　俺はお前のことが──」




　その瞬間、突如として俺の右手がある箇所へと向かっていく。

　それは──天真のおっぱいだ。

「っ！」

　が、おっぱいに触れる寸前のところで、俺は咄とつ嗟さに他方の手を使って右手を止めた。

「優ゆう吾ごくん？　どうしたの？」

　突然おかしな行動を取った俺を見て、天真は不思議そうな顔をしている。

「い、いや、別になんでもないぞ」

　そう言いつつ、俺はまだ右手を離せずにいた。

　おかしい。俺の右手がまるで自分の体じゃないみたいになっている。

　しかも右手が求めているものは間違いなく天真のおっぱい。

　もし左手の力を少しでも緩めたら、俺の右手は一直線に天真のおっぱいを揉もみにいってしまうだろう。……これ、確実に月つき宮みやの仕業だよな。

『桐きり島しまさん、どうしたんですの？』

　不意にイヤホン越しに星せい羅らが訊たずねてきた。

　それに俺は天真に聞こえないように小さめの声で返す。

「俺の右手が俺の意思とは関係なく天真のおっぱいを揉もうとしているんだ」

『右手がその……む、胸にですか？』

「あぁ。きっと月宮がいつものように俺の告白を邪魔しにきている」

　ここで今までの俺なら為なすすべなく天真のおっぱいを揉んで、天真から「優吾くんのエッチ！」と言われて終わりだったろう。

　だが、今回は違う。俺には月宮と同じラブコメの神様の星羅ルナという頼もしい味方がいるのだ。彼女に頼めば今もなお全力で天真のおっぱいを揉もうとしている右手だって必ずなんとかしてくれるはずだ。

「星羅、お前の神様の力で俺の右手を元に戻してくれるか？」

　依然おっぱいを欲している右手を必死に制御しながら、俺は言った。

『もちろんですわ。わたくしはそのためにいるのですから』

　星羅は任せろと言わんばかりのトーンで力強く返す。

　それから急にイヤホンから僅かに風を切る音が聞こえた。

　おそらくラブコメの神様が使うステッキを振るったのだろう。

「っ！」

　すると、なんということか先ほどまであれほどおっぱいを欲しがっていた右手の力が段々と弱まっていく。

　そして数秒も経たたずに俺の右手は天てん真しんのおっぱいを求めなくなった。

『桐きり島しまさん、どうですか？　右手はもう自由に動かせますか？』

「あぁ、もう右手は天真のおっぱいのところへ行こうとはしなくなったよ」

　驚いたな。別に星せい羅らのことを疑っていたわけではないけど、今まで散々苦労させられてきた月つき宮みやの邪魔をこうもあっさり防ぐなんて。やっぱラブコメの神様ってすげぇな。

『良かったですわ。でしたらこれで桐島さんはいつでも天真さんに告白できますわね？』

　星羅の言葉を聞いて、衝撃が走った。

　確かに彼女の言うとおりだ。月宮の邪魔を防ぐことが出来た以上、もう俺の告白を邪魔する者はいない。

　……ということは、もしかして俺は初めて天真に告白することができるんじゃないか？

　やったぞ！　俺はついに天真に「好きだ」と伝えることができるんだ！

　これまで告白に失敗すること二十一回。とてつもない苦労があったが、ようやく俺は二十二回目の告白で天真に自分の想おもいを届けられる！

「優ゆう吾ごくん、大丈夫？」

「あぁ、大丈夫だ」

　天真が心配そうな表情で訊きいてくると、俺は安心させるように軽く笑って答えた。

　これから俺はもう一度天真に告白をする。そして今度こそ彼女に俺の気持ちを伝える。

　もう誰にも邪魔なんてさせない。

「それよりも天真。俺が今からいうことをよく聞いてくれ」

「えっ……う、うん」

　俺が真剣に言うと、何かを察したのか心なしか天真の頬ほおが染まった気がする。

　これはもしや俺の告白が成功するフラグなのでは。そんな期待を抱きつつ、俺は通算二十二回目。そして初めて自分の想いを伝えられるであろう告白を行った。




「あのな天真。俺はお前のことがす──」




　直後、今度は俺の左手が勝手に天真の方へと伸びていった。

　くそっ。またおっぱいか。そう思った俺はすぐさま右手で左手を止めにいく。

　しかし、思わぬことに左手が向かった先は天真のおっぱい──ではなく、なんとお尻の方だった。

「っ！」

　予想外の動きをされてしまったものの、俺はかろうじて左手を止めることは出来た。

　だが先ほどのようにしっかりと掴つかめてはいなく、あと少し経たてばきっと右手は耐えられなくなって俺の左手は天てん真しんのお尻の方へ向かってしまうだろう。

「星せい羅ら、緊急事態だ。今度は俺の左手が天真のお尻を触りにいってる」

　すぐにイヤホン越しに星羅に報告をする──が、なぜか彼女からは返事がこない。

　どうしたんだ。なぜ星羅は通話に応じない。

「っ！」

　そう思ったのも束つかの間ま。ついに左手を掴んでいた俺の右手は耐えられなくなって、マイサウスポーは天真のお尻へと解き放たれてしまった。

「きゃあっ！」

　天真が驚いたような声を上げる。目の前の男子に何の脈絡もなくお尻を鷲わし掴づかみにされたのだ。そりゃ当然だわな。

「な、何やってるのかな！　優ゆう吾ごくん！」

　顔を真っ赤にしながら俺のことを見ている天真。

「す、すまん！　だが信じてくれ！　これは決して俺の意思じゃなくてだな──」

「で、でも優吾くんの手が、ひ、ひまりのお尻に──っ！」

　恥ずかしさの限界が来たのか、天真の瞳には涙が溜たまっている。

　やばいどうしよう。すぐにでも左手を天真のお尻から離したいんだが、こいつどんだけ力を入れてもビクともしない。まるで左手とお尻の間に強力接着剤が付いているみたいだ。

「ゆ、優吾くん、もうひまり……」

「えっ……ど、どうした、天真──ぐふっ！」

　聞き返したが、天真からの返事はなく。代わりに彼女が前から倒れてきた。

　突然のことでバランスを崩すと、俺と天真は二人して地面に倒れ込む。

「天真、大丈夫か？」

　見る限りケガはしていないみたいだ。

　倒れる時に空いている右手で彼女の体を支えておいて良かった。

　万が一にも天真にケガをさせてしまったら、他の生徒たちから何をされるやら。

　少なくとも死は免れないだろう。

「う、うん、大丈夫だよ。その……あ、ありがとう」

「いや、これくらい大したことじゃ……あっ」

　言っている最中、ふと左手が天真のお尻から離れていることに気づく。

　どうやらある程度時間が経つと離れる仕組みになってたみたいだな。

　やっと自由になった俺と天真は起き上がると、二人の間に若干気まずい空気が流れる。

「……ゆ、優ゆう吾ごくんのエッチ」

　それから天てん真しんは頬ほおを赤らめながら呟つぶやいて、すぐに校舎の方へと行ってしまった。

　結局、今回も俺は告白に失敗してしまったみたいだ。それも天真のお尻を触ってしまったせいで。……あとで謝ったら許してくれるかな？

「優吾、やはり今回も告白は上う手まくいかなかったようだな」

　なんて不安を抱いていると、またいつかのようにどこからともなく声が聞こえた。

　おそらく上から聞こえているのだろう。

　見上げると、そこには背中に真っ白な両翼を生やして天使の輪っぽいやつを頭の上にぷかぷかと浮かせている月つき宮みやがいた。彼女はゆっくりと地面へ下りてきて、着地する。

「お前、ここに来るときはその姿じゃないといけないのか？」

「うむ。先ほどまで屋上でユノと昼食をとっていたのだが、屋上からここに来るにはこの姿になるのが一番早いのだ」

「そんな理由かよ」

「あと、そ、その……優吾に我の可愛かわいいところを見てもらいたいから」

　月宮は恥ずかしそうに指をツンツンしている。

　急にそういうこと言わないで欲しい。反応に困るから。

「とにかくその翼と輪っかは消してくれ。人目がないとはいえ、もしかしたら誰かに見られるかもしれないからな」

「むぅ……。でも、まだ優吾に可愛いって言ってもらえてないのに」

　頬を膨らませてむくれる月宮。

　ったく、面倒な神様だな。でも、こいつにこの姿のままでいられても困るし……。

「わかった。十分可愛いから消してくれ」

「そ、そうか！　では消すとしよう！」

　嬉うれしそうに言ったあと、月宮はようやく翼と輪っかを消した。

「それで優吾。そろそろ我と付き合う気になってくれたか？」

「いやいや、なるわけないだろ」

「っ！　な、なぜだ!?」

　それはこっちのセリフだ。どうして俺がこのタイミングで月宮と付き合いたいと考えると思ったんだ。告白を邪魔された直後だってのに。

「しかし右手に天真のおっぱいを揉もませるようにした後に、今度は左手にお尻を触らせるようにするとか、お前容赦ないな」

「うむ。我はラブコメの神様だからな。優吾の右手に天真陽ひ毬まりのおっぱいを揉ませるくらい容易なのだ」

　得意げにそう口にする月宮。

「いや右手におっぱいを触らせようとしただけじゃなくて、俺の左手に天てん真しんのお尻を触らせただろ？　自分がやったことくらい覚えとけよ」

「？　優ゆう吾ごは何を言っているのだ？　我はたったいま優吾の右手に天真陽ひ毬まりのおっぱいを触らせただけだぞ。というか、優吾は天真陽毬のおっぱいを触って告白に失敗したのではないのか？」

　月つき宮みやはキョトンとしながら返す。は？　一体どういうことだ？　つまり月宮は俺の左手に天真のお尻を触らせてないってことか？

「まあ良い。ところで優吾よ、これから我とお喋しやべりをしよう」

「えっ、別にしないけど」

「むぅ……では我とお喋りをしてください」

「敬語にしてもお喋りはしないから」

　そう返すと、月宮は頬ほおをぷくっと膨らませる。ったく、こいつは……。

「もう用がないならユノのところに帰った方がいいんじゃないか。あいつが寂しがるぞ」

「安心するのだ。我もユノももう昼食は食べ終わってユノの方は既に教室に戻っている。だから我はいくらでも優吾と話せるぞ」

「……全然嬉うれしくねぇ」

　呟つぶやいたあと、チラリとスマホを見る。すると、いつの間にか通話が終わっていた。

　ちょっと星せい羅らに聞きたいことがあったんだが、もう校舎の中に戻ってしまったのだろうか。……まあいい。星羅とはまたあとで話すことにしよう。

「よし優吾。最初は我が優吾のことをどれだけ好きかという話をだな──」

「別にそんな話は聞きたくない。俺は教室に戻るからな」

　勝手に会話を始めた月宮に、俺はそう言って教室に戻ろうとしたのだが、

「嫌だ！　我は優吾とお喋りするんだもん！」

　月宮が腕に抱きついてきて俺を強引に引き止めた。

「おい、なにすんだ。離れろよ」

「離れないのだ！　優吾が我と話すって言うまで我は絶対に離れないぞ！」

「お前は子供か」

　それから俺は何度か月宮を自分の体から引き剥はがそうとするが、一向に離れてくれない。

　まったく。告白は失敗した上にこんな目に遭うなんて。冗談じゃないんだが。

　そんなことを思いながら俺は大きく溜ため息いきを吐ついたのだった。







　告白に失敗して、昼飯は食べられず、挙句には月宮に俺のどこが好きかを二百個以上話されて、精神的にも体力的にもくたくたの状態で午後の授業を終えたあと。

「なあ星せい羅ら、一つ聞いていいか？」

　俺は帰宅してから自室で星羅と通話をしていた。

『え、えぇ。良いですわ……』

　彼女は申し訳なさそうな声音で言葉を返す。

「お前、どうして告白の途中でいなくなったんだ？」

　昼休み、俺は星羅に協力してもらって天てん真しんに告白をした。

　一回目の告白は月つき宮みやに邪魔をされたものの、星羅の神様の力によって失敗はしなかった。

　だが二回目の告白は俺の左手が天真のお尻を触ろうとしていても、なぜか星羅は助けてはくれず、それどころか彼女はいつの間にか校舎裏からいなくなっていたのだ。

　そのせいで俺は天真のお尻を鷲わし掴づかみするハメになった。

『そ、それは……』

　星羅は言葉に詰まる。なにか言いにくいことなのだろうか。

「そもそもお前は月宮の邪魔を阻止してくれたんだよな？　そしたらなんで俺の二回目の告白も邪魔されたんだ？　もしかして月宮が連続で俺の告白を邪魔したのか？」

　でも昼休みに月宮と話した感じでは、あいつは俺の左手に天真のお尻を触らせてないようなことを言っていた。これはどういうことだ？

『それは違いますわ。神の力は発動するのにある程度時間がかかるのです。間髪入れずに使用することなんてできませんわ』

　先ほどまで言葉を濁していた星羅だが、ここは流りゆう暢ちように答えた。

　まあ確かに。月宮とユノがラブコメの神様の力を使うところを何回か見たことあるけど、神様の力を使うには、まずステッキを出して、ステッキを振って、光の粒子みたいなキラキラを出して、それを対象に飛ばす、みたいな感じでそこそこ時間がかかっていた。

　となると、やはり月宮は昼休みの俺の二回目の告白を邪魔していないことになるが。

「じゃあ誰が俺の二回目の告白を邪魔したんだ？」

『それは、その……』

　問とい質ただすと、星羅はまた言い淀よどんだ。この子、明らかに何か知ってるな。

「星羅、もし何かあるなら俺に教えてくれないか？」

『で、ですが……』

　それから暫しばらく沈黙が続いたあと、

『わかりましたわ。桐きり島しまさんに全てお話ししますわ』

　そう言ったのち、星羅は一つ深呼吸をしてから話し始めた。

『その……先ほど桐島さんが二回目の告白をしようとした時に起こったことですが、実はあれはわたくしのせいなのです』

「星羅のせい？　って、どういうことだ？」

『つ、つまり……わたくしが神の力を使用することに失敗してしまったせいで、あのようなことに……』

「失敗って……ラブコメの神様の力を使うのに失敗とかあるのか？」

　それに星せい羅らは言いづらそうにしながら『はいですわ……』と返す。

　まじかよ。ラブコメの神様なのに神様の力を使うことに失敗とかしていいのか。

　それってラブコメの神様としてまずくね。

「でもそれだとおかしくないか？　最初の告白の時は天てん真しんのおっぱいを揉ももうとしていた俺の右手をきちんと元に戻してくれただろ？」

『いえ、本当は桐きり島しまさんの右手を元に戻したわけではなく、ただその現象の代わりにあなたの左手が天真さんの……お、お尻を触るように変えてしまっただけなのですわ』

　星羅は申し訳なさそうにしながら説明する。

　要するに星羅が神様の力を使うのに失敗して、右手が天真のおっぱいを揉もうとする現象が、左手が天真のお尻を触ろうとする現象に変わったってわけか。

　一応把握したが……なんかややこしいな。

「あっ、もしかして告白の途中で消えたのもその失敗のせいなのか？」

『……そうですわ。わたくしのせいで桐島さんに迷惑を掛けてしまって、申し訳なさのあまりその場にいられなくなってしまって……』

　どうやら星羅は自分のせいで俺の告白が失敗したことにかなり責任を感じているようだ。

　別に俺としてはいつものことだからそこまで気にしていないんだがな。

　天真には授業の合間の休み時間のときに全力で謝って許してもらったし。なんならそのまま昨日のテレビの話とか出来たし。

『で、ですが安心してください。今回は失敗してしまいましたが、次こそは必ず桐島さんの告白を天真さんに届けてみせますわ』

「えっ、でもそんなことしたらまた失敗するんじゃ……」

『わたくし、全力で桐島さんの告白を手伝わせて頂きますわ！』

　俺の言葉が聞こえていないのか、また昨日みたいに星羅の声にはメラメラと燃えるようなものが宿っていた。相変わらずやる気は満々のようだ。

　まあでも今日は失敗したかもしれないけど、次は星羅の神様の力を使うのに成功するかもしれないしな。

「わかったよ。じゃあ次もよろしく頼むな」

『はい！　わたくし、頑張りますわ！』

　元気よく返事をもらった。

　こうして星羅には引き続き俺の告白に協力してもらうことになった。





　　　　☆






　それから数日空けてから俺は再度星せい羅らと協力しながら天てん真しんへの告白をしたのだが……。

　結論から言おう。思いっきり失敗した。

　原因はもちろん星羅が神様の力を上う手まく使えずに失敗したせいである。

　ちなみに、その時のことを説明すると主にこんな感じだ。

　放課後に天真を屋上に呼び出して告白をしようとした際、まず月つき宮みやから一時的におっぱいに恋愛感情を抱くという邪魔をされた。そして、それを星羅が神様の力を使って防ごうとしたのだが、結局はユノに恋愛感情を抱くように変わっただけで失敗した。

　このせいで一時的にユノに恋愛感情を抱いてしまった俺は彼女に積極的に迫ってしまい、結果タコ殴りにされた。……まじであれは痛かった。

　このように俺はラブコメの神様である星羅に協力してもらったものの、結局天真に告白が出来ていない。協力してもらっておいてこう言ってしまうのもアレだが……正直星羅が全くと言っていいほど役に立っていない。

　というか、俺はこの二度の失敗で一点だけ気づいたことがある。

「なあ星羅。お前ってさ、もしかしなくても神様の力を上手く使えないのか？」

「ギクッ……」

　放課後。誰もいない屋上で星羅を問とい質ただすと、彼女はビクン！　と身体からだを反応させた。

　ギクッて口に出すやつ初めてみたんだが。

「そ、そんなことありませんわ。わ、わわ、わたくしはラブコメの神様なのですから。き、きちんと神の力だって使えますわ」

　と星羅は主張するが……噛かみ噛みだな。

　ちなみに今日も月宮は姉妹デートなので、俺たちの会話が邪魔される心配はない。

「でも、それならどうしてこんなに俺の告白が失敗しまくるんだ？」

「そ、それは……わたくしの調子が少し悪かっただけですわ。わたくしが本気を出せば神の力なんて余裕で使えますの」

「それ絶対嘘うそだろ。二回星羅と協力して告白してるけど、二回ともお前まともに神様の力を使えてないじゃないか。いつになったら使えるようになるんだよ」

「そ、そうですわね……」

　額から汗をダラダラ流しながら、星羅は明らかに挙動不審になっている。

　こりゃもう確定だな。

「もう一度聞くから、正直に話してくれ。星羅は神様の力を上手く使えないのか？」

　そう訊たずねると、星羅は瞳を右へ左へオロオロさせながら、最後には黙り込んでしまった。

　えっ、ここに来てまさかの黙秘？

　なんて思っていると、




「すみましぇんですのぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」




　星せい羅らは声を大にして謝罪をしながら号泣してしまった。

　えー、なんでこんなに急に泣いちゃうの。もしかして俺のせい？

「わだくし、本当はじぇんじぇん神の力なんて使えましぇんのぉ。それどころか今まで一回だってまともに使えたことがありましぇんのぉ」

　星羅は大泣きしながら本当のことを白状する。その姿は最初の時に感じた高貴な雰囲気はなく、まるで小さな子供のようだった。

「お、落ち着け星羅。と、とりあえず涙を拭け」

　俺はズボンのポケットからハンカチを出そうとする……が、ポケットの中には何もなかった。しまった。そういやだいぶ前にハンカチをどっかで落としたの忘れてた。

「じゃあ鼻水だけでもこれで」

　俺は別のポケットからポケットティッシュを差し出す。

　それを星羅は泣きながら手に取って、チーンと鼻をかんだ。

　なんというか……今の彼女は第一印象とはまるで別人だな。

「……申し訳ありません。少し取り乱しましたわ」

「少しどころじゃなかったけどな」

　暫しばらく経たつと、ようやく星羅は泣なき止やんだ。

　だが、泣き過ぎたせいか瞳はまだ赤く腫れている。

「で、どうしてお前は神様の力を使いこなせないのに俺の告白に協力しよう思ったんだ？」

　星羅に告白の協力を頼んだ時に、俺は言ったはずだ。ラブコメの神様の力を使って月つき宮みやの邪魔を阻止して欲しいと。それなのに、神様の力を上う手まく使えない星羅はなぜ俺の頼みを受けたのだろうか。

「わたくし嬉うれしかったんですの」

「嬉しかった？」

「はい。先ほども言いましたがわたくしは今まで一度も神の力をきちんと使えたことがありませんでしたので、誰の恋も叶かなえたことがなかったのですわ。ですから桐きり島しまさんから天てん真しんさんへの告白を手伝って欲しいと言われた時はとても嬉しかったんですの。こんなわたくしでも頼りにしてくれる人がいるんだって思ったんですの」

　星羅は顔を赤く染めて恥ずかしそうに言った。

　そうか。だから星羅は俺の告白にあんなにも協力的でやる気満々だったのか。

　でも、告白の協力を頼んだときは星せい羅らが優秀なラブコメの神様だと思ってたから頼んだんだけどな。

「そういやお前。前に月つき宮みややユノと話していた時は月に二百人の人間の恋愛を手助けしたとか言ってなかったっけ？　あと月宮たちよりもラブコメの神様として上みたいなことも」

「…………」

　星羅はゆっくりと目を逸そらした。あぁなるほど。あれも全部嘘うそなのね。

「その……アテナとユノにはわたくしが神の力をきちんと使えるようになっていないことを言っていませんの」

「ってことは、月宮とユノはお前が神様の力を上う手まく使えないことをまだ知らないのか？」

　俺の言葉に、星羅はうなずいた。

「でも、そのなんだ……お前も月宮たちもラブコメの神様だから天界とやらで絡んだりしていたんだろ？　よくバレなかったな」

「いいえ。前にも言いましたが、わたくしは天界から地上に下りる際にアテナやユノと知り合いましたの。ですから天界にいた時は二人のことは全く知りませんでしたわ」

「そうなのか。なんでだ？」

「おそらく単純にお互いが住んでいる地域が離れていたからだと思いますわ」

「なんか普通の理由だな……」

　もう少し変わった理由とか期待してた。具体的には一切でてこないけど。

「だけど月宮もユノも星羅の友達なんだろ？　お前が力を上手く使えないことを隠したままでいいのか？」

「今更言えませんわ。だってわたくしあの二人には秀才のラブコメの神様で通っていますから」

　星羅はぷいっとそっぽを向く。うーん、だからって嘘をつくのは良くないと思うけどな。

「……桐きり島しまさん」

　不意に星羅が呟つぶやいた。彼女はなぜか浮かない顔をしている。

「どうした？」

「わたくし、もうこれ以上は桐島さんの告白には協力しないことにしますわ」

　そう言ったあと、星羅の瞳からは涙が流れてそれは頬ほおを伝ってぽたりと落ちていった。

「だ、だって……グスン……わ、わたくしが桐島さんの告白を手伝ったら……グスングスン……ま、また桐島さんに迷惑をかけてしまいますから。……ですので、わたくしはもう桐島さんの告白の協力はしません」

　泣きながら説明する星羅。涙の理由は色々あるだろう。

　ラブコメの神様なのにその責務を果たせなかった罪悪感。せっかく自分を頼ってくれたのにその期待に応えられなかった悔しさ。もしかしたら本当はまだ俺の告白を手伝いたいと思ってくれてるのかもしれない。

　だから俺は考えた。本当に星せい羅らは俺の告白に必要ないのかと。

　確かに星羅がラブコメの神様の力を使いこなせない以上、彼女を告白の協力者にしていても意味がないのかもしれない。だが現状、星羅の力を借りる他に良い案は思い浮かんでいない。

　ならどうすれば良いか。答えは簡単だ。

「いいや、星羅はそのまま俺の告白に協力してくれ」

　そう告げると、星羅は瞳に涙を溜ためたまま驚いた。

「ど、どうしてですの？　わたくしがいても桐きり島しまさんの告白のお役には──」

「役には立てない？　そんなことねぇよ」

　断言すると、俺は続けて語った。

「よく聞け星羅。俺は今からお前が神様の力をきちんと使えるようになるまで色々と手助けしようと思う」

「えっ……わたくしが神の力を使えるようになるまで……」

「あぁそうだ」

　星羅はラブコメの神様にもかかわらず、神様の力を使いこなせない。だから俺の告白にも協力できない。

　なら、まずは星羅が神様の力を上う手まく使えない問題から解決してしまえばいいのだ。

　そうすれば星羅は神様の力を使いこなせるようになるし、俺の告白にも協力できる。

　そして俺も天てん真しんに想おもいを届けられる確率を格段に上げられる。

　と星羅に説明すると、

「で、ですがそれだとやはり桐島さんの迷惑に──」

「勘違いするなよ。これはあくまでも俺のためだ。もし星羅が神様の力を上手く使えるようになって、俺の告白を手伝ってくれたらきっと告白は上手くいくだろ？」

「そ、それはそうかもしれませんが……」

　星羅は迷っているような表情を見せる。おそらくまだ俺に迷惑をかけてしまうことを気にしているのだろう。だが……。

「本当に良いんですの？」

　星羅は不安そうに訊たずねてきた。

「良いに決まってるだろ。俺はどうしても天真に告白がしたいからな。そのためならお前が神様の力を使えるようになるまでどんなことだってしてやる」

「き、桐島しゃん……」

　また泣き出しそうになる星羅。ったく、しょうがないやつだな。

「星せい羅ら、改めてこれからもよろしくな」

「っ！　は、はい。よろしくお願いしますわ」

　俺たちは互いの手を握り合った。

　こうして星羅は改めて俺の告白の協力者となったのだった。
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　星羅が神様の力を上う手まく使えるようになるまで手助けすると宣言してから数日。

　俺と星羅は連日集まったり電話やメールをしたりして彼女が神様の力を上手く使えるようにする方法について話し合っていた。

　だがしかし、今のところ残念ながらまだ特に良い案は思い浮かんでいない。

　ちなみに神様の力についてだが、この力はラブコメの神様が意図的にあらゆる現象を起こせるとのこと。これは話し合った中で星羅から聞いたことだ。

　まあ俺は今まで二十三回も神様の力を食らってるので、何となくわかっていたことだが。

「なるべく早く星羅が神様の力を使いこなせるようになったらいいんだけどな」

　昼休みの廊下を歩きながら、呟つぶやいた。

　そしたら星羅はラブコメの神様としての役目を果たせるだろうし、俺も天てん真しんに気持ちを伝えられる。

　……でもこの感じだと文化祭までに天真を彼女にするという目標は達成できなさそうだ。

　そもそも文化祭までに告白するのが無理っぽいからな。

「ちょっと、そこの童貞」

　不意に誰かに呼ばれた。

　視線を向けると、そこにはなぜか怒っているような顔をしているユノがいた。

「お前な、童貞を俺の名前みたいに呼ぶなよ」

「別にいいじゃない。いっそ桐きり島しま童貞に改名すれば？」

「そんなことしたら親が泣くわ」

　まったく。相変わらずこいつは滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言うな。

「で、なんだよ。俺は今から購買に昼飯のパンを買いに行くんだが」

「そんなことどうでもいいのよ。少し話があるの」

「いや、どうでもよくないだろ」

　こいつは俺の昼飯をなくす気か。

「とにかく話があるのよ。いいから付いてきなさい」

　ユノは俺の制服の袖を掴つかむと、そのままグイグイと引っ張っていく。

「えっ、おいちょっと待てよ。俺はまだ昼飯をだな──」

「うるさいわね。さっさと来なさい」

　抵抗をしてみるもユノは聞く耳を持たず、結局俺は彼女と話をするハメになってしまった。どうしてこいつはこうも強引なんだよ。

「で、話ってのはなんだ？」

　ユノに無理やり連れてこられた場所は校舎の端に位置する理科室前の廊下。

　授業の時以外、普段は誰も来ないところだ。

「もしやこの前のことを気にしてるのか？　あれはきちんと謝っただろ」

　二日ほど前。屋上で天てん真しんに告白をした時に星せい羅らが神様の力を使うのに失敗したせいで、一時的ではあるが俺はユノに恋愛感情を抱いてしまった。加えて、まずいことにその時ユノに恋をした俺は彼女に向かって壁ドン＆顎クイをしてしまったのだ。

　もちろんその後ユノにはボコられた。

「この前？　……ち、ちがうわよ！　あ、あたしがあんなこと気にするわけないでしょ！」

　赤面しながら吠ほえるユノ。めっちゃ気にしてるじゃねぇか。

「あたしが話したいことはそんなことじゃないのよ」

　そう言ってユノはこほんと一つ咳せきばらいをしたあと、

「優ゆう吾ご、もしかしてあんたルナに告白を手伝ってもらってるんじゃないでしょうね」

　翠みどり色に輝く瞳を細めて疑うような目つきで訊きいてきた。

　それに対し、あまりにも唐突な内容だったため俺は動揺しまくりながら答える。

「べ、別にそんなことないが……」

「本当かしら？　姉さんから聞いたわよ。優吾の告白を邪魔する時に姉さんが起こしたいことと少し別のことが起こってるって。それってルナが関係してるんじゃないの？」

「ぐっ……」

　ばっちり当たってやがる。

「それに最近ルナの様子がおかしいのよ。放課後になったらすぐにどっか行っちゃうし、やたら休み時間にメールばっかり打ってるし。しかもルナがそうなったのは優ゆう吾ごと初めて会った日からすぐよ。これ、絶対にあんたが関係してるわよね？」

　ユノは怪け訝げんそうにこちらを見つめてくる。

　ちょっと星せい羅らさん。少しは俺とのこと隠そうとしようね。

「優吾、本当のことを言いなさい」

　畳みかけるようにユノは言葉を連ねる。うーん……こりゃ隠し通すのは無理っぽいな。

「確かに俺は星羅に告白の協力してもらってる。だけどそれの何が悪いんだよ？」

「別に悪いなんて言ってないでしょ。でもルナだけは止やめておいた方がいいわよ」

「は？　なんでだよ」

「だってあの子。神様の力が上う手まく使えないもの」

　不意に放たれた一言に、俺は言葉に詰まる。

　こいつ、星羅が神様の力を使いこなせないことを知ってるのか。

「どうせ優吾の告白を姉さんが神様の力を使って邪魔してくるから、それに対抗してルナの神様の力を貸してもらおうとか考えてるんでしょ」

　しかも俺の考えまでお見通しだ。

「そ、そうだな……」

「なによ、やけにリアクションが薄いわね……あんた、まさかルナが神様の力を上手く使えないことを知ってるの？」

　俺の反応を見て何かを察したのか、ユノは少し驚いたような口調で訊きいてきた。

　既に星羅が俺の告白に協力していることがバレてる以上、特に誤ご魔ま化かす必要はないよな。

「まあそうだが……お前の方こそなんで星羅の神様の力のこと知ってるんだよ。星羅はお前と月つき宮みやには自分が神様の力を使いこなせないことを教えてないって言ってたぞ」

「一年くらい付き合ってたら誰だってわかるわよ。だってルナって秘密を隠すのとかすごく下手なんだもの」

「……それは否いなめないな」

　俺の時も結構バレバレだったし。

「ついでに言うと姉さんも知ってるわ」

「月宮もかよ」

　ってことは、前に星羅が人間の恋愛を二百人助けたと自慢したとき、月宮が褒めてたアレは全部嘘うそだったということか。あいつ、意外と演技上手いんだんな。

　つーか星せい羅ら、お前はどれだけ隠し事が出来ない子なんだ。

　今まで隠し通せてたつもりだったんだろうが、ユノにも月つき宮みやにも思いっきりバレてるぞ。

「で、どうして優ゆう吾ごはルナに告白を手伝わせてるの？」

「どうしてって……ってか、ユノの方こそなんでそこに突っかかってくるんだよ。お前には関係ないことだろ？」

「そ、それはそうかもしれないけど……あんたがあまりにも無謀なことをやってるから助言してあげてるのよ」

「助言？　なんでそんなことするんだよ。お前は俺が天てん真しんと付き合うことになったら月宮が悲しむから俺の告白には協力しないんじゃなかったのか」

「えぇそうよ。でも、その……優吾はあたしと姉さんの仲を元に戻してくれたから」

　恥ずかしかったのか、ユノは顔を少し横に向けながらそう口にする。

　あぁ、そういうことか。どうやらユノは前に俺が月宮姉妹の仲を改善したことに未いまだに恩を感じているようだ。だから星羅に告白を手伝ってもらっている俺に、彼女が神様の力を上う手まく使えないことを教えてくれたらしい。

「そうか。まあ教えてくれたことは感謝するよ。でも俺は星羅と協力して天真に告白する」

「なんでよ。ルナは神様の力を上手く使えないんだから、あんたの告白を手伝うことなんて出来ないじゃない」

「甘いなユノ。確かにまだ星羅は神様の力を使いこなせない。だがそこは俺が星羅の神様の力をきちんと使えるようにしてやるのさ」

　カッコつけたセリフを吐くと、ユノは少し驚いたあと呆あきれたように大きく息を吐いた。

「せっかくアドバイスしてあげたのに。あたしはもう知らないわよ」

「あぁ、わかったよ」

　なんだかんだ言ってユノも優しいんだよな。重度のシスコンだけど。

「ユノ、ありがとな」

「っ！　う、うるさいわね。そういうこと言わなくていいのよ」

　助言してくれたことに礼を言うと、ユノは照れてるのか頬ほおを染めて言葉を返した。

「それより言っておくけど、姉さんはルナが優吾の告白を手伝っていることの方は知らないからね」

「そうなのか？」

「えぇ、今のところはね」

　それは朗報だな。もしあいつに星羅が俺の告白に協力してることがバレたらきっと二人で話し合いとかはできなくなるだろうし。だって絶対に月宮が乱入してくるから。

「あっ、もしかして星羅に告白を手伝ってもらっていることを月宮に言ったりするのか？」

「別に言わないわよ。あたしは優ゆう吾ごの告白の協力もしなければ邪魔もしないわ」

　俺が心配になって訊きくと、ユノはそう答えた。

「あくまでも中立ってわけか。助かるよ」

「っ！　だ、だから別にあんたのためじゃないわよ！　バカ！」

　ユノはぷんすか怒ると、一人先に来た道を戻っていく。

　まさにツンデレだな。

　段々と遠くなっていく彼女の背中を眺めながら、改めてそう思った俺だった。







「優吾、我に何か隠し事をしていないか？」

　昼食を食べ終えて教室に戻ると（ユノと話したあと俺は無事購買でパンを買えた）、先に教室にいた月つき宮みやから訊たずねられた。

　本当はこの時間を使って彼女が星せい羅らの神様の力のことを知っているのか確かめたかったんだが、出鼻を挫くじかれたな。

「な、なんだよ急に」

「むっ、やはり我に隠し事をしているのか」

　俺が少し動揺したのを見て、月宮は訝いぶかしげに目を細める。

「い、いやそんなことないぞ。っていうか何でそう思うんだ？」

　もしや星羅と一緒にいるところとか見られてしまったのだろうか。

「そんなのは決まっている。優吾が最近我に構ってくれないからだ。これはもう我に何か隠しているとしか思えない」

「…………」

　月宮の言葉に、俺は絶句してしまった。何てデタラメな理由だ。

「別にお前とは毎日のように話してるだろ。それじゃあダメなのか？」

「だって優吾は最近携帯のメールばかり気にしてるし、我が話をしていても何か別のことを考えている感じがするし、もう我はぷんぷんなのだ」

　ぷんぷん……は意味がわからないが、彼女が言ってることは当たってる気がする。

　星羅との連絡は頻繁にするようにしてるし、最近は常に星羅の神様の力について考えている。これってもしや俺も星羅との関係を隠しきれてなかったのでは。

「と、とにかく我に隠していることは全部話してもらうぞ。だ、だって我は……ゆ、優吾の未来のお嫁さんになるかもしれないのだからな」

「だから何も隠してないし、あと勝手にお前を俺の嫁にするな」

「では恋人なら良いのか？」

「良くねぇよ」

　隙あらば俺の彼女になろうとするのはやめてもらいたいんだが。

　これも月つき宮みやの俺をメロメロにする作戦の一つなのだろうか。

「むぅ、隠していることも話さないし、我の恋人にもなってくれないとは。優ゆう吾ごはわがままなのだな」

「それはこっちのセリフだ」

　そう返したあと、俺は額に手を当てて心底呆あきれた。







「よし、じゃあ今日も始めるか」

「はいですわ！」

　放課後。俺と星せい羅らは学校の図書館の中にある視聴覚ルームにいた。目的は無論どうやったら星羅が神様の力を使いこなせるようになるか話し合うことだ。

　ちなみに視聴覚ルームだが、ここは普段文化系の部活のミーティングなどに利用される部屋で、一般の生徒でも事前に予約しておけば使うことができる。

　室内には長テーブルが一つと椅子が四つほど置かれていて、まさにミーティングをするためだけの部屋って感じだ。ちなみにこの部屋は防音なので外に会話が聞こえることは一切ない。

「それで星羅、お前が神様の力を上う手まく使えるようにする方法についてなんだが……何か良い考えとか浮かんだか？」

「いいえ。残念ながら全くですわ」

　星羅は申し訳なさそうに首を左右に振る。

「そんな顔するなよ。俺だって何も思いついてないんだから」

「ですが、わたくしがいつまでもお役に立てないままだと桐きり島しまさんが告白できませんし」

「別に気にするな。焦あせらずいこうぜ」

　と返したものの、依然星羅はしゅんとしている。

　星羅の神様の力について協力すると宣言してから、今日に至るまで。

　俺と星羅は彼女が神様の力を使いこなせるようになる方法を模索して、今のように何度か話し合ったり、時には校内の生徒のカップルに相手に星羅が神様の力を使ったりした。

　だが未いまだに星羅の神様の力の件を解決する名案は出て来ず、実際に神様の力を使っても失敗ばかり。さて、どうしたものか……。

「そもそも星羅がラブコメの神様の力を上手く使えない理由がわからないもんな」

「それはわたくしも未だにわかっておりませんの」

　そう言って星羅は顔を俯うつむける。せめて彼女が神様の力を使いこなせない理由さえわかれば、何かしらの対処が出来るとは思うんだけどな。

「星せい羅らって本当に一回も神様の力をまともに使えたことがないのか？」

「えぇ。わたくしはこれまで人間の恋愛を手助けするために七百回近く神の力を使いましたが、全て失敗してしまいましたわ」

「な、七百回……」

　ってことは、少なくとも七百人は俺が天てん真しんのお尻に触ってしまったような目に遭ってるってことか。……悲惨だな。

「ラブコメの神様がそんなに人間の恋愛の手助けを失敗しても大丈夫なのか？」

「おそらく大丈夫だと思いますわ」

　気になって訊たずねると、星羅はそう答えた。

「それはなんでだ？」

「わたくしの両親は天界の中でも地位が高い神様ですの」

「権力かよ」

　この世界でも権力が高いやつは何かと優遇されがちだが、神様の世界でもそうなのか。

「でもそれなら良かった。ラブコメの神様の力を上う手まく使えないせいで星羅が天界に強制送還されるとかになるとしたら笑えなかったからな」

「もしかして桐きり島しまさんはわたくしの心配をしてくれましたの？」

「まあそんな感じだ……」

　星羅はユノや月つき宮みやの友達なわけだし。それにまだ期間が短いとはいえ、星羅とはこうして色々と関わっているんだ。もしいなくなったりしたら寂しくもある。

「そ、そうなんですの……」

　星羅が顔を少し下に向けている。そんな彼女の頬ほおはほんのり赤く染まっていた。

　暑いのだろうか。そんなに部屋の温度は高くないはずだがな。

　その後、俺たちは主に星羅のラブコメの神様の力を使えるようにする方法について話し合ったのだが……。

「うーん、やっぱり何も思い浮かばねぇ」

　アイデアが出てこないのでなんとなくテーブルに突っ伏すと、視界に妙な人影が見えた。

　この部屋には館内を見られる窓が四つほどあるのだが、その一つから銀髪で蒼あおい瞳をしている美少女と金髪で翠みどり色の瞳をしている美少女が見えるんだけど……これは幻覚かな？

「優ゆう吾ごよ、やはり我に隠し事をしていたのだな」

　自分の目がおかしくなったのかと戸惑っていると、不意に一人の美少女──月宮が扉から入ってきた。やっぱり幻覚じゃなかったな。

「っ！　ど、どうしてアテナがここにいるんですの!?」

「ちょっと、あたしもいるわよ」

　突然月宮が現れて星羅が驚いていると、ユノが後から入ってきた。

「ルナ、なぜお前が優ゆう吾ごと二人きりで一緒にいるのだ……っ！　まさか優吾とルナは付き合って──」

「いや全然違うから。俺と星せい羅らは付き合ってないから」

　あわあわとしている月つき宮みやに、俺は冷静にツッコんだ。

　ったく、一人で勝手に暴走しないで欲しいものだ。

「お前らの方こそなんでここにいるんだよ。今日は姉妹でデートじゃなかったのか？」

　今け朝さ、月宮本人から今日はユノとデートをすると聞いていた。

　だから俺は星羅と話し合うためにこの部屋を予約したってのに。

「そうだったのだが、ユノが掃除で遅れていたのでな。その間に校舎の中をぶらぶらしていたらなんと偶然にも優吾とルナが一緒にいるところを見てしまったのだ」

「それで俺たちの後をつけたと？」

　問とい質ただすと、月宮は恥ずかしそうに小さく頷うなずいた。そこで照れるなよ。

「あたしは掃除が終わったあと、姉さんのところへ行ったら姉さんが優吾を尾行したいって言うから付いてきただけよ」

「いやそこは止めろよ」

　なんで姉の尾行発言を承認しちゃってるの。

　くそう。これで俺と星羅が何らかで繋つながっていることが月宮に知られてしまった。

　……だが、星羅が俺の告白に協力していることはまだギリギリバレていないはず。

「ところで、もしやルナは優吾の告白を手伝っているのか？」

　と考えていたけど、見事に外れた。なぜだ。

「え、えっと……わ、わたくしは……」

　不意に質問を投げられ星羅は困ったようにこちらを見てくる。

　……しょうがない。ここは俺が代わりに月宮と話そう。

「月宮、お前はなんでそんなことを訊きいてくるんだよ」

「何な故ぜと言われても……部屋の外にいたら優吾とルナがそう話していたのが聞こえただけなのだが……」

「は？　この部屋は防音だぞ。俺たちの会話が外に聞こえるわけが……」

　話している最中、ふと視界に部屋の扉が映った。何故か扉は少しだけ開いていた。

　たしかこの部屋に入ってきた順番って俺の次に星羅だったよな。

　ってことは、星羅が扉を閉め忘れたのか。

「お前な……」

「な、なんですの？」

　目を細めて星羅を見ると、彼女は困惑した表情を浮かべる。

　こりゃ自覚ないな。まったく、戸締りはしっかりしろと両親から教わらなかったのか。

「やはりルナは優ゆう吾ごの告白を手伝っているのだな」

　俺と星せい羅らの反応を見て確信したのか、月つき宮みやはそう言ってきた。

　こうなったらどれだけ否定してもあまり意味はないだろう。

　第一、実際に俺と星羅の会話の内容を聞かれてしまったわけだし。

「その通りだが、何か問題でもあるのか？」

「大アリなのだ。何な故ぜ我に言ってくれない」

「言うわけないだろ。俺と星羅はお前が告白を邪魔してくるのをどうにかするために話し合ってるんだぞ。なのに俺の告白を邪魔してる張本人に情報を与えてどうすんだよ」

「むぅ、それはそうかもしれないが……」

　それから月宮は少し顔を俯うつむけたあと、

「だって、優吾とルナが二人でいるのが嫌なんだもん」

　唇を尖とがらせて呟つぶやいた。なんとまあ自分勝手なやつだな。

「わがままを言うのは良くないですわよ、アテナ」

　唐突に星羅が発言する。さっきまでは急に月宮とユノが登場したせいでオロオロしてたのだが、どうやら復活したみたいだ。

「何故ルナにそんなことを言われなければならないのだ」

「わたくしは桐きり島しまさんの告白の協力者ですから。桐島さんに迷惑がかからないようにするのもわたくしの務めですわ」

　星羅が胸に手を当てて自慢げに言ってみせる。

　すると、それに言葉を返したのは月宮ではなくユノだった。

「ちょっとルナ、姉さんになんて口をきくのよ」

「わたくしは事実を言っているだけですの。現にアテナは桐島さんの迷惑になっているでしょう。なので、わたくしはいま桐島さんの告白の協力者としての務めを果たしているのですわ」

　自慢げに言い張る星羅。どんだけ俺の告白の協力者ってこと気に入ってんだよ。

「ふんっ、何が協力者よ。そもそもあんたが優吾の告白を協力しようにもできないでしょうが。あんた、神様の力を上う手まく使えないんだし」

　と言った瞬間、ユノは「あっ」と言葉を零こぼした。言ってはいけないことを言ってしまったことに気づいたのだろう。

　だが時すでに遅し。星羅の方を見ると、彼女はゆでだこのように顔を真っ赤に染めた。

「ど、どうしてそのことをユノが知っているんですの!?」

「え、えーと、それは……」

　星羅が吠ほえると、ユノは言い淀よどむ。きっとなんて答えたらいいのかわからないのだろう。

「ルナ、実は我とユノはルナが神の力をまともに使えないことを前々から知っていたのだ。だが、そのことをルナが必死に隠そうとするので、それなら我たちもそのまま知らないフリをしておこうということになって……」

　失言をした妹の代わりに月つき宮みやが丁寧に説明する。こういうところはホント姉っぽいよな。

　というか、やっぱり月宮もルナが神様の力を使えないことを知っていたのか。

「アテナも……そ、そうだったんですの……」

　星せい羅らはひどく落ち込んでいる。無理もないだろう。彼女はずっと同じラブコメの神様であり友達でもある二人には、自分が神様の力を上う手まく使えないことは知られてないと思っていたのだから。

「ルナ……その、悪かったわよ」

　依然ヘコんでいる星羅に、ユノは謝罪した。彼女も自分が言い過ぎたことはわかっているのだろう。

　しかし、星羅からは返事がない。

「ルナ……」

　ユノが心配そうに見つめる。傍らの月宮も同じような表情をしていた。

　さっきまで口くち喧げん嘩かをしていたばかりだけど、きっと二人とも星羅のことが好きなんだろうな。なんとなくそう感じた。

「……たいに……ますわ」
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　不意に星せい羅らが呟つぶやいた。だが声が小さすぎて良く聞こえない。

「ルナ、その……なんと言ったのだ？」

　月つき宮みやが訊たずねると、今度は俺たちに聞こえるよう声量を最大限にして星羅は答えた。

「わたくし、絶対に自分の力を上う手まく使えるようになってみせますわ！」

　星羅の瞳は燃えていた。いつものあの感じだ。

　でも過去二回のそれと比べると、今の彼女は五倍増しくらいで気合が入っている。

　前から思ってたけど、この子ってメンタル異常に強いよな。

「そ、そうよ！　ルナもあたしや姉さんみたいに神様の力を使いこなせるように頑張りなさい！」

　ユノはかなり上からの口調で星羅にエールを送る。でもそんな彼女はどこか嬉うれしそうだ。

「はいですわ！　わたくし、ユノやアテナに負けないくらい神の力をきちんと使えるようになってみせますわ！」

　月宮とユノに自分が神様の力を使えないことがバレて、完全に火が付いたみたいだ。

　これって俺としては喜ぶべきことなのでは。だってもしこれがきっかけで星羅が本当に神様の力を使いこなせるようになれば、天てん真しんに告白できる可能性が大幅に上がるんだし。

「その……邪魔をしてすまない」

　ぽつりと呟かれた。目を向けると、傍らで月宮が申し訳なさそうにしている。

　おそらく今日の俺と星羅の話し合いを邪魔したことについて謝っているんだろう。

「別に気にしてねぇよ。いつものことだしな」

「そ、それは……」

「それにお前らのおかげで星羅がより俺の告白の協力にやる気になってくれたみたいでよかったよ」

　沈んだ表情をしている月宮に、俺は軽く笑いながら言ってやった。

　すると、彼女の方も元気が出てきたみたいで、

「だが優ゆう吾ごよ。たとえルナが神の力を使えるようになったとしても、我のことは止められないぞ」

　豊満な胸を逸そらしながら、自慢げに言ってきた。

「それはどういう意味だ？」

「ふっふーん。それはだな、ルナが神の力を使えるようになる前に我が優吾を惚ほれさせるという意味だ」

　自信満々に宣言すると、唐突に月宮は跨またがるように俺の膝の上に乗ってきた。しかも俺と向かい合うような体勢で。

「ちょっ、何してんだよ!?」

「こ、これも我に優吾を惚れさせるためにやってることなのだ！　し、仕方のないことなのだぞ！」

「意味が分からんわ」

　膝には太ももとお尻の感触、目の前にはたわわなモノが二つ。

　彼女いない歴＝年齢の俺にはさすがに刺激が強すぎる。

「ど、どうだ？　我のことは好きになったか？」

　月つき宮みやの頬ほおは真っ赤になっていた。

　なんで月宮から仕掛けてるのに、お前の方が恥ずかしがってんだよ。

「なるわけないだろ。いいから早くどけ！」

「い、嫌だぞ！　わ、我はこれで優ゆう吾ごをメロメロにするのだ！」

　赤面しながら吠ほえたあと、今度は月宮は俺の首に手を回して抱きついてきた。

「ど、どうなのだ！　これで惚ほれたか！」

「惚れない！　っていうか、近い」

　もうあと数センチというところまで月宮のおっぱいが迫っていた。

　下手したら鼻とか口とかに触れてしまいそうだ。それはまずい。

「っ！　姉さん一体何やってるの！」

　月宮のおっぱいに触れないよう顔を逸そらしていると、それに気づいたユノが駆け寄ってきた。

「ちょっと、優吾。姉さんから離れなさいよ！」

　だがユノは俺を助けてくれるわけではなく、逆に何回もパンチを食らわせてくる。

　本気で痛いからやめて。

「せ、星せい羅ら。ちょっと助けてくれるか？」

　そう助けを求めるが、星羅は上の方を向いて瞳をメラメラと燃やしていた。

　あっ、だめだ。あいつは完全に自分の世界に入っちゃってる。

　それから俺は月宮に胸を押し付けられるわ、ユノには叩たたかれるわ、もう最悪な目に遭ったことは言うまでもない。

　ってか、ラブコメの神様三人が気まずい感じにならなかったのは良かったものの、結局俺は星羅とまともに話し合いができかったな。





　　　　☆






「ったく、月宮たちのせいで昨日も良い考えが出なかったな」

　翌朝。約二週間後に迫っている文化祭に向けて作業をしながら一人ごちた。

　というのも、うちのクラスでは多数決により文化祭でメイド喫茶をやることに決まったのだが、天てん真しんの呼びかけで今日から空いている時間に準備をしようということになった。

　なので、俺はいまこうして折り紙を使ってメイド喫茶に使う飾りを作っている。

　他のクラスメイトたちも全員俺と同じように作業を行っていた。出席率は百パーセント。

　さすが学園のアイドルだ。ただ呼びかけただけでクラス全員を集めることができるなんて。カリスマ性ハンパない。

　ちなみに月つき宮みやだが、あいつはメイド服の採寸のため他のクラスの女子と一緒に女子更衣室に行っている。きっとこの場にいたら、優ゆう吾ご、優吾うるさかっただろうな。

「しかし、驚くくらい何も出てこないな」

　作業を継続しながら、星せい羅らの神様の力の件について思考を戻す。

　昨晩も自宅で必死こいて星羅が神様の力を使いこなせるようになるために何をしたら良いか考えてはいたが、全く良い案が浮かんでこなかった。

　昨日、星羅本人にも言ったことだが、彼女が神様の力を使うのに失敗する原因が不明だからな。そこがわからない限り対処のしようがない。

「どうしたらいいんだか……」

　呟つぶやいたあと、小さく溜ため息いきを吐ついた。

「あれあれ？　どうして優吾くんはため息なんかついてるのかなぁ？」

　不意に後ろから聞き馴な染じみのある声。

　急いで振り返ると、視線の先には天てん真しんが佇たたずんでいた。

「て、天真……」

　天真はニコニコと笑顔を浮かべている。可愛かわいすぎる。朝から天真スマイルが見れるなんて今日は最高だな。

「どうしたのぼーっとしちゃって。あっ、もしかしてひまりの顔に何か付いてる？」

「い、いやそういうわけじゃないけど……」

　急に好きな人が現れて心が乱れまくっている、だなんて口が裂けても言えない。

「じゃあ優吾くん。飾りに使う折り紙と画用紙が足りなくなりそうだから、ちょっと取ってくるの手伝ってくれるかな？」

「えっ……あぁ、別にいいぞ」

　と答えてしまったが、さっきから数十人くらいの男子生徒たちから殺意を感じる視線を向けられてるんだけど、大丈夫かな。あとで殺されたりしないだろうか。

「優吾くん、早く行こ！」

「っ！　お、おう……」

　自分の命を気にしていると、不意に天真が俺の手を引っ張ってきた。

　俺、いま天真と触れあってる。なんて幸せなんだ。

「それで、さっき優吾くんはどうしてため息なんてついてたのかな？」

　幸福を堪能しながら教室を出たあと。

　二人で廊下を歩いている途中、隣から天てん真しんが訊たずねてきた。

　もしや彼女は俺に何か悩み事があると思って、俺と二人きりになってくれたのだろうか。

　天真ってほんと優しいな。

「どうしてって言われてもな……」

　正直説明できない。だって、ラブコメの神様が神様の力を上う手まく使えなくてそれをどうにかしたいんだけど一向に良い案が思いつかないから溜ため息いき吐ついてました、なんて言って彼女は信じてくれるだろうか。……たぶん無理だよな。

「優ゆう吾ごくん、悩みがあるならこのひまり先生に言った方がいいよぉ。ひまり先生はなんでも解決できちゃうからね」

　天真はからかうような口調で俺の悩みを聞き出そうとしている。

　少しでも俺が相談しやすい空気を作ってくれてるのだろうか。

　それ自体はすごく嬉うれしいことだけど、それでも話せないものは話せないしな……。

「じゃあ一つ質問してもいいか？」

「なになにぃ、ひまり姉さんに何でも聞いていいよぉ」

　ひまり先生じゃなかったのか。すごい適当だな。でもめっちゃ可愛かわいい。

「天真はさ、苦手なことを克服するためにはどうしてる？」

　星せい羅らはいま神様の力を使うという自分が不得手なことを物にしようとしている。

　だから天真に星羅の神様の力のことについては相談できなくても、自分が出来ないことを克服することについて訊きけば少しは星羅のためになるんじゃないか。

「苦手なことを克服するためにはかぁ……」

「まあ天真には苦手なことなんてあまりないのかもしれないけど」

　学園のアイドルだし、友達も沢山いるし、モテているしな。何不自由ないと言っても過言ではない。

「そんなことないよ」

　不意に発せられた天真の言葉はどこか真剣味を帯びていた。

　もしかして怒らせちゃったか？

「あっ、ごめんね。別に怒ってるとかそんなんじゃないからね」

　可愛らしい笑みを浮かべてそう話す天真。

「そ、そうか……」

　良かった。好きな人を怒らせたとかさすがに笑えない。

「ひまりもね苦手なことあるよぉ。運動とか運動とか運動とか」

「運動しかないじゃん」

　ツッコむと、天真はクスクスと笑った。

「でもねぇ一年生の頃はもっと沢山あったよぉ。男の子と話すのも苦手だったし、オシャレするのもすごく苦手だった」

「一年生の頃って……」

　イメチェンする前のことだよな。そういえば遊園地に遊びに行ったときに、俺と話す前は男子とあまり関わったことがなかったって言ってたっけ。

「でも、じゃあどうやって男子と話せるようになったり、オシャレが上う手まくなったりしたんだ？」

　隣を歩く天てん真しんに問うた。

　おそらくこれの答えが先ほど俺がした『苦手なことを克服するにはどうしたらいいか？』という質問の答えにもなっているはずだ。

「それはね──」

　そこで彼女は唐突に立ち止まると、くるりとこちらに振り向いた。

「とにかく我慢強く頑張ることだよ」

「我慢強く頑張る……？」

「うん、そうだよぉ。だって苦手なことを苦手じゃなくするってことは、きっと何か目的がある時でしょ。だからその目的のために絶対に諦めないで我慢強く頑張って苦手なことを克服するの」

　そう語る天真の言葉には力が込められていた。きっと彼女がイメチェンをした時は想像できないほど努力したんだろうな。

　でもどうしてそこまでして天真はイメチェンをしたのだろう。

　前に遊園地に遊びに行った時、イメチェンをした理由は『誰か』に可愛かわいいといってもらいたかったからと言っていた。じゃあその『誰か』のために努力したんだろうか。

　両親？　友達？　まさか天真が好きな人なんじゃ──。

「優ゆう吾ごくん、ひまりから大事なお話をしても良いかな？」

　色々と憶測をしていると、天真から声を掛けられた。

　なぜか彼女の頬ほおは少し赤くなっている。

　大事な話？　なんだろう。

　もしかして好きな人ができましたとかだろうか。あと恋人ができましたとか。

　嫌だ。そんな話は聞きたくない。もし聞いたら天真ロスで俺は今後一年間は不登校になっちゃう。

　そんなことを考えていたからだろうか。次に天真が言ったことは完全に予想外だった。




「あのね、その……今度の文化祭、ひまりと一緒に回ってくれるかな？」










「もしかしたら俺は今日死ぬかもしれないな」

　昼休み。俺は中庭に設置されているベンチに座りながら一人呟つぶやいた。

　先ほど人生最大とも言えるビッグイベントが起きた。

　なんと天てん真しんから文化祭デートのお誘いがあったのだ。

　好きな人から文化祭を一緒に回ろうと言われることがこんなに嬉うれしいなんて。

　幸せ過ぎてもう死にそうだ。

　もちろん俺は天真の誘いを受けた。

　本来なら俺の方から彼女に文化祭を一緒に過ごして欲しいと誘うつもりだったんだけどな。まさか天真の方から誘ってくれるなんて。やべぇな。ニヤニヤが止まらないぜ。

「優ゆう吾ご、なんでそんな気持ちの悪い顔をしているの？」

　不意に失礼なことを言われた。傍らを見ると、そこにはいつものように男子用の制服に身を包んだ千歳ちとせの姿があった。彼女はいたずらっぽく笑っている。

「誰が気持ち悪いだ。このイケメンめ」

「それ誉ほめ言葉だよ」

　千歳から軽くツッコまれた。

　しょうがないだろ。外見に関して千歳に言い返せることなんて一つもないんだから。

　なんなら今すぐにでも俺と顔を交換して欲しいくらいだ。

「隣いいかな？」

「おう」

　そんなやり取りを交わすと、千歳は俺の隣に座った。

　本当はこの時間を使って先ほど聞いた天真からのアドバイスも参考にしつつ星せい羅らとどうしたら神様の力を使えるようになるか話し合うつもりだった。

　だが残念なことに、星羅はいま友達に文化祭の出し物のことで呼ばれているらしい。

　なので、今日の昼休みは久しぶりに千歳と昼食を食べることになったのだ。

　千歳曰いわく、今日の部活の昼練は休みらしいからな。

「それでどうして優吾はあんなに嬉しそうな顔をしてたの？」

「その話に戻るのかよ。つーか、気持ち悪い顔だと思ってたんじゃなかったのか」

「じゃあどうして気持ち悪くて嬉しそうな顔をしてたの？」

「おい、言い直すな」

　気持ち悪くて嬉しそうな顔ってどんな顔だよ。

「その……天真に文化祭を一緒に回ろうって誘われたんだよ」

　気恥ずかしくなりながら明かすと、千歳は驚いて目を見開いた。

「なにそれ。やったじゃん」

「ま、まあそうだな」

「じゃあこれで今度こそ告白できるね」

　千歳ちとせは嬉き々きとしながらそう言ってくるが、告白できるかは正直微妙だ。月つき宮みやは確実に邪魔してくるだろうし、星せい羅らもまだ神様の力を上う手まく使えるようになっていないからな。

「もしかしてまたらぶこめのかみさま？　が優ゆう吾ごの告白を邪魔してくるのかい？」

「お前さ、それ絶対バカにしてるだろ」

「はは、そんなことないよ」

　笑ってる時点でアウトだろ。

　千歳には一度月宮がラブコメの神様であり、俺の告白を邪魔してくる存在であることを話した。その時は一応俺の話を信じると言ってくれたが、実際のところ彼女の中ではまだ半信半疑みたいだ。

　まあそうだよな。いきなりラブコメの神様が友達の告白を邪魔してるなんて言われてもしんじられないよな。半分信じてくれてるだけでも俺としてはありがたい。

「そうだ。お前に一つ聞いてもいいか？」

「聞きたいこと？　陽ひ毬まりちゃんとのデートの仕方とか？」

「それもぜひ知りたいが……千歳はさ、苦手なことを克服するときってどうしてる？」

　俺は先ほど天てん真しんにしたものと同じ質問を千歳にもした。

　天真からも良い言葉が聞けたのだが、それでもまだ星羅が神様の力を使えるようになるにはどうしたら良いかわからないのが現状だ。

　だから千歳にも訊きいた。人の意見はなるべく多い方が良いからな。

「どうしたのさ急に。優吾に何か苦手なことでもあるの？」

「えっと……まあそんな感じだな」

　星羅の神様の力のことを説明するとややこしくなりそうなので、とりあえずそう答える。

「苦手なことを克服ねぇ……」

　千歳は顎に手を添えて思案する。だいぶ真剣に考えてくれているようだ。

　やっぱり持つべきものは友達だな。千歳の優しさに感謝だ。

「その苦手なことを何度も繰り返し練習することかな」

　暫しばし経たったあと、彼女はそう言った。

「ボクだってソフトボールで苦手なこととかあるけど、とにかく練習するからね。優吾もそうしたら良いんじゃないかな？」

「練習か……」

　でもそれはもう試したんだよな。学内のカップルに何回も星羅に神様の力を使わせたが、全て失敗した。

「あっ、でもただ練習するだけじゃダメだよ。きちんと考えて練習するんだ」

「考えて？」

「うん。自分が苦手なことがどうやったら克服できるかイメージする。あとは他の人にアドバイスを求めるのもいいかもしれないね」

　他人にアドバイスを求めるか……確かにそれはアリだな。

　いやたぶんそうでもしないと、俺と星せい羅らだけじゃ彼女の神様の力の問題はどうにもならないような気がする。

　となれば、星羅に良いアドバイスをしてくれるやつを探さなくちゃいけないが。

「どう？　少しは役に立った？」

「おう。ありがとな」

　礼を言うと、なぜか千歳ちとせはゆっくりと瞳を逸そらした。

「そ、そっか……。なんか面と向かってお礼を言われると少し照れるね」

　千歳の頬ほおはほんのり赤くなっている。そんな顔をされたらこっちまで恥ずかしくなるんだが。

「そ、そうだ。ついでに優ゆう吾ごには文化祭に関するとある伝説を教えてあげるよ」

「伝説？ってなんだよ」

「うん。それはね──」

　千歳から文化祭の伝説とやらについて聞いたあと。俺と彼女は一緒に昼食を食べ始めた。

　約一週間ぶりに千歳と過ごした昼休みはすごく楽しい時間だった。







　午後の授業も滞りなく終わり放課後を迎えると、俺と星羅は学校近くのファミレスに入って話していた。内容はもちろん彼女の神様の力の件。

　場所をファミレスにした理由は、ここなら周りに気兼ねなく話せるし食事もできるので長時間話し合いをすることも可能だからだ。

「ねえ、どうしてあたしはここに呼ばれたのよ」

　ちなみにこの場にはユノもいる。休み時間に『放課後、どうしても話したいことがある』とメールを送ったら、意外と簡単にここまで付いてきた。

　最近思うんだが……俺って案外ユノに好かれてるのでは。

「ちょっと無視しないでよ」

　隣から制服を引っ張ってくるユノ。表情はとても不機嫌そうだ。

「そんな顔するなよ。せっかくの美人が台無しになるぞ」

「っ！　い、いきなり何言ってんのよ！　この変態」

　褒めたのになぜ変態呼ばわりをされなくちゃいけないのか。まあいい。

　ユノの機嫌を取ることに失敗したところで、こっちが呼んでおいて申し訳ないが彼女は一旦放置して本題に入るとしよう。

「喜べ星せい羅ら。お前が神様の力を使えるようになるためにするべきことがわかったぞ」

「ほ、本当ですの？」

　星羅はとても嬉うれしそうに笑みを浮かべる。

　当然だ。今まで何度二人で話し合っても何一つ良い案が出てなかったからな。

「俺の友達がな、出来ないことを出来るようにするためには他のやつにアドバイスを貰もらうことが大事だと言っていたんだ」

「そ、そうなんですの……」

　昼休みに聞いた千歳ちとせの意見を話すと、星羅は興味深そうに声を漏らす。

「あぁ。だからこいつにそのアドバイスを貰うことにした」

　隣のユノの肩にぽん、と手を置く。

「えっ、なにそれ」

　あたし聞いてないんですけど、みたいな瞳をしている。

　そりゃ当たり前だ。一回も言ってなかったからな。

「ユノ、お前は今から星羅が神様の力を上う手まく使えるようになるためにアドバイスをしてやってくれ」

「嫌よ」

　即答された!?

「どうしてですの！」

　これには星羅も声を上げる。

「そ、それは……」

　ユノは少し気まずそうな表情を浮かべた。星羅が若干ショックを受けているのを見て、彼女は罪悪感を抱いているようだ。

「星羅はお前の友達だろ？　友達を助けてやろうとは思わないのか？」

「ぐっ……」

　俺の言葉に、ユノは一瞬言葉を詰まらせる……が、続けてこう語った。

「それでも嫌なものは嫌よ。前にも言ったでしょ。姉さんが悲しむから、あたしは優ゆう吾ごの告白に協力するつもりはないって。もしルナに神様の力についてあれこれと教えたら間接的にあんたの告白を手伝っちゃうことになるじゃない」

「確かにそうかもしれないが……」

　こいつ、どんだけ俺の告白を手伝いたくないんだよ。

　でもまあいい。ユノが断ることは予あらかじめ想定していたからな。

「これを見てくれユノ」

　俺はズボンのポケットからある物を取り出すと、テーブルの上に置いた。

　それはハートの形をした小さなキーホルダーだ。

「なによそれ」

「これはな、この店の期間限定メニューを注文すると貰もらえるものなんだが、なんでもこれを持っていると持ち主の恋愛が高確率で成じよう就じゆするらしい」

　キーホルダーを示しながら説明をする。

　この話は本当だ。ゆえに俺はある一定期間、このファミレスに来ては期間限定メニューの一つであるオリジナルブレンドコーヒーを飲みまくったことがある。

「ふ、ふーんそうなの」

　ユノは興味なさげな反応をしているが、視線はチラチラとキーホルダーに向けられている。

　よしよし、良い感じだぞ。

「ちなみに俺はこのキーホルダーを五個持っているんだが、お前に余りのキーホルダーを分けてやってもいいぞ」

「ほ、ホント！」

　途端に嬉うれしそうな表情を浮かべるユノ。

「あぁ。但し星せい羅らのアドバイザーをやってくれたらの話だけどな」

　だがそれを聞くと、すぐにムッとした面持ちに変わった。

「そ、それならいらないわよ。っていうか、別に無理にあんたから貰わなくてもあたしも期間限定メニューを頼めば──」

「残念ながら、今はもう期間限定メニューは存在しないんだ。だからこのキーホルダーももう貰えない」

　そう返すと、ユノは「ぐぬぬ……」と悔しそうに声を漏らした。

　こりゃ相当キーホルダーを欲しがってるな。

「さあどうするユノ。もう一度言うが、星羅に神様の力が上う手まく使えるようにアドバイスをしてくれるんだったら、このキーホルダーはお前のものだ」

　キーホルダーを手に取ると、わざとらしくユノの前でちらつかせる。

　すると、彼女は顔を俯うつむけて肩をぷるぷると震わせながら、

「……ない」

「えっ？」

　なんか言ったみたいだ。

　だが、声が小さくてよく聞こえなかったので聞き返してみると、

「だからいらないって言ってるのよ。バーカ！」

　今度はハッキリと聞こえる声量で告げると、ユノは勢いよく席を立って店から出て行ってしまった。いや、最後のバカはいらないだろ。

「桐きり島しまさん……」

　なんて思っていたら、不安そうな瞳で星せい羅らはこちらを見つめていた。

「すまん星羅。ユノの説得に失敗してしまった」

「気にしないでください。ユノの言い分も分かりますので」

　そう言いつつも、星羅は少し残念そうにしている。

　本当はユノに色々と教えてもらいたかったんだろう。

　つーか、どうしよう。このままだと星羅に神様の力のことでアドバイスを出来るやつが一人もいないんだが。




「ちょっと待つのだ！」




　不意に聞き覚えのある声が聞こえた。

　声がした方へ顔を向けると、傍らにはなんと月つき宮みやが立っていた。

「アテナが出てきましたの!?」

　突然の月宮の登場に驚く星羅。

「……お前、まさかここまでつけてきたのか？」

「っ！　そ、そんなことはないぞ！　帰り道に優ゆう吾ごたちの後ろをずっと歩いていたら、偶然優吾たちのいるファミレスに入ってしまったのだ」

「それのどこが偶然だ」

　こいつは隠す気ゼロか。……まあいい。月宮のこういう行動はもう慣れてきた。

「お前、この前俺と星羅の話し合いを邪魔したとき、反省したんじゃなかったのか」

「そうだぞ。だから今まで優吾に話しかけるのを我慢して近くの席でじっとしていたのだ」

「進歩が少ねぇ」

　そこはせめて最後まで俺たちに話しかけないでいて欲しかったよ。

「で、何がちょっと待ったなんだ？」

　額に手を当てて呆あきれながら月宮に訊たずねた。

「それはだな、その……もし良ければ我がルナに神の力を上う手まく使えるようになるコツとかを教えてやっても良いぞ」

「……は？」

　月宮の言葉に困惑する。こいつは一体何を言ってるんだ。

「月宮、自分の言っている意味が分かっているのか？　お前が神様の力の使い方のノウハウを教えて、もし星羅が神様の力を上手く使えるようになったら俺の告白が成功する確率は格段に上がるんだぞ」

「そ、それはわかっている。ゆえにもちろんタダで教えるとは言わないぞ」

　なるほど。条件付きか。

　それなら月つき宮みやがこんなことを言い出したことにも納得がいく。

　でないと月宮が星せい羅らに神様の力のことでアドバイスをしたところで、彼女に何のメリットもないからな。

　まあ友達である星羅を助けてあげたいという気持ちもそれなりにはあるだろうけど。

「で、お前は俺たちに何を要求するつもりだ？」

　俺がそう訊きくと、

「そ、それはだな……その、それが欲しいのだ」

　月宮は恥ずかしそうに身体からだをモジモジとさせながら、俺が手に持っているキーホルダーを指さした。

「キーホルダーが欲しいのか？」

「う、うむ。もしそれを我にくれるのなら星羅に神の力が上う手まく使えるように色々と指南しよう」

　そう言っている月宮は嘘うそをついているようには見えない。

「そんなことでいいのか？」

「だ、だってそれは持ち主の恋愛を成じよう就じゆさせてくれるものなのだろう？」

「それはそうだけど……」

　まあ正確にいうと、持ち主の恋愛を高確率で成就させてくれる、だけどな。絶対という保証はない。証拠にキーホルダーを五個持っている俺だが一向に恋は叶かなっていない。

「ダメか？」

　月宮が心配そうな表情で訊たずねてきた。

　正直、断る理由はない。先ほどユノに拒否られた時点で星羅に神様の力についてアドバイスをする人材がいなくなって困ってたところだったしな。

　でもこれはあくまでも星羅の問題。彼女に確認は取るべきだろう。

「星羅、お前は月宮に神様の力のアドバイスとかしてもらいたいか？」

「はい。ぜひお願いしたいですわ」

　星羅はこくこくと何度も頷うなずく。そんな彼女は少し嬉うれしそうだ。

　きっと友達のアテナが自分のことで協力してくれるからだろうな。

「ということだ、月宮。お前の力を貸してくれ」

「う、うむ。わかった」

　そう言うと、月宮はサッと俺の前に手を差し出してきて、

「そ、その……き、キーホルダー」

　頬ほおを染めて呟つぶやいた。こいつ、どんだけキーホルダー欲しいんだよ。

「わかってるよ。約束だからな」

　手に持っていたキーホルダーを手渡すと、月つき宮みやはそれを手のひらで包み込むようにして大切な物を扱うように自身のバッグの中へと運んだ。

「ふふっ、これで我も優ゆう吾ごと結ばれるのだな」

　そうとは限らないけどな、とツッコみたくなったけどやめた。

　せっかく星せい羅らのために協力してくれるんだ。今日くらいは気分良くさせておいてあげよう。

「じゃあ二人とも今度の休日は予定を空けておけよ」

　不意に告げると、月宮と星羅は同時に首を傾かしげた。お前ら仲良いな。

「その日に俺たち三人で出かけて、星羅に神様の力を使ってもらう。そして同じくして月宮に神様の力のアドバイスをもらうんだ」

　先ほどの俺の言葉を理解できていない神様二人に丁寧に説明する。

「つまり、実践をしながらアテナに指南をしてもらう、ということですの？」

「そういうことだ」

　どうやら星羅はわかってくれたようだ。

「なるほど。要するに、三人でデートするということだな」

「そういうことじゃねぇ」

　なぜ今の説明でデートなんて単語が浮かんでくる。こいつの頭の中は常にお花畑なのか。

「だって男女三人でお出かけするのだろう。これをデートと言わないで何というのだ」

「あのなぁ……」

　反論しようと思ったけど、もういいや。こいつの相手をすると面倒なのでデートということにしておいてやろう。

「デートですの？」

　不意に星羅から訊たずねられた。

「えっ……まあそれでいいんじゃないか」

　直後、星羅の透き通った瞳がキラキラと輝きだした。

「わたくし、生まれて初めてデートをしますわ！」

「そ、そうか。それは良かったな」

「はいですわ！」

　喜びを表すためなのかグイっと体を寄せてくる星羅。

　めっちゃ近いんだが。あとほんのり甘い香りがする

「デートですの！　生まれて初めてのデートですわ！」

「ルナ忘れてはダメだぞ。これはあくまで我とルナと優吾の三人でのデートなのだからな」

　それから月宮と星羅が二人で勝手に盛り上がっていた。

　つーか、ちゃっかり月宮が俺の隣の席を確保してるんだが。

　あと隙あらば俺の手を握ろうとしてくる。まあ全て華麗に躱かわしてるけどな。

　こうして今度の休日、俺と星せい羅らと月つき宮みやで出かけることになった……のだが。

「「デート（ですわ）！　デート（ですわ）！」」

　……二人とも、恥ずかしいからやめてくれ。まじで。
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　迎えた休日。昼過ぎに俺と星羅と月宮は事前に決めていた最寄り駅に集まると、そこから俺が先導しながら徒歩で移動した。

「よし着いたぞ」

　数分ほど歩いて俺たちが到着した場所は、最寄り駅近くにある国立公園の入口前だ。

　ここは観賞用の木々や花々が多く植えられており、中央付近に行けば噴水やピクニックなどが出来る広場などもある。なので、デートスポットとしてもかなり有名だ。

「ここなら恋愛をしてそうな人たちが沢山いるから、星羅の神様の力も何回だって使うことができるぞ」

「そうですわね。わたくし頑張りますわ」

　星羅は力強く返した。かなり気合が入っているようだ。

「なるほど。ここが今回の我と優ゆう吾ごがラブラブするところか」

「いや違うよ」

　月宮がコクコクと頷うなずきながら言葉を零こぼすと、俺は冷静に否定した。

　こいつはいつどこでもブレないな。ある意味尊敬するわ。

「さて、じゃあ行くか」

　そう言って他の二人を先導するように俺は入口から園内に入ろうとする。

　が、急に体が少し後ろに引っ張られた。何事かと振り返ると、視界には月つき宮みやが映った。

「優ゆう吾ご、その……わ、我の服の感想を言って欲しいのだが」

　彼女は俺の服の袖をつまみながら、恥ずかしそうに言う。

「服の感想？」

　聞き返すと、月宮はうんうんと頷うなずく。……まあ断る理由もないから別に良いけど。

「そうだな……」

　月宮をじーっと眺める。

　彼女の服装は、真っ白のブラウスに可愛かわいらしいミニスカートを合わせている。

　シンプルではあるが、月宮ほどの容姿があればこれだけで相当な破壊力だ。

　証拠にさっきから通りゆく男性がほぼ全員月宮をチラ見していた。

「ぶっちゃけ可愛いと思うぞ」
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　月宮は声にならない声を上げ、彼女の顔はみるみるうちに朱に染まっていく。

　可愛いって言っただけでそんなに喜んでもらえるとは。正直俺としても嬉うれしくはあるな。

「き、桐きり島しまさん。わたくしの服装はどうでしょうか？」

　今度は傍らから星せい羅らが訊たずねてきた。どうやら彼女も服装の感想が欲しいらしい。

「え、えーと、そうだな……」

　急に言われて少し戸惑いつつも、彼女のことを眺める。

　星羅は、気品のあるワンピースを着ていて頭にはベレー帽を乗せている。

　彼女の上品な雰囲気（中身はそうじゃないけど）によく似合っていて、これまた男子にモテそうな格好だ。

「なんか素敵なお嬢様って感じだな」

「っ！　そ、そうですか……ありがとうございますですわ」

　星羅はそう言ったあと顔を俯うつむけてしまった。

　もしかして気持ち悪がられてしまっただろうか。普通に可愛いとかで良かったのかな。

「ゆ、優吾。我はどうだ？　我もお嬢様みたいか？」

「どうした急に。お前にはもう服の感想は言ったぞ」

「ルナみたいになんとかみたいな感じとか言われてないのだ。我も言われたい」

　月宮はまだ顔を赤くしながら物欲しそうな瞳で見つめてくる。

　なんだよその要求。難易度高すぎないか。

「優吾、我にも言って欲しい」

　グッと近づいてきてそう言ってくる月宮。体とか胸とかいろいろ近いんだが……。

　だがこれは何か言ってやらないと収まらなそう。

「そ、そうだな……絶世の美女って感じじゃないか？」

　急いで考えて何とか答えを捻ひねりだしたけど、よくよく考えたらこれ服装の感想じゃないな。月つき宮みやの容姿の感想だ。

「ぜ、絶世の美女……」

　でも月宮は満足げに口元を緩ませる。なんか気に入ってもらえたみたいだ。

　結果オーライってやつだな。

「じゃあ今度こそ行くぞ」

「うむ！」「はいですわ！」

　俺の声に、月宮と星せい羅らは元気よく反応した。

　特に機嫌が悪かったわけじゃないけど、二人とも急に上機嫌になったな。

　服装を褒められたくらいで大おお袈げ裟さだと思うが。

　さて、今日は星羅に頑張ってもらうんだ。だから俺も彼女が神様の力を上う手まく使えるようになるために頑張らないとな。







　俺たちは園内に入ると、ひとまず国立公園の中央付近のエリアまで移動してきた。

　ここには綺き麗れいなアジサイの花畑があるのでカップルや夫婦、子連れの家族まで沢山いる。

「星羅、まずはここで神様の力を使ってみるか」

　俺が声を掛けるが、なぜか星羅の表情は曇っていた。

「どうした？　大丈夫か？」

　心配になってそう問うと、

「その……もしわたくしが神の力を上手く使えなかった場合また人々に迷惑をかけてしまうと思うと……」

　星羅は答えたあと、顔を少し下へと向けた。

　今まで星羅は神様の力を使うことに失敗したせいで、結果的には数えきれないほどの人間の恋愛の邪魔をしてしまっている。

　だから自分が神様の力を使うことに迷いが生じてしまっているのだろう。

　そういや星羅には実践練習と称して何回か今日みたいに休日に出かけて神様の力を使ってもらったが、その時も彼女は神様の力を使うことに少し躊ちゆう躇ちよしていた気もする。

「なあ月宮。もし星羅が神様の力に失敗したら、そのフォローをしてくれないか？」

　視線を月宮へと移して訊たずねると、

「うむ、別に構わないぞ。我の友達の星羅のためだからな」

　月宮は優しく微笑ほほえみながら返した。

「ということだ、星せい羅ら。お前は安心して神様の力を使ってくれ」

「あ、アテナ……き、桐きり島しまさん……」

　瞳をうるうるとさせている星羅。今更だけど、この子ってほんと涙もろいよな。

「さて、これから星羅が神様の力を使うわけだが……その前に月つき宮みや、お前に神様の力を使う時に重要なことについて教えてもらいたい」

　今日月宮がこの場にいる理由は、ぶっちゃけこれを聞くために他ならない。

　そして、星羅が神様の力を上う手まく使えるようになるか鍵を握っているのは月宮と言っても過言ではないだろう。だから頼むぞ月宮。どうか星羅に良いアドバイスを。

「そうだな。まずは人々の恋愛を叶かなえたいという気持ちを強く持つことだ」

「ふむふむ、あとは？」

「あとは……特にないな」

「…………」

　まじかよ、こいつ。

「本当にそれ以上ないのか？」

「うーむ。今のところ思いつく限りでは」

　頭を左右に振って何かを思い出そうとしている月宮。でも何も出てこない。

　……こいつ、全然役に立たないじゃん。

「どうだ星羅。今の月宮のアドバイスで神様の力を上手く使えるようになりそうか？」

「が、頑張りますわ……」

　星羅は苦笑いを浮かべている。あっ、これすげぇダメっぽい。

　でもこれ以上時間を掛けても月宮からは有益な情報を得られる気がしないし、とりあえず今言った月宮の意見を参考にして実践へと移った方が良いな。

　という考えを星羅と月宮に話すと、二人とも了承してくれた。

　それから神様の力を使うので、なるべく人ひと気けがない場所へ移動したあと。

「ルナ、頑張るのだそ」

「は、はいですわ」

　月宮がエールを送ると、星羅はこくりと頷うなずいた。

　俺的にはもっと月宮にまともなアドバイスをするように頑張ってほしかったんだが。

　にしても、月宮って年下には優しいよな。ほんと頼りになるお姉さんって感じだ。

　それなのにどうして俺の告白絡みになると、ポンコツになるのか。まじで謎だな。

「あのカップルに決めましたわ」

　星羅が示した先には、花畑の近くのベンチに隣同士で座っている男女がいた。

　年齢は二十代前半くらいだろうか。彼氏の方は爽やか系のイケメン、彼女の方はモデルみたいに細くて綺き麗れいな女性で、絵に描いたような美男美女カップルだった。

　彼らは楽しそうに談笑をしながらアジサイを眺めている。

　いいなぁ。俺もいつか天てん真しんとあんなことをしてみたい。

「優ゆう吾ご、我もあとで優吾と一緒に花々を見たいのだ」

「今見えてるだろ？」

「むぅ……そういうことじゃないのに」

　いや、むくれなくてもそんなことわかってるって。遠回しに断ってるんだよ。

　そもそも今日は星せい羅らが神様の力を使いこなせるようにするためにここに来たんだぞ。なのに、どうして俺と月つき宮みやと一緒にベンチに座りながらアジサイを鑑賞しなきゃならんのだ。

「今からお花畑を使ってあのカップルの男性から女性への愛のメッセージを作りますわ」

　月宮に呆あきれていると、傍らから星羅がそう言った。

「そんなことできるのか？」

「はいですわ。神の力を使って一部のアジサイの花の色を変えればすぐにできますの」

「なるほど。まあそれならできそうだな」

　周りには星羅が指したカップル以外は他の花畑の方へ行っており誰もいない。

　いま花畑にメッセージが表示されれば、確実に美男美女カップルのどちらかに宛てているものだとわかるだろう。

「でもカップルの名前とかは？」

「先ほどあの二人の会話が聞こえまして、女性の方が『ミキ』という名前らしいですわ」

「そうなのか、俺は全然聞こえなかったな。主に月宮のせいで」

　でもそれなら何とかなりそうだ。

　さて問題は星羅がきちんと神様の力を使えるかどうかだが……。

「いきますわ！」

　声を上げたのち、星羅の手元にはステッキが出現する。月宮やユノが使っているものと全く同じものだ。それから彼女がステッキを軽く振ると、不意に辺りにはキラキラと輝く無数の光の粒子が現れる。

「えいっ！　ですの！」

　次いで星羅は可愛かわいらしい声と共に今度はステッキを前方へと向ける。

　すると、キラキラは勢いよく花畑の下へと流れていった。

「っ！」

　刹那、先ほど星羅が言った通り花畑中の一部のアジサイの色が変わる。

　そして次から次へと花の色が変わっていき、最終的には花畑にメッセージが刻まれた。




『ミキの足舐なめてもいい？』




　バチーン！

　結果、カップルの美女がイケメンの頬ほおを思いきりビンタしてその場から去った。

　イケメンの方はさぞかし悲しんでいることだろうな、と思っていたら叩たたかれた部分を押さえてはぁはぁと息を荒くしていた。……あいつドＭの変態だったのかよ。

「それ！」

　イケメンの正体に驚きよう愕がくしていると、傍らから月つき宮みやがいつの間にか手に持っていたステッキを振った。

　直後、花畑のメッセージが『ミキのことを世界一愛している』へと変わった。

　すると、イケメンのことが心配になったのか花畑に戻ってきた美女がそのメッセージを見るなりイケメンと嬉うれしそうに抱擁を交わした。

　どうやら月宮が約束通り星せい羅らの失敗をフォローしてくれたっぽい。

　でも抱擁を交わしているイケメンはどこか寂しそうな顔をしているけどな。あいつ、本当はもっとビンタされたかったんじゃないのか。

「わたくしはまたやってしまいましたわ……」

　暫しばし経たった後。星羅がぽつりと零こぼした。彼女はだいぶ落ち込んでしまっているようだ。

　まあやってしまったと言えば、ある意味やってしまったか。変態を見つけてしまった。

　だが正直そこまで気落ちすることじゃないと思うけどな。美女からぶたれてイケメンは喜んでたし。……でも、それで本人が落ち込んでいるなら言葉くらい掛けてやらないとな。

「あのな星羅──」

「ルナよ、そう落ち込むでないぞ」

　俺が声を掛けようとすると、その前に月宮が星羅の下へと近寄った。

「アテナ……」

　依然気落ちしている星羅。そんな彼女を見て、月宮は温かく微笑ほほえみながら話し始めた。

「実はな、我もラブコメの神様として人間の恋愛の手助けをし始めた頃は沢山失敗をしていたのだ」

「そ、そうなんですの？」

　それに月宮は「うむ」と返す。

　月宮も神様の力を失敗したことがあったなんて初めて知ったんだが。

「だが、回数を重ねるうちに神の力の使い方も慣れて失敗もしなくなった。今となっては多くの人々の恋愛の手助けをすることが出来ている」

　それから月宮は星羅の頭を優しく撫なでながら、

「だからルナもきっと神の力を使いこなせるようになる。なにせ優ゆう吾ごが大好きなことしか取り柄がない我にも使いこなせているのだからな」

　励ますように言葉を贈った。

　それに星せい羅らは綺き麗れいな瞳を大きく開いてから、何か決意を固めたように口元をキュッと引き締めた。

「わかりましたわ！　わたくしこれからは何度失敗してもめげませんわ！」

「うむ。その意気だぞルナ」

　月つき宮みやの言葉を受けて、星羅は透き通った瞳をメラメラと燃やす。

　あれだけ落ち込んでいた星羅だが、月宮のおかげでやる気を取り戻したみたいだ。

　証拠にもう自分が神様の力を使うための次のターゲットを探している。

「月宮って優しいところあるよな」

　そう言うと、月宮は慌てたように体の前で手をわちゃわちゃする。

「っ！　きゅ、急に何を言い出すのだ……っ！　まさか優ゆう吾ごは我に惚ほれて──」

「いや違うから」

　どうしてこいつはこうも毎回考えが三段階くらいぶっ飛ぶんだよ。

「単純にそう思っただけだ」

　ユノから姉への恋愛感情を明かされた時だって、月宮は全く迷うことなく妹にどんなユノでも自分の妹だと断言した。

　その一件や今の星羅を励ました件を踏まえて考えたら、普段は俺の告白を邪魔ばっかりしてくるけどその点以外は普通に思いやりのある女の子なんだなって思う。

　まあ他ひ人との告白を邪魔してる点が致命的だけどな。

「なるほど。つまり、優吾は徐々に我の虜とりこになってきているということだな」

「どこからそういう話になった」

　と言っても、月宮はなぜか満足げな顔をしている。

　もういいや。これ以上この話でこいつに何か言っても逆効果になっちまう。

「それよりも星羅をやる気にさせて良かったのか？　あいつが神様の力を使えるようになればたぶん俺は天てん真しんに告白できるぞ」

「全く心配ない。我は何度も言っているだろう。優吾が天真に告白してしまう前に、優吾を我にメロメロにしてやるのだと」

　月宮は自信満々に言ってのけた……かと思いきや、急に頬ほおを赤らめてチラチラとこちらを見てくる。どうしたんだ、こいつ。

「そ、それでな……ゆ、優吾をメロメロにするには……で、デートとか必要だと思うのだ」

「俺はそうは思わないがな」

　そう返すが、月宮は構わず話を続ける。

「だ、だからな、その……わ、我と今度の文化──」

「わたくし、次はあのカップルに決めましたわ！」

　不意に星羅から声が上がった。どうやら次のターゲットが決まったみたいだ。

「だそうだぞ、月つき宮みや。星せい羅らのところに行こうぜ」

「えっ……う、うむ。そうだな……」

　なぜか月宮の表情が少し暗くなる。

　そういやさっきなんか言おうとしていたな。文化がどうとか……。

「いきますわっ！」

　なんて考えていたら、星羅が勝手に神様の力を使おうとしていた。

「ちょっと待て、星羅」

　急いで俺は星羅の下へと向かった。まったく。俺らが見ていないところでやろうとするなよ。何が起こるかわからないんだから。

　それから俺と月宮が見守る中、星羅は何度も神様の力を使った。

　その間、月宮はずっと浮かない顔のままだった。







「全然ダメですわ～」

　園内のフードコートに入って席に着くと、星羅は机の上に上半身を乗せて項垂うなだれた。

　まあ無理もないだろう。あれから彼女は何度も神様の力を使ってカップルやらカップル目前の男女やら新婚夫婦やらの恋愛の手助けをしようとしたが、全くもって上う手まくいかなかったからな。

　カップルの前で花吹雪を吹かせようとしたら風が強すぎたせいか何な故ぜか女性の方の衣服だけが八割ほど破けてしまったり、カップル目前の男女を正式にカップルにするために男性から女性へ告白させようとしたら自分の性癖を告白させてしまったり。

　その度に月宮がフォローしてくれたから良かったものの、もし月宮がいなかったらどうなっていたことやら。……正直もう散々な内容だった。

「結構な回数やったが、自分が失敗してる原因とかわからないのか？」

　訊たずねると、星羅は首を左右に振る。

　前々から思っていることだが、失敗する原因さえわかれば対処しやすいんだけどな。

「こりゃもう本当にどうすればいいのかわからないな」

　天てん真しん曰いわく、苦手なことを克服するには諦めないで頑張り続けることが大切らしい。

　けど、これはいつまで頑張り続ければいいんだ？　先が見えないぞ。

「なあ月宮。もう一度聞くが神様の力を使うときに気をつけなくちゃいけないこととかないのか？」

「気をつけなければならないことか……」

　園内に来たばかりの時にした質問を再度すると、うーん、と頭を悩ませる月宮。

「別にコツとかでもいいぞ」

「コツ……っ！」

　月つき宮みやはポンッ！と何かを思い出したように手のひらを叩たたいた。おっ、何か閃ひらめいたっぽい。

「そういえば神の力を使うには、人の恋が成じよう就じゆするように心から願うことの他に、なるべく余計なことを考えないことが重要だったな」

「余計なこと？　ってなんだよ。人の恋愛を手助けする時に他のことを考えるやつとかいるのか？」

「例えば、ラブラブしているカップルを見て、優ゆう吾ごとあんな風にしたいなぁとか思っていたら神の力は使えず失敗する」

「……な、なるほど」

　要するに、邪念を捨てろってことか。

　かなりわかりやすい譬たとえだな。俺としては反応に困るけど。

「どうだ、星せい羅ら。何かヒントになったか？」

「えっ……そ、そうですわね……」

　星羅の言葉が止まった。うーん、微妙って感じか。まあわかる。

「ゆ、優吾……」

　傍らの月宮に呼ばれたので、俺は顔を向ける。

　すると、彼女はなぜか椅子に座ったまま俺の傍そばまで寄ってくると、少し頭を傾けてきた。

　えーと、なんですかこれ。

「そ、その……頭をナデナデして欲しいのだ」

「は？」

　全く意味が分からないんだが。

「わ、我はいま頭を使いすぎて疲れたのだ。だから、わ、我の頭をナデナデして欲しい」

「別に俺が頭を撫なでたところでお前の疲れはとれないと思うけどな」

「とれるぞ！　すごくとれる！」

　なんで断言できるんだよ。俺の手には治癒能力なんてないぞ。

「星羅、こいつをどうにかしてくれないか？」

「桐きり島しまさん、アテナはわたくしのために頑張ってくれていますの。ですから彼女のために、その……頭をナデナデしてあげて欲しいですわ」

　俺が助けを求めると、星羅からまさかの返答が来た。まじですか。

　つーか、お前も月宮もどうして撫でることをナデナデするって言うの。そういう決まりでもあるの。

「ゆ、優吾ぉ……」

　月宮は甘えた声で名前を呼ぶ。それに少し鼓動が速くなった。

　って、なにドキドキしてんだ。俺には天てん真しんという心に決めた女の子がいるだろ。

「……わかったよ。お前の頭を撫なでればいいんだろ？」

　諦めるように言葉を返した。

　星せい羅らの頼みもあるし、それに月つき宮みやが頑張っているのは本当のことだしな。

　今のところあまり役には立っていないけど、頭を撫でるくらいはしても良いだろう。

「ほ、本当に良いのか！」

「あぁ。男に二言はねぇよ」

　それから俺は月宮に近寄ると、彼女の頭に手を乗せた。

「ひゃっ！」

「おい、変な声出すなよ」

「だ、だって……嬉うれしいから」

　月宮が恥ずかしそうに顔を俯うつむけながら呟つぶやく。

　なんでそういうことを素直に言っちゃうかな。こっちまで恥ずかしくなるだろ。

　それから俺はなるべく優しく月宮の頭を撫でた。

「ふにゃ……」

　月宮は甘い声を漏らしながら、蒼あおい瞳をとろんとさせる。

　頬ほおは朱に染まっており、その表情はどこかとても気持ちよさそうだ。

　くそっ、いま月宮を可愛かわいいと思ってしまった。すげぇ悔しい。
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「こ、これでいいか？」

「……う、うん」

　十回くらい頭を撫なでてから訊きくと、月つき宮みやは小さく頷うなずいた。

　満足してくれたみたいだ。これ以上してくれと言われても無理だが。

　恥ずかしすぎて悶もん絶ぜつする。

「さて一休みしたことだし、そろそろ行くか」

　月宮へのナデナデも終わったところで、そう切り出した。

「二人とも、もう行けるか……？」

　視線を移すと、星せい羅らはなぜか自分の頭を手で押さえていた。

　どこかに頭でも打ったのだろうか。

「星羅、大丈夫か？」

「っ！　だ、大丈夫ですわ！　わたくしはアテナのことが羨ましいなんて全く思っておりませんから！　そう全く！」

「お、おう。そうか……」

　ちょっと言ってる意味がわからないが、頭にケガしたとかではないみたいだ。

「月宮は行けるか？」

「だ、大丈夫なのだ。優ゆう吾ごのナデナデによって我は元気になったのでな」

「お前は常にうるさいくらい元気だと思うけどな」

　こいつの場合、少し体調が悪いくらいが騒がしくなくて丁度いい。

「じゃあ行くか」

「は、はいですわ。桐きり島しまさんの恋のためにも、わたくしは絶対に神の力を使いこなせるようになってみせますわ！」

　やる気満々の星羅。心意気は素晴らしいけどな、如何いかんせん結果が伴ってない。

　幸い月宮から神様の力を上う手まく使えるようになるための追加のヒントは得た（役に立つかは微妙だが）。それを元にして、どうやったら星羅が神様の力を使えるか考えるしかないだろう。

「俺がなんとかしないとな」

　ここまで俺は星羅の何の役にも立ってない。これじゃあもし星羅が神様の力を使いこなせるようになったとしても、さすがに俺の告白を手伝ってもらうわけにはいかないだろう。

「星羅、俺もお前がきちんと力を使えるようになるために頑張るからな」

「っ！　は、はい、感謝しますわ……桐島さん」

　顔を下に向けてしまう星羅。照れているのだろうか。

　そんな彼女を見て、俺は自身に気合を入れた。

　よし。絶対に俺が星羅の神様の力を上手く使えるようにして見せる。







　俺たちはフードコートを後にしたあと、先ほどもらった月つき宮みやの言葉を参考にしつつ園内のあらゆるところで星せい羅らの神様の力を使った。だがやはり一回も上う手まくいくことはなく、特に収穫もないまま時間が過ぎていってしまった。

「ど、どうしましょう」

　空もだいぶ茜あかね色いろに染まってきた頃。

　一旦休むために近くのベンチに座ると星羅はしょんぼりしていた。

「まあ、そのなんだ……元気出せ」

　そんな彼女にこんな言葉しか言えない俺、まじで情けない。

　ちなみに月宮は疲れたのか、俺の隣でぐっすりと眠っている。

　俺のナデナデで元気になったんじゃなかったのかよ。爆睡してるじゃねぇか。

　俺たちはいま園内の東エリアに来ていた。

　ここは大きくて綺き麗れいな池があり、カップルに大人気なスワンボートを楽しめる場所だ。

　今も若い恋人たちがスワンボートを漕こぎながらキャッキャウフフしている。

「このままわたくしはずっと神の力を上手く使えないままなのでしょうか……」

　星羅は小さく嘆いた。さっきまでやる気満々だった星羅もこれだけ失敗を繰り返すとさすがに心にきているようだ。

　くそっ。何やってんだよ、俺。星羅の神様の力を使いこなせるようにするんじゃなかったのか。結局、彼女のために何も出来てないじゃねぇかよ。

「せめて星羅が神様の力を使うと失敗する原因さえわかれば……」

　必死に思考する。

　まず今日の月宮の言葉を思い出すんだ。彼女は神様の力を使う時には人々の恋が叶かなうことを心から願うこと、そして邪念を捨てることが大切だと言っていた。

　星羅は前者の方はおそらく出来ているだろう。

　自分が神様の力を使うのに失敗したせいで人の恋を邪魔してしまった時、毎回ひどく落ち込んでいるのだから。

　これは裏返せば、それだけ人間の恋を成じよう就じゆさせたいと思っているということだ。

　だとしたら後者の方は……。

「星羅、お前は神様の力を使う時に何を考えてる？」

「何を、ですか？　それはもちろん人々の恋愛が叶うようにと……」

「それ以外には何か考えてることはないか？　こう言うのもあれだがあまり人間の恋愛と関係ないこととか……」

「人々の恋と関係のないことですか？　そんなことは考えておりま……あっ」

　言葉の途中、星せい羅らは不意に何かに気づいたような声を上げた。

「どうした？」

　俺が問うと、星羅は少し顔を下に向けて答えた。

「わたくし、神の力を使う前にはいつも同じことを思ってしまいますの」

「同じこと？」

「えぇ、また失敗したらどうしようって」

　その時の星羅の表情はひどく悲しげなものだった。

　でもこれはよくある話だ。部活とかでも試合で一度失敗したら、また同じ場面が来た時その時の光景が過よぎって同様の失敗をしてしまう。

　きっと星羅の場合もそれと同じで、今まで失敗をし過ぎたせいで人の恋愛を手助けしようと神様の力を使う時、過去の失敗が頭の中に過ってしまうのだろう。

　とここでふとあることに気が付く。

　月つき宮みやの言葉といま星羅が話してくれたことを合わせて考えるとすると……っ！

「星羅、聞いてくれ！」

「き、桐きり島しまさん！　ど、どど、どうしたんですの!?」

　慌てて星羅の肩を掴つかむと、彼女は戸惑った反応を見せる。

　だが、俺は構わず続けた。




「わかったかもしれない。どうしたら星羅が神様の力を使えるようになるのか」










　場所は変わらず園内の東エリア。

　俺と星羅は昼間と同様になるべく人が少ない場所へ移動した。もちろん月宮も一緒だ。

　彼女は一応起きてはいるが蒼あおい瞳を細い指でこすりながら、うとうとしている。

　大丈夫か、こいつ。

　そんな中、一組のカップルを見つけた。男女は楽しそうにお喋しやべりをしながら池の上でスワンボートを漕こいでいた。

　共同作業っていいよな。俺も天てん真しんと共同作業してぇ。

「桐島さん？」

　なんて考えていたら、傍らの星羅が不思議そうな表情を浮かべていた。

「お、おう、すまん。ぼーっとしてた」

　それから一つ咳せきばらいをしたのち、俺は星羅に話しかける。

「で、さっきの俺の話はわかったか？」

「はい！　ばっちりですわ！」

　星せい羅らはお茶ちや目めに指でＯＫマークを作る。なんか可愛かわいいな、それ。

「よし。じゃああのカップルで試してみるか」

「はいですわ！」

　星羅は元気よく返事をしたあと、手元にステッキを出現させた。

　今から彼女はスワンボートに乗ったカップルに神様の力を使うのだ。

　だが、今回はこれまでの彼女とは一味違うぞ。

　というのも、先ほど俺が星羅に神様の力を上う手まく使えるようになる方法について話したからだ。

　月つき宮みや曰いわく、神様の力を上手く使うにはなるべく余計なことを考えないことが重要らしい。

　だが星羅は神様の力を使う前に『失敗してしまうかも』という思考が毎回頭の中を過よぎっていた。おそらくそのマイナスな思考こそが彼女が神様の力を使いこなせない大きな原因になっているのだ。

　つまり逆説的に考えれば、星羅が神様の力を使う前に『絶対に失敗をしない』という強い意志を持ちさえすれば、彼女は神様の力を自在に使えるようになるということ。

　これらを星羅に説明したところ、彼女は大いに納得した。

　そして星羅は試しに『絶対に失敗しない』と自分に強く言い聞かせて神様の力を使うことにしたのだ。それが今である。

「わたくしは失敗しない、わたくしは失敗しない、わたくしは失敗しない──」

　自分に呪文をかけるように何度も言って、星羅は精神統一をする。

　これで彼女は『失敗するかも』みたいな悲観的なことは考えなくなるはずだ……たぶん。

「いきますわっ！」

　勢いよく声を出したあと、彼女は手に持っていたステッキを小さく振った。

　するとお馴な染じみのキラキラが出てきて、それらはカップルの方へと飛んでいく。

「っ！」

　刹那、スワンボートがガタン！　と揺れた。

　その影響でボートに乗っていたカップルは体勢を崩して、互いに抱き合う形になる。

　遠くから見ていてもわかる。かなり良い雰囲気だ。

「今度こそ成功したのか？」

　このまま何事も起きなければ、星羅は初めて神様の力を使って人の恋愛を手助けしたことになるが……。

　そう思った瞬間だった。

　唐突にスワンボートの下から物もの凄すごい勢いで水が噴き出したのだ。

　その結果、スワンボートとそれに乗っていたカップルは大きく宙に舞ってしまった。

「って、あれやばくないか!?」

「や、やばいですわ!!　ど、どど、どうしましょう!?」

　未いまだ空中に浮いているカップルを見つめながら、俺たちは二人して慌てふためく。

　あの高さなら落ちても大丈夫だとは思うが、下が池なのでびしょ濡ぬれになることは免れないだろう。そうしたらあのカップルの今日のデートは最悪の形で終わってしまう。

　くそう。やっぱり自己暗示みたいな安い手じゃ星せい羅らが神様の力を使えるようにはならなかったか。

「月つき宮みや、出番だ──って寝てる！」

　ついさっきまで俺の傍そばにいたのに、いつの間にかベンチですやすやと寝息を立てていた。

　なんてタイミングで寝てくれちゃってんの。

「おい月宮。起きてくれ」

　何度か体を揺するが全く起きる気配がない。

　まずい、このままだとカップルの池ポチャは確実。

　だがどうする。どうやったらあのカップルを助けられる。

「わたくし、もう一度神の力を使ってみますわ！」

　必死に考えを巡らせていた最中、事態を察した星羅からそんな言葉が放たれた。

「お前があの二人を助けるのか？」

「はいっ。もうそれしか方法はありません」

　そう言った星羅は覚悟が決まったような瞳をしていた。

　そんな彼女を止める理由はないだろう。

　というか、ぶっちゃけ他にカップルを助ける方法がない。

「わかった。頼むぞ星羅」

「はいですわ！」

　星羅は再度ステッキを構える。

　次に先ほどやった精神統一をしてから、彼女はステッキを振った。

　再び現れるキラキラ。

　あとはステッキをもう一度振ってキラキラをカップルの下へ送るだけだ。




　ドンッ！




　星羅のことを眺めていたら、不意に後ろから何かに押された。

　そのせいで前方に体勢が倒れつつもチラリと後ろを見ると、なんとそこにいたのは昼間のドＭのイケメンだった。

　イケメンは彼をビンタ＆ハグした美女と二人並んで歩いていた。

　そしておそらくそのイケメンがいま俺の体にぶつかってきたのだ。まあ肝心のイケメンはぶつかったことに全く気付いていないが。あの変態、絶対許さん。

「っ！」

　そんなことを思いつつ視線を戻すと、目の前には星せい羅らの背中があった。

　まずいぞ。このまま倒れてしまうと、カップルを助けようとしている星羅と激突してしまう。なんとかしないと。

「星羅、あぶな──っ！」

　急いで声を掛けようとしたが、一歩遅かった。

「きゃっ！」

　俺がぶつかってしまうと星羅は声を上げて、二人ともそのまま地面に転倒してしまった。

　のだが……。

「なっ……」

　なんと俺は倒れたまま星羅のおっぱいを鷲わし掴づかみにしてしまっていたのだ。

　月つき宮みやほど大きくはないが、それでも女性の中ではかなりたわわな星羅のおっぱい。

　女の子のおっぱいってこんなに柔らかいのか……ってそんなこと考えてる場合じゃねぇ。

「き、桐きり島しましゃんの手が……わ、わたくしの胸に……」

　星羅は瞳に涙を溜ためながら、こちらを見ている。

「お、落ち着け星羅。それよりも早くカップルの方を……」

　そう言って今もまだ宙に浮いているカップルを示すが、あまり効果はなかった。

「きゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　悲鳴を上げたあと、星羅はパニックになって手に持っていたステッキを思い切り振る。

　すると、先ほどまでフワフワと浮いていたキラキラがカップルの下へと移っていった。

「っ！　カップルが……」

　視線の先──なんと宙に舞っていたカップルとスワンボートはなぜかゆっくりと落下し始めた。それはまるで重力が何倍も弱くなっているかのようだ。

　そして池の表面まで近づくとカップルは目に見えない力でスワンボートに入れられ、男女が乗ったスワンボートはそのまま池の上に着水した。

「助かったのか……？」

　いや間違いない。カップルは助かった。しかもおそらく星羅の神様の力によって。

　つまり、たったいま星羅は初めて神様の力を使いこなすことができたのだ。

　でもどうしてだ？　なんで今まで一回も使えなかったのに神様の力を上う手まく使うことができたんだ？

「き、桐島しゃん……そろそろ離してくだしゃい……」

　依然涙目の星羅に言われて視線を移すと、俺の手はまだ彼女のおっぱいを掴んでいた。

「す、すまん！」

　謝ってすぐに星せい羅らのおっぱいから手を離す。

　が、直後二人の間には居たたまれない空気が流れ出した。

「そ、そうだ！　星羅、お前のおかげでカップルが助かったんだぞ、ほら！」

　雰囲気を変えるべく先ほどのことを思い出して池の方に指をさすと、そこにはさっきまで宙に舞っていたカップルがスワンボートに乗っていた。

　だがまださっき起きたことが気になってるのか、男女は周りをキョロキョロしている。

「ほ、本当ですわ！」

　カップルの無事を確認して、星羅は安あん堵どの声を漏らす。

「ですが、どうして……」

「星羅が助けたんだよ。神様の力を使ってな」

　それに星羅はキョトンとする。

「言っておくが嘘うそは言ってないぞ。俺はお前がステッキで出したキラキラのおかげでカップルが助かった瞬間をこの目で見たからな」

「ほ、本当ですの？」

「あぁ、星羅がカップルを助けたんだ。お前、初めて神様の力をきちんと使えたんだよ」

　報告すると、星羅はぱぁーっと顔を明るくして、
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「わたくし、やりましたわ！」

　嬉うれしそうに両手でガッツポーズをした。まるで子供みたいだ。

　まあでも星せい羅らが神様の力を上う手まく使えたことは、俺としてもすごく喜ばしい……が、星羅の神様の力の件がこれで全て解決したわけではない。まだ一つだけ問題があるのだ。

「ですが、何な故ぜわたくしは神の力をきちんと使えたのでしょうか？」

　ひとしきり喜んだあと、星羅はそんな疑問を抱いた。

　そうだ。星羅は神様の力を使ってカップルを助けることが出来た。

　でも、どうして今の一回だけ星羅が神様の力を使いこなせたのかがわからないのだ。

　神様の力が上手く使えるようになった理由がわからなければ、星羅は今までと同じようにこの先も神様の力を使えないまま。何も変わらないままだ。

　だから、そうしないためにも星羅が神様の力を使いこなすことができた理由を早急に突き止める必要がある。

「星羅、さっき神様の力を使った時いつもと変わったことはなかったか？」

「はいっ！　桐きり島しまさんにわたくしの、その……胸を揉もまれましたわ」

「…………」

　確かに星羅が言った通りだ。

　ということは、まさか俺が星羅のおっぱいを揉むことで、彼女は神様の力を上手く使えるようになるのだろうか。……いやいやそれはさすがに違うだろ。

「わ、わたくし、覚悟を決めましたわ」

　妙な言葉が聞こえたので、目をやるとなぜか星羅が俺に向かっておっぱいを突き出していた。かなり恥ずかしいのか、頬ほおは赤く染まっている。

「おいちょっと待て。俺が星羅の胸を揉んだからってお前が神様の力を使いこなせるようになったとは限らないだろ？」

「ですが、あなたにわたくしの胸を揉まれた時に神の力を上手く使えたのも事実ですわ」

　星羅は強く主張すると、急に俺との距離を詰めてきた。

「さ、さあ！　え、遠慮なく揉んでくださいですわ！」

　自身のおっぱいを俺の前に差し出して、揉むように促してくる。

　まずいな。このままだと本当にもう一度星羅のおっぱいを揉むことになってしまう。

　俺がおっぱいを揉むと星羅が神様の力を使いこなせるようになる。

　素敵な響きかもしれないが、さすがにそんなことはないだろう。

　何かあるはずだ。カップルを助けた時、星羅が神様の力をきちんと使えるようになった正しい理由が。

「そういや俺に胸を触られた時、いつもの悲観的な思考は過よぎらなかったのか？」

「そ、そうですわね……。あの時は桐島さんに胸を触られたことで頭が一杯になってそんなことを考えてる余裕はありませんでしたわ」

　となると、やはり俺の考えは間違ってなかったのか。星せい羅らの『失敗するかも』という考えがなくなった時に彼女は神様の力を上う手まく使えるようになる。

「それにわたくし、他人に胸を触られたことは初めてでしたし……」

　星羅は恥じらうように体をモジモジとさせる。……それはまじでごめんなさい。

「とても恥ずかしかったですわ……」

　星羅は口元に手を当てて頬ほおを紅潮させながら呟つぶやいた。まあ胸を揉もまれて恥ずかしくならないわけないよな。それなら頭が一杯になるのも当然……っ！

「星羅、今度こそわかったぞ。お前がどうしたら神様の力を使いこなせるようになるのか」

「ということは、やはり桐きり島しまさんがわたくしの胸を揉むことで──」

「それは違う」

　即行で否定した。この子、なんかやたらと俺に胸を揉ませようとしてきてない？　まあたぶん俺の勘違いだとは思うけど。

「説明するより実践した方が早いだろ。近くにカップルでもいたらいいんだが……」

　スワンボートに乗っていたカップルは既にもうどっかへ行ってしまった。

　きっと自分たちに理解できない現象が起きて怖くなったんだろう。

　俺と星羅がご迷惑をかけてすいません。

「おっ、あのカップルなんて良いんじゃないか？」

　池の周りに丁度良い感じのカップルを発見した。

　二人は高校生くらいで、付き合いたてなのか初々しい感じのカップルだった。

　証拠に、さっきから互いに手を繋つなごうとしているが恥ずかしくて出来ないのか、男女の手と手が近づいたり離れたりを繰り返している。

「星羅、あの二人の手を繋がせてくれないか？」

「えっ……ですが、わたくしはまだどうしたら上手く力を使えるのか聞いていませんわ」

「その辺は俺に任せておけ。とりあえずお前はいつもみたいに神様の力を使ってくれるだけでいいからさ」

　自分の胸に拳を当てて自信満々に答えると、星羅は「わかりましたわ」と首肯した。

　次いで彼女は予あらかじめ手に持っていたステッキを少し振ってキラキラを出すと、ステッキをカップルがいる方へと向けた。

　その時だった。

　唐突に俺は後ろから星羅のワンピースの裾をぺらりとめくった。

「きゃあっ！」

　直後、星羅は声を上げたあと、混乱してステッキを振り回した。

　そしてそれは物の見事に俺の額にヒットして、その衝撃で俺は地面に倒れ込む。

「き、桐きり島しまさん！　ご、ごめんなさい！」

「いや謝る必要はない。悪いのは完全に俺だから」

　そう返すと、俺は額を押さえながら立ち上がった。結構痛かったな。

　まあユノのパンチとかに比べると全然だから大丈夫だが。

「言っておくが、下着は見てないから安心してくれ」

　ついでに周りにも人がいないから、誰にも星せい羅らの下着は見えていない。

「は、はい……。ですがどうしてこのようなことを……」

「あれを見てみろ」

　示した先──そこには先ほどのカップルがいた。

　だが、男女はさっきまでとは違って恋人らしく手を繋つないでいた。

　互いに顔を赤くしているところがまた初々しい。

「ど、どうして……」

　カップルが手を繋いでいる姿を見て驚く星羅。

「どうしてか？　そりゃ簡単だ。お前が神様の力でカップルの手を繋がせたんだよ」

「ですが、わたくしはたったいま桐島さんに恥ずかしいことをされて……」

「それだよ。お前は自分が恥ずかしい目に遭うと神様の力を上う手まく使えるようになるんだ」

　伝えるが、星羅は意味がわからないといった様子で首を傾かしげた。

　まあ最初はそうなるわな。

「嘘うそっぽく聞こえるかもしれないが、これは本当のことだ。だって俺がワンピースをめくったとき星羅は神様の力を使おうとしていたけど、失敗するかもなんて思わなかったろ？」

「っ！　そ、そうですわね。桐島さんの言うとおりですわ……」

　そう言って、星羅は納得する。

「カップルを助けた時、お前は俺におっぱいを揉もまれたから神様の力を使いこなせたわけじゃなくて、俺におっぱいを揉まれて恥ずかしい思いをしたから神様の力を上手く使えたんだ」

　その言葉のあと、一つ間を置いてから俺はこう付け加えた。

「恥ずかしいっていう感情のおかげで神様の力を使うのに失敗するかもなんてことを考えてる余裕がなかったからな」

「ということは……どういうことですの？」

「要するに、星羅は恥ずかしい目に遭うと『失敗するかも』みたいな悲観的な考えはなくなって神様の力を上手く使えるようになるんだよ」

　困惑している星羅に、丁寧に説明する。

　それに彼女は「なるほどですわ！」とぱぁーと顔を明るくした。

「ですがそれですと、わたくしは神の力を使う際に毎回桐きり島しまさんにその……胸を揉もまれたり下着を見られたりしなければならないということになりますね」

　星せい羅らは遠慮気味にそう呟つぶやく。なんでちょっと嬉うれしそうな顔してるの。あと俺、下着は見てないって言ったよね。

「そんなことしなくても恥ずかしい思いをすることなんて色々あるだろ。それに星羅の言った通りにすると神様の力を使うたびに俺がお前の傍そばにいなくちゃいけなくなるんだが」

「っ！　そ、そうですわね。でもわたくしはそれでもいいかと……」

「いや良くないよ」

　それだと俺が天てん真しんに告白する時、隣に星羅がいることになるじゃないか。

　そんな告白、たとえ月つき宮みやの邪魔がなかったとしても成功するはずがない。

「まあなんだ。これでお前は完璧に神様の力を使えるようになったな。おめでとう」

　祝福の言葉を贈ると、不意に星羅の瞳からぽたりと涙が零こぼれ落ちた。

「あ、あれ……わ、わたくし……」

　星羅は自身が泣いていることに困惑しながら、綺き麗れいな瞳から溢あふれ出てくる涙を拭う。

　これまで七百回以上失敗を繰り返して、神様の力をたったの一度もまともに使えたことがなかったんだ。嬉しくて涙を流してしまうのは当然だろう。

　さっきはガッツポーズをして喜んでいたけど、もしかしたら涙を堪こらえていたのかもしれないな。

「良かったな、星羅」

　俺は彼女の頭に手を伸ばして優しく撫なでた。

　だが、数回撫でたところで自分がしていることに気が付き手を引っ込める。

「桐島さん……？」

　不思議そうな顔でこちらを見つめる星羅。瞳にはまだ涙が溜たまっている。

「いや、その……変なことしてすまん」

　星羅が年下だからか、なんとなく頭を撫でてしまった。失態だ。

「いいえ。とても嬉しかったですわ」

「そ、そうか……なら良いんだが」

「はい！　だってわたくし、桐島さんのことが大好きですから」

　不意に星羅から微笑ほほえまれて、思わずドキッとする。

　お、落ち着け、俺。これはそういう意味の好きじゃないぞ。譬たとえるならば、フレンドリーな女子が友達の男子相手にメールで使うハートマークみたいな感じだ。

「お、おう。ありがとな」

「はいですわ！」

　嬉しそうな表情を浮かべる星羅。

　やっぱり星せい羅らって天てん真しんや月つき宮みやと遜色ない見た目してるよな。きっと同学年の中でもかなりモテてるんだろう。そんなことを最後に思った俺だった。







「……重い」

　日もだいぶ落ち始めた時間帯。俺と星羅は隣合いながら帰宅するべく最寄り駅に向かって歩いていた。ちなみに月宮は俺の背中の上だ。要するに俺がおんぶしている。

　こいつ、全然起きないからな。最初は置いていこうかと思ったが、さすがに酷ひどすぎるので男の俺が彼女を運ぶ羽目になった。

「そうか優ゆう吾ご……ようやく我と付き合う気に……むにゃむにゃ」

　月宮が眠ったままそんなことを呟つぶやいている。

　どうやら月宮の夢の中では俺は月宮の彼氏になったっぽい。

　随分と自分に都合の良い夢を見てるな。今すぐ起こしてやろうか。

「桐きり島しまさん、一つだけ聞いてもよろしいですか？」

　そんなことを考えていると、不意に星羅から訊たずねられた。

「あぁ、別にいいぞ」

「その……桐島さんはどうしてこんなにわたくしに協力してくれるのですか？」

「それは前にも言ったろ。俺のためだよ。星羅が神様の力を使えるようになって俺の告白を手伝ってくれれば、天真に俺の気持ちを届けられるからな」

「た、確かにそうは聞きましたが……」

　俺の答えに、星羅は納得いっていない様子。

　別におかしくはないと思うけどな。好きな子のためなら人ってどんなことでも頑張れるもんだろ。……でもまあ今回に関しては星羅の指摘が当たっているんだが。

「すまん。少し嘘うそついた」

「嘘……ですか？」

　星羅が訊きき返してくると、俺は首を小さく縦に振った。

「先に言っておくが、俺のためってのは嘘じゃないぞ。そりゃ好きな子のためなら星羅に協力するくらいわけないさ。……でもな、お前に協力しようと思った理由は天真に告白するためだけじゃない」

　ここで俺は一つ間を開けてから、続けて語る。

「星羅が神様の力を上う手まく使えないってわかった時、天真ならお前のことを放っておかないと思ったんだ。きっと俺の好きな人ならこういう時星羅を助けるんだろうなって」

「……それがわたくしに協力した理由？」

「まあそうだな……でもまだある。というか、これが一番大きな理由だ」

　それから俺は星せい羅らの瞳を真っすぐに見据えて言った。

「単純に俺が星羅のことを放っておけなかったんだよ。俺自身がお前を助けたいと思った。ただそれだけだ」
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　刹那、星羅の顔がみるみるうちに赤く染まっていく。

　なんだ、もしかして変なこと言っちゃったか。

「あ、ありがとうございましゅ……」

　なんて思っていたら、星羅から噛かみ噛みの礼を言われた。

「えーと、それはつまり納得してくれたってことか？」

「は、はいでしゅわ」

　噛み噛みの返し。まじで大丈夫だろうか。

　……でも、納得してくれたなら良かった。本来なら話すつもりはなかったことだったんだけどな。俺の告白の協力者の星羅が気になってるんだったら仕方ないだろう。

「なあ星羅。俺は今度の文化祭で天てん真しんに告白しようと思うんだ」

　唐突に告げると、星羅は少し驚いたのか綺き麗れいな瞳をぱちくりとさせる。

「それでな、お前が神様の力を上う手まく使えるようになったばかりのタイミングで言うのもあれかもしれないけど、もし良ければ文化祭で告白する時、俺の告白に星羅の力を貸してくれないか？」

　一旦立ち止まって、きちんと星羅と向き合ってから俺は誠心誠意頼んだ……のだが。

「桐きり島しまさん……」

　星羅は何な故ぜか透き通った瞳から涙を流していた。

「す、すまん。やっぱりこんなタイミングで言うのはおかしいよな。今のは忘れてくれ」

　慌てて謝罪すると、星羅はゆっくりと首を左右に振る。

「いいえ違いますの。わたくしとても嬉うれしくて……」

　その言葉を聞いて、俺は胸を撫なでおろした。

　俺の告白の協力が嫌で泣いたわけじゃなかったのか。良かった。

「桐島さん、もう一度言ってくれますか？」

　依然涙を流している星羅からお願いされた。

　それに俺は一つ深呼吸をしたあと、彼女に向かって言った。

「星羅、俺の告白に力を貸してくれ」

「はい、喜んで」

　そう答えた時の星羅の微笑ほほえみは今まで見てきた中で最高に綺麗だった。

　こうして星羅は文化祭で俺の告白に協力することになった。







　国立公園から自宅に帰った直後。自室で着替えていると、スマホの着信音が鳴った。

　画面に表示されていたのは『月つき宮みやアテナ』の文字。……これ出ないとダメだろうか。

「はい、もしもし」

　やや悩んだ挙句応答すると、電話越しに月宮の声が聞こえてきた。

『ゆ、優ゆう吾ごか？』

「そりゃ俺のスマホだからな」

『そ、そうか。す、少し話があるのだが……』

「話？　別に帰りに眠ったお前をおんぶさせられる羽目になったのは怒ってないぞ……」

「そ、その話ではない。というか、それはすまなかった」

　しょぼんとした声で謝る月宮。本当に怒ってないんだけどな。

　それよりも話ってなんだろう。もう俺の告白を邪魔しませんとかだろうか。

　だとしたら最高なんだがな。

『そ、その……来週我たちの学校では文化祭があるのだ』

「おう、あるな」

『それでだな……も、もし良ければその文化祭でだな……』

　そこで月宮の言葉が止まって、暫しばしの沈黙。

　……なにこの間。




『我と、で、でで、デートをしてください！』




　油断していたら、不意に鼓膜が破けるかと思うほどの音量でデートに誘われた。

　……やべぇ、今もまだ耳がキンキン鳴ってる。

「デート？　をしたいのか？」

『う、うん。我は……ゆ、優吾と文化祭でデートがしたい！』

「そ、そうか……だが何で電話なんだ。今日直接言ってくれば良かっただろ」

『そ、それは……面と向かってデートに誘うのが恥ずかしかったから』

　ぼそりと呟つぶやいた。初めは何言ってんだ、と思ったが、よくよく考えたら今まで月宮が俺をデートに誘ってきたことってなかったのか。

「そっか。でもすまん。それは無理だ」

『っ！　な、何な故ぜなのだ!?』

「えっ、そ、それはだな……」

　さすがに天てん真しんとデートするから、なんて言えないよな。

　言ったらまずいことになりそうな気がするし。

『ま、まさか天てん真しん陽ひ毬まりとデートをするのか？　だから我とはデートできないのか？』

　とか思っていたら即行でバレた。

「……ま、まあそういうことだな。すまん」

『断る』

「断るなよ!?」

　ってか、なんでお前に選択権があるんだ。

『我は優ゆう吾ごをメロメロにしなければならないのだぞ。でも文化祭でデートできなければ優吾をメロメロに出来ないではないか』

「いやそんなこと知らねぇよ」

　そもそも文化祭でデートしたくらいで俺は月つき宮みやにメロメロにはならない。

『それに天真陽毬とだけデートして我だけ優吾とデートしないのは……ずるい』

「ずるいって、お前な……」

　俺は呆あきれたように大きく溜ため息いきを吐ついた。

　だがどうする。この様子だと、たとえこの場だけ月宮とのデートを断れたとしても、下手したら彼女は俺と天真のデート自体を邪魔してくるかもしれない。

　……うん、十分あり得るな。

「わかったよ。天真とは午後から文化祭を回る予定だから、お前とはクラスの出し物が終わった後の午前中の間だけってことでいいか？」

　俺と月宮はメイド喫茶を担当する時間帯は同じだからな。物理的にはいける。

『……ということは、優吾は我とデートしてくれるのか？』

「断じてデートじゃないが……まあそういうことだ。その代わり俺と天真とのデートは絶対に邪魔するなよ？」

『むっ、それはもしや優吾が告白をしたとしても我に何もするなということか？』

　月宮が訝いぶかしげなトーンで訊たずねてきた。

「いいや、それは違う」

　だが、それを俺はきっぱりと否定する。

「前に言ったろ。俺は月宮の邪魔をきちんと阻止してから天真に告白するって」

　月宮は今でこそ俺の告白の邪魔ばかりしているが、俺が天真に好意を抱き始めた時は自身の神様の力を使ってずっと俺の恋のサポートをしてくれていたらしい。

　ゆえに俺は決めたのだ。今みたいに天真と喋しやべりやすい関係を作ってくれた月宮のためにも、俺は彼女の神様の力を阻止してから天真に告白すると。

「だからお前は存分に俺の告白を邪魔したらいいさ」

『そ、そうか……』

　月宮は微妙な反応をする。きっと今までやってはいけなかったことを急に好きにしていいと言われて困惑しているんだろう。

「あっ、もしお前が俺の告白を邪魔したくなくなったら遠慮なく言ってくれよ。そうなったら俺は全力で天てん真しんに告白するからな」

『っ！　そ、それはダメだぞ！　これからも我は優ゆう吾ごに告白は絶対にさせないのだ！　絶対に絶対に絶対にさせないのだ！』

「お、おう……」

　そんなに俺が告白するのが嫌なのか。いま絶対って何回言ったんだよ。

『それに我の神の力を阻止して告白することなど不可能だと思うぞ』

「まあ見とけって。今度こそ必ず俺は天真に告白してみせるから」

『ふんっ、その前に優吾を我にメロメロにさせてやるのだ』

「それは百パー無理」

『優吾ぉ……』

　そんな感じで俺は月つき宮みやとやり取りをしたあと通話を終えた。

　結局午前中の少しの時間だけとはいえ、俺は月宮と文化祭を一緒に回るハメになってしまった。……が、いまの彼女との電話が案外楽しかったことは否定できない。
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　星せい羅らが神様の力を上う手まく使えるようになった日から一週間。俺と彼女は毎日のように話し合いをした。内容は告白する場所や時間帯、それに加えて星羅が神様の力をどんな状況でも使えるようにするための方法についてだ。

　天真に想おもいを告げるためには、俺が星羅の胸を揉もまなくても彼女には神様の力を使ってもらわなくちゃいけないからな。

　そうして話し合いを重ねて万全の準備をしたのち、ついに文化祭を迎えた。

　よし！　今日こそ俺は必ず天真に告白してみせる！




　カシャッ！




　一人闘志を燃やしていると、不意に傍らからシャッター音が聞こえた。

　音がした方を見ると、そこにはスマホをこちらに向けている天真が佇たたずんでいた。

「っ！　て、天真！」

「うん。天真だよぉ」

　わざとらしく自分のことを苗みよう字じで呼んで、天てん真しんはクスッと笑う。

　そんな彼女はなんとメイド服を着ていた。フリル付きのエプロンドレスだ。

　その姿は世の男子全ての目を奪うほどの破壊力を誇っており、先ほどからクラスの男子のほとんどは彼女に釘くぎ付づけになっている。まじで可愛かわいすぎるんだが。

「えっと……どうして俺はいま写真を撮られたんだ？」

「それはね、優ゆう吾ごくんがぼーっとしててきちんとお仕事してないから、バツとしてカシャカシャの刑に処したんだよぉ」

　からかうように言ったあと、天真はまたスマホをこちらに向けてカシャカシャとシャッター音を鳴らした。そんな彼女の表情はなんだかとても楽しそうだ。

「そ、そっか。それはすまん」

　と一応謝ったけど、お仕事中にスマホでクラスメイトの写真を撮るのもきちんとお仕事出来ていないんじゃ……まあいいか。

　俺はいま教室でクラスの出し物であるメイド喫茶を手伝っていた。

　天真がメイド服を着ているのもそのためである。

　室内はお洒落しやれなテーブルと椅子が幾つも置かれており、お客さんもそれなりに入っていて結構賑にぎわっている。

　メイド喫茶なんてベタかもしれないが、うちのメイド喫茶は通常のものとは少し異なっていた。それは男女関係なく全員がメイド服を着ているのだ。

　つまり、男である俺もメイド服を着させられているわけで……。

「優吾くん、その服とっても似合ってるね」

「それ絶対嘘うそだろ」

　そう返すと、天真はいたずらっぽく笑った。

　好きな人の前でどうしてメイド服を着なくちゃいけないんだよ。これは新手の拷問か。

　天真に写真を撮られたときはめっちゃ恥ずかしかったけど、彼女が楽しげにしているのでまあいいかとも思った。でもダメだ。やっぱりすげぇ恥ずかしいわ。

「ねえ優吾くん、ひまりのメイド姿はどうかな？　可愛い？」

　なんて考えていたら、天真が上目遣いで訊たずねてきた。ちょっ、下着が見えそうなんだが。

「……あ、あぁ、可愛いと思うぞ」

「えへへ」

　天真は嬉うれしそうな声を出す。

　いきなり訊きかれたからビックリしたな。うっかり『可愛い』じゃなくて『好きだ』と答えてしまいそうになったわ。……あとさっきから男子からの殺意の視線が恐こわい。

「ゆ、優吾。我もメイド服だぞ！」

　若干恐怖を抱きつつ天真との会話を楽しんでいると、横からアピールしてきたのは月つき宮みやだ。彼女も天てん真しんと同様にメイド服を着ており、悔しいことにかなり似合っている。

　だがサイズが合っていないのか、胸のあたりがキツキツで少しでも刺激を与えたら色々と見えてしまいそうだ。

「そ、その……わ、我はどうだろうか？　可愛かわいいだろうか？」

　月つき宮みやは恥ずかしそうに体をモジモジとさせならがら訊たずねてくる。

　正直、好きな子の前で他の女の子を褒めるのには抵抗があるんだが、もしここで可愛くないなんて答えたら天真への心証が悪くなってしまうしな。

「あぁ、可愛いんじゃないか。よく似合ってる」

「っ！　そ、そうか……やった！」

　小さい声で喜ぶ月宮。まあこっちまできちんと聞こえてるけどな。

　でもまあ可愛いと思ったことは本当だし、それで喜んでくれたら悪い気はしない。

　と思っていたら、急に後ろに引っ張られる感覚。

　振り返ると、なぜか天真が俺のメイド服の袖を握っていた。

「ど、どうした？」

「えっ、えっと……きょ、今日のことちゃんと覚えてるよね？」

　天真がそう訊ねた直後、メイド服の袖を握っている力が少し強くなった気がした。

　今日のこと、とはきっと文化祭デートのことだろう。

「あぁ、きちんと覚えてるぞ」

「そ、そっか！　なら良かったぁ。忘れてたら優ゆう吾ごくんにひまりんパンチをお見舞いしなくちゃいけないところだったよ」

「そ、そうか。それは危なかったな」

　ひまりんパンチか。超受けてみたいんだが。

「すいませーん」

　そんなことを思っていたら、不意にお客さんから呼ばれた。

「はーい！」

　それに天真は元気よく応じると、スカートをフリフリと揺らしながら注文を取りに行く。

　もうこうして後ろから見ているだけでも可愛い。文化祭って素晴らしいな。

「優吾、天真陽ひ毬まりばかり見ていないで……わ、我のことも見て欲しいのだが」

　月宮は傍らで唇を尖とがらせながら、文句を言ってくる。

「俺は十分見たけどな。それに服の感想も言ったぞ」

「それはそうだが……それでも足りないのだ」

「足りないって……じゃあどうやったら満足するんだよ」

「優吾が我のことを『可愛い大好き』って百回言ってくれたら」

「アホか」

「むぅ……優ゆう吾ごのけちんぼ」

　悔しがる月つき宮みやに、俺は額に手を当てながら呆あきれた。

　誰がけちんぼだ。せっかくの文化祭だってのに、勘弁してくれ。







　メイド喫茶の担当時間が終わったあと。俺は制服に着替えると校舎内の昇降口付近で月宮を待っていた。理由はもちろん彼女と文化祭を回るためだ。

「ゆ、優吾……」

　そんな声と共に現れたのは月宮だった。メイド服から制服に着替えた彼女は首筋に少し汗をかいていた。さてはこいつ、走って来たな。

「優吾、待ったか？」

「いいや別に」

　本当は結構待った……が、せっかく急いで来てくれたんだ。

　わざわざ言う必要もないだろう。

「そ、そうか……」

　月宮は何も言わずに顔を俯うつむけてしまう。横顔は少し赤くなっていた。

　そっちからデート（俺はそう思ってないけど）に誘ってきたのに初しよっ端ぱなから黙るって。

「月宮、行くか？」

「えっ……う、うん！」

　しょうがなくこっちから訊たずねると、月宮は嬉うれしそうな笑みを浮かべながら頷うなずいた。

　それから彼女は俺の腕に抱きついてこようとしたが、もちろんそれは避けた。

　これは断じてデートじゃないからな。







「優吾、デートで最初に来るところがここか？」

「そうだぞ。まあデートじゃないけどな」

　俺と月宮はエントランスから移動すると、一年生の教室の前にやって来ていた。

　それもユノと星せい羅らがいる教室だ。

「お前が最初は俺の行きたい場所へ行ってもいいって言うからそうしたんだぞ」

「確かにそうだが……これでは我と優吾がラブラブできないではないか」

　後半は小声で言っているつもりだろうが、丸聞こえだ。

　俺とラブラブするって、一体何するつもりだったんだよ。

「そんなに嫌なら変えるか？」

「べ、別に嫌ではないぞ。どのみちユノのところへは行くつもりだったからな」

　少し怒りながらそう返す月つき宮みや。どうやら元々妹には会いに行くつもりだったらしい。

　ユノは常軌を逸したシスコンだが、月宮も月宮で結構シスコンだよな。

「時に優ゆう吾ごよ、その手に持っているものは何なのだ？」

　月宮の視線の先は、俺の片方の手に握られている一つの紙袋。

「別に大したものじゃねぇよ」

「むっ、何な故ぜ隠そうとする……っ！　まさか我へのサプライズプレゼント──」

「安心しろ。全然違うから」

　即行で否定すると、月宮はがっくりと項垂うなだれた。

　そんな反応するなよ。なんか俺が悪いことした気分になるだろ。

「月宮、そろそろ行くぞ」

「う、うむ。わかった」

　月宮が少し元気のない返事をして、俺と彼女は教室へと入る。

「ちょっ、優吾！　あんた何やってんのよ！」

　するといきなりユノが登場した……が、なぜか彼女は制服ではなくチャイナ服を着ていた。美しい赤色の中に金色の花々が描かれており良く似合っている。

　こうして見るとユノってやっぱり可愛かわいいんだな。性格にはかなり難ありだけど。

「ちょっとこの教室に用があってな。月宮もいるぞ」

　そう言って隣を指すと、俺の後ろからひょこっと月宮が出てきた。

「ユノ、我も来たぞ」

「っ！　ね、姉さん!?」

　大好きな姉の登場に慌てふためくユノ。傍はたから見てたらちょっと面白いな。

「お前こそどうしてそんな格好してるんだよ」

「こ、これはあたしのクラスの出し物が中華喫茶だからよ」

「だからチャイナ服？」

　恥ずかしいのか、ユノは顔を逸そらしながらこくりと頷うなずいた。

　なるほど。男性陣には実に嬉うれしい特典だな。

「ちょっと、何勝手に姉さんを連れてきてるのよ」

　ユノはこっちまで近づいてくると、小さく耳打ちしてくる。

「別にいいじゃないか。むしろお前の可愛い姿を恋の相手にアピールするチャンスだぞ」

「か、可愛いって……」

　そこでユノが少し顔を下に向けた。どうしたんだ。気分でも悪くなったのだろうか。

「大丈夫か？」

「っ！　べ、別に大丈夫よ！　この童貞っ！」

　えー、なんでここで童貞呼ばわりされるの。童貞っぽいこと一言も言ってないんだけど。

「ほら、席に座りなさい」

　ユノはぷんすか怒りながら、俺たちを席へと案内する。

　口調が命令形なのはそういうサービスですか。

「優ゆう吾ご、財布が空になるまで注文しなさい」

「おい、なに当然のごとく客を脅迫してるんだよ」

「なによ。あたしの店に来たんだからちょっとは貢献しなさいよ。あっ、姉さんは全部タダでいいからね。あたしが払ってあげるから」

「客を差別するのか、この店は」

　いくらなんでも俺の扱いが酷ひどすぎる。童貞にも人権ってのはあるんだぞ。

「桐きり島しまさん……？」

　心の中で訴えていると、聞き覚えのある声が聞こえた。

　顔を向けると、そこには星せい羅らの姿。彼女もまたユノと同じようにチャイナ服を着用しており、ユノとは違って水色に彩られたものを身に纏まとっていた。

「よう星羅」

「お、おはようですわ」

　互いに挨拶を交わす。

　それから星羅は俺によく見えるようにチャイナ服の下の方を少し摘つまんでから、

「こ、これ似合っていますか？」

　顔を赤らめてやや上目遣いで訊たずねてきた。

「あぁ似合ってるぞ。可愛かわいいな」

「っ！　あ、ありがとうございましゅ……」

　照れているのか、星羅は噛かみ噛みで返す。

　直後、唐突に脳天に衝撃が走った。

「いってぇ！」

　声を上げて振り向くと、ユノが手をチョップの形にしている。

「ちょっと、勝手にあたしの友達を口説いてるんじゃないわよ」

「口説いてねぇよ。普通に挨拶しただけじゃねぇか」

「どこがよ！　いきなり可愛いとか言っちゃって！」

「それは星羅から服の感想を訊きかれたからだろ」

「う、うるさいわね！　この垂らし！　変態！　童貞！」

　ユノから暴言を吐かれまくる俺。

　月つき宮みやのことならまだしも星羅のことまでこいつはこんなに怒るのかよ。友達想おもいで良いことなんだろうが、それでも罵倒が酷すぎる。並みの童貞だったら死んでるぞ。

「そうだ。星羅、これ」

　とりあえずぷんすか怒っているユノのことは放っておいて、星せい羅らに俺が持っていた紙袋を差し出した。

「あ、あのこれは……」

「メイド服だよ」

　そう。紙袋に入っていたものは俺のクラスで使ったメイド服だ。

　予備で置いていた物を「これ着ながら校内回って宣伝してくるわ」とか言って拝借した。

　何な故ぜそんなものを渡したかというと、それは彼女が神様の力をいつでも使えるようにするためだ。ついでに言うと、一年生の教室に来たのはこのためだったりする。

　先日、星羅は恥ずかしい思いをすると神様の力を使う前に『失敗してしまうかも』みたいな悲観的なことを考えなくなって神様の力を使いこなせることがわかった。

　だが、恥ずかしい思いをするような出来事はそう頻繁に起こることはない。

　ゆえに俺は星羅に恥ずかしい格好をさせることで、常に彼女の神様の力を上う手まく使えるようにすることを思いついたのだ。そのためのメイド服である。

　ちなみに、メイド服は星羅と同じような体型をした女子が着ていたメイド服と同じサイズのものを持ってきた。たぶんサイズは合ってるはずだ。

「ほ、本当にこれを着るのですか？」

「おう……まあ無理にとは言わないが」
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　星せい羅らは今日の俺の告白に協力すると言ってくれた。メイド服についても事前の話し合いで一応彼女の許可を貰もらっている。

　だから俺は星羅がいつでも神様の力を上う手まく使えるようにメイド服を持ってきたのだが、強要するつもりはない。そもそも俺に迷惑がかかるからと告白の協力を止やめようとしていた星羅を強引に引き止めたのは俺の方だし。

「いいえ。わたくしは着ますわ。そして今日は絶対に桐きり島しまさんに告白をさせてみせます！」

「そうか、ありがとな」

「っ！　は、はい……」

　星羅はかぁっと顔を赤くして俯うつむく。また照れたのか。

「優ゆう吾ご、我とのデートなのに少々恋人を放っておきすぎではないか？」

　星羅と話していると、月つき宮みやがむくれながらそう言ってくる。

「これはデートじゃないし、お前は恋人でもないだろ。さらっと嘘うそつくなよ」

「それでも一緒にいる相手を放置するのは良くないことだと思うのだ」

「そ、それは確かにそうかもしれないけど……」

　まさか月宮に常識的なことを言われる日が来るなんて。この調子で俺の告白を邪魔することも非常識だと気付いてくれないだろうか。

「そうよ！　姉さんを放置なんて万死に値するわ！　この童貞！」

「お前は会話に入って来るなよ！」

　吠ほえるユノに、思いっきりツッコんでやった。

　俺は今日で一生分童貞を言われた気がするわ。

　それからユノたちのクラスの焼きそばを注文して食べたあと、俺と月宮は教室を出た。

　余談だが、焼きそば代はユノに脅迫されて月宮の分も俺が払うことになった。

　今後シスコンのいる店に入るのは絶対にやめておこう。心底そう思った。







　ユノたちの教室から移動すると、俺と月宮は普段体育の授業や体育会系の部活が利用しているアリーナへと来ていた。まあ要するに体育館だ。

　ここでは三年生がクラスに分かれてそれぞれ演劇を披露している。

　何でも月宮はどうしても俺とここに来て見たかったものがあるらしい。

「って、これまじか……」

　辺りが暗くなっている客席で、俺は唖あ然ぜんとした。

　たったいま俺と月宮が見ている劇は『恋愛の神様と僕』という題名だった。

　しかも配られたパンフレットには、全くモテない主人公の恋愛を助けにきた恋愛の神様が、主人公の恋愛を手助けするうちに彼のことを好きになってしまって、また主人公も彼女のことを好きになり、最終的に二人は結ばれるというストーリーと書かれている。

「どうだ？　面白そうだろう？」

　隣の席に座っている月つき宮みやは実に楽しそうな表情を浮かべている。

「なんでこんな劇があるんだよ……」

　まさかラブコメの神様と恋愛の神様の話を見ることになるなんて。

「恋愛の神様とその主人公……まるで今の我と優ゆう吾ごのようだな」

「どこがだよ」

　そもそもいま月宮は俺の告白を邪魔してるじゃないか。その時点でこの劇の神様とは全然違う。あと俺と月宮が結ばれるルートは少なくともこの世界線には存在しない。

「またそういうことを言う……」

　暗闇の中、月宮はむくれる。がその直後、彼女はこっそりと自分の手を肘掛けに置いていた俺の手に重ねようとする。

「おい月宮」

「ど、どうしたのだ！　我は何もやっていないが！」

　何もやっていないやつは、いちいち何もやっていないとは言わない。

「いいか、これはデートじゃないんだぞ」

「我はデートだと思っているのだ」
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　月つき宮みやは得意げにそう言った。いやだからデートじゃないんだって。

「とにかく手を繋つなぐとかそういうのはダメだからな。わかったか？」

「…………」

「月宮、なぜ返事をしない」

　訊たずねると、月宮は少し顔を下に向けて指をツンツンしながら答えた。

「だ、だって我は……もっと優ゆう吾ごとラブラブしたいんだもん」

「ラブラブって……」

　最近よく聞く単語だ。詳しい意味はよくわからんが、きっと俺にとってロクでもない言葉だってことは理解できる。

「っ！　って、おい月宮！」

　油断していると、いつの間にか月宮が俺の手を握っていた。

　しかも貝殻つなぎで解ほどこうにも解けない。

「お前な……」

「優吾、そんなに大きな声を出すと他の客に迷惑になってしまうぞ」

　月宮に指摘されて周りを見ると、学生やら大人やらがこちらをじーっと見ていた。

　……まじですいません。

「ふっふっふ、これで優吾をメロメロにしてやるのだ」

　それから月宮は俺の肩にぽんっと頭を乗せてきた。

　傍はたから見たら俺と月宮は確実に恋人同士に見えるだろう。

「……幸せなのだ」

　ぽつりと月宮が零こぼした。

　正直、意地でも彼女を引き離そうと思っていたのだが、あんまり騒がしくしたら周りの客に迷惑になるだろう。それにここまで嬉うれしそうにされると強気には出られないもので……しょうがない。この劇が終わるまでは我慢してやるか。

　それ以上は力づくでも月宮から離れるが。

　それから俺は劇が終わるまでずっと月宮と手を繋いだままを見ていたのだが、彼女は終始嬉しそうにしていた。

　……まあ悪い気はしないな。だからと言って月宮にメロメロになったりもしないけど。

　ところで『恋愛の神様と僕』だが、内容はかなり面白かったということだけ言っておこう。特に恋愛の神様が月宮と違って大人っぽくてわがままな性格じゃないところがすごく良かった。







　劇を見終わると次に俺は月宮の要望で屋上へとやってきた。

　ここはフリーマーケットが催されており、学校の生徒たちが各々団体を作って様々なものを売っている。尚なお、その利益は学校に寄付されるらしい。

「優ゆう吾ご、優吾！　ここにこんな面白いものがあるぞ！」

　月つき宮みやはブルーシートに置いてあるひょっとこの仮面を取ると、自身の顔に重ねる。

「そ、そうだな……」

　銀髪にひょっとこって吃驚びつくりするくらい似合わないな。

「君たちはカップルなのかな？」

　なんて思っていると、不意にそう訊きかれた。目をやると、なんと視線の先には千歳ちとせの姿。

「っ！　なんでお前がここに!?」

「そりゃここのお店を担当してるからね」

　千歳はいま月宮が被かぶっている仮面を置いていたブルーシートの付近で座椅子に座っていた。こいつ、フリマに参加してるのか。

「お前、自分のクラスはどうしたんだよ？」

「ボクの担当する時間はもう終わってるよ。ちなみにボクのクラスの出し物は教室でストラックアウト大会なんだ。あとで行ってみたら？」

「そ、そうか」

　なんかいまさらっと宣伝された気がする。

「でもどうしてまたフリーマーケットなんかやってるんだ？」

「単純に面白そうだから参加してみたのさ」

「それだけかよ」

　俺がそう返したあと、千歳は立ち上がったあとスッとこちらに近寄ってきて、耳元で俺にだけ聞こえる声で訊たずねてきた。

「それよりもなんで優吾は月宮さんといるの？　予定では陽ひ毬まりちゃんとデートでしょ？」

「いやまあそれは……色々あったんだよ。天てん真しんとのデートは午後からなんだ」

　正直説明するのがめんどい。またラブコメの神様がどうのこうのとか言わなくちゃいけないし。

「ふーん、じゃあボクとも色々あったらデートしてくれるの？」

「は？　何言ってんだお前」

　訊き返すと、千歳は「なーんでもないよ」と言って俺から離れる。

「まあボクは優吾の友達だからね。月宮さんと一緒にいたことは見過ごしてあげる」

「そりゃ助かる」

　やっぱり千歳は良いやつだな。友達で良かったわ。

「その代わりボクのお店の商品を一個必ず買ってもらうからね」

　屈託のない笑みを浮かべる千歳。

　前言撤回。やっぱり友達じゃなくても良かったかも。

「ちなみにボクのオススメはこれだよ」

　そう言って彼女がブルーシートの上から手に取ったのは、キラキラと光っているネックレス。だがどう見てもおもちゃだ。

「これは従妹いとこが小学生だったときによく着けていたものだね」

「おぉ、すごく綺き麗れいだな」

　月つき宮みやはネックレスに興味津しん々しんのようで、実に物欲しそうな表情をしている。

「そっか。でもこれはボクのお店で一番高い商品だからなぁ、女の子に買わせるのはちょっとなぁ」

　千歳ちとせはチラチラと俺を見てくる。おもちゃなのに一番高いってどういうことだよ。

「絶対に買うつもりはないが、それって何円だ？」

　気になって質問してみると、

「千円だよっ！」

「高たけぇよ」

　どう考えても百円くらいにしか見えないぞ。どんだけぼったくるつもりだよ。

　……でも月宮のことだから買って欲しいとか何とか言ってくるんだろうな。

　まあそれでも買わないけど。
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「いや今回は我が優ゆう吾ごにプレゼントするからそのネックレスはいらないのだ」

　しかし俺の予想とは反対に、月つき宮みやはネックレスの購入を拒否した。

　っていうか、俺へのプレゼント？

「なんでお前が俺にプレゼントなんてするんだよ。別に俺は誕生日でも何でもないぞ」

「そんなものは決まっている。優吾とのデートの記念だ」

　そう言って月宮は微笑ほほえんだ。

　あぁそうか。だから劇を見終わったあと、彼女はここに来たがっていたのか。

　最初はどうしてフリマ？　とか思ってたけど。全部俺のためだったらしい。

「そっか、それは残念だね」

　とか言って千歳ちとせは後ろでゴソゴソしている。

　さてはこいつ、もう次の商品出そうとしてるな。フリマに本気出しすぎだろ。

「じゃあこれなんてどうかな？」

　案の定、千歳が次に差し出してきたのはマグカップだ。モノトーンにお洒落しやれな柄で男性向けっぽい。なんか結構高そうに見えるが。一万円とか言わないだろうな。

「あっ、これの値段は百円ね」

「お前の店、値段の決め方おかしいだろ」

「女の子にはサービスするのがうちの売りだからね」

　千歳はニコッと笑って答える。

　ここも客を差別する店だったか。今日は客を差別する店によく当たるな。

「優吾、こういうのは好きか？」

　月宮がマグカップを指さしながら訊きいてきた。

「正直マグカップとかはあまり興味ないが、それは洒落てるし好きかもな」

「そ、そうか！　ではこれを買おう！」

　月宮は制服のスカートのポケットから可愛かわいらしい財布を手に持つと、百円だけ取り出して千歳へと渡す。

「はいどうぞ」

　代金をもらった千歳はマグカップを月宮へと渡した。……本当に百円なのか。

「ゆ、優吾……はい」

　テクテクと歩いてこっちまで近づいてくると、月宮は両手に持ったマグカップを俺の前へと出してきた。そんな彼女の頬ほおは朱に染まっている。

「わ、我から優吾へのプレゼントだ」

「えっと……本当に良いのか？」

「も、もちろんだ。これは我と優吾のデート記念なのだからな」

　デートの記念って。前もそう言って月宮はプレゼントをくれた。

　あの時は手作りのハムスターのポンポンだったか。

　なんというか……さすがに貰もらいすぎな気がする。

「ゆ、優ゆう吾ご……」

　不安そうな声色で俺の名前を呼ぶ。

　きっと俺が受け取らないことを心配しているのだろう。でもな……。

「千歳ちとせ、そのネックレスって何円だっけ？」

「千円だね」

「まじでその値段で売る気なのか……」

　驚きながらも、俺はズボンのポケットから財布を手に持つと千円札を取り出して千歳の前に差し出す。それに彼女は少しビックリした表情を見せるが、すぐに千円札を受け取ると代わりにネックレスを渡してきた。

「月つき宮みや、ほれ」

　次いで月宮に近づくと、買ったばかりのネックレスを前に出した。

「優吾、これは……？」

　月宮はネックレスをまじまじと見つめながら困惑している。

「言っておくが、プレゼントとかじゃないぞ。お前のマグカップと俺のネックレスで交換するんだよ」

「……ということは、我にネックレスをくれるのか？」

「マグカップと交換してくれたらな」

　これなら月宮のプレゼントを貰いっぱなしにはならないだろう。

　正直、好きでもない相手にネックレスを贈るのもどうだろうとか思ったけど、月宮が喜びそうなものがこれくらいしかないから仕方がない。

「ほ、本当に良いのか？」

「あぁ、俺もお前に貰ってばかりじゃ嫌だからな」

　そう返して俺はまず月宮の両手を塞いでいるマグカップをこっちに渡してくれるように促すと、それに気づいた月宮はマグカップをこちらへと手渡した。

　続いて、俺がネックレスを月宮へ渡すと、彼女は大事にするように手に取った。

「……本当に嬉うれしい」

　月宮はネックレスを見つめて泣きそうなくらい喜んでいた。

　さすがにここまで喜ばれると、こっちまで嬉しくなってくる。

「俺もありがとな。マグカップくれて」

「ううん、いいのだ。元々我は優吾にプレゼントするつもりでいたのだから」

　月宮はそう答えると、最後にもう一度だけ言った。

「優吾、ありがとう」

　蒼あおい瞳に涙を溜ためながら向けたその笑顔は、とても可愛かわいかった。

　正直、心が揺らいだかと訊きかれれば少しは揺らいだかもしれない。

　……だとしても月つき宮みやのことは絶対に好きにならないけどな。

　それから俺と月宮はフリーマーケットを一通り見たあとデートは終了となった。

　まあデートじゃないんだけど。







「お待たせ、優ゆう吾ごくん」

　月宮と別れてから数十分後。俺は再び昇降口で待っていると、前方から天てん真しんがやってきた。そう。なんと俺は今から天真とデートなのだ。

　楽しみすぎてやばい。待っている間も今もずっと鼓動が鳴りっぱなしだ。

「待ったかな？」

　瞳だけ見上げながら訊いてくる天真。超可愛い。

「いや全然待ってないぞ」

「そっかぁ。なら良かった……って遊園地に遊びに行ったときもこんな会話したよね？」

「そ、そうだったか？」

「うん。そうだよぉ」

　天真はそう言ってニコニコと笑う。ダメだ。可愛すぎて頭が全然回らない。

「そ、そういや天真って昼食とか食べてる？」

「ううん、ひまりはまだ食べてないよぉ。もしかして優吾くんも？」

「お、おう。まあな」

　本当はさっきユノの教室で焼きそばを食べてしまったが、ここは天真に合わせるしかない。

「じゃあまずはご飯食べに行くか」

「そうだね。そうしよっか」

　そんなやり取りを終えたのち、俺と天真は模擬店が多数並んでいる中庭の方へと移動することになった。

　その最中、通りすがりの独り身の男子に「いいなああのカップル」と言われた。めっちゃ嬉うれしかった。







「天真は何が食べたい？」

　二人で中庭へ来ると、俺は天真に訊たずねた。

　周りにはホットドッグやたこ焼き、ソフトクリームなど多種多様な店がぐるりと並んでおり、多くのお客さんで賑にぎわっていた。

「うーん、やっぱりクレープとかかなぁ。甘いもの食べたい気分だし」

「じゃあそうするか」

「えっ、いいの？」

「あぁ、もちろん」

　そりゃ好きな人が言っていることだからな。何でも聞くさ。

　その後、俺と天てん真しんはクレープ屋で特製クレープとイチゴシェイク（これも天真の要望）を二つずつ注文すると、文化祭用に設けられた飲食可能な席へと座った。

「でも、クレープにシェイクまで頼むなんて天真って甘党だったんだな」

「えへへ、すごいでしょぉ」

　天真は得意げにはにかむ。

　何がすごいかはわからないけど、天真がすごく可愛かわいいことはわかる。

「優ゆう吾ごくんも甘党だったりするのかなぁ？」

「えっ……まあそうだな」

「そうなんだぁ。じゃあひまりと一緒だね」

　天真と一緒。なんて素敵な響きなんだ。

　でも正直に明かしてしまうと、俺はあまり甘いのが得意ってわけじゃないから、このコンボはなかなかにきついんだよな。

「あまーい。とっても美お味いしいよぉ」

　天真はパクリとクレープを食べると、そんな感想を零こぼした。

　実に美味しそうだ。あと食べている姿もキュートすぎる。

「あれ？　優吾くん食べないの？」

　未いまだにクレープに手を付けていない俺を見て、天真は不思議そうな顔をする。

「いや食べるぞ。すぐ食べるから」

　そう言って俺は手に持っていたクレープを一口食べる。

「あっ、美う味まいな」

「でしょぉ」

　なぜか天真は自慢げに言ってきた。

　もっと甘ったるいかと思ってたけど、意外とあっさりしている。

　加えて様々な種類の果物が入っており、若い女性には特に人気が出そうだ。

　これなら甘い物が得意じゃない人たちでも食べ進めやすいな。

「ふぅ、美味しかったぁ」

　なんて思っていたら、天真はもうクレープを食べ終わっていた。

　めっちゃ食べるの早くない!?　これは俺も急いで食べないと。

　そう思って食べるピッチを上げていると、

「ふふっ、なんで優ゆう吾ごくんはそんなに慌てて食べてるの？」

　天てん真しんは笑みを浮かべながらこちらを見つめていた。

「そ、それは……」

　先に食べ終わった天真に合わせようと思って、とか答えたらきっと気を遣わせるよな。

「あっ、優吾くん。ここ」

　返答に悩んでいると、天真が自分の口元を指さした。

　えーと、それは何かの信号ですか。

「もうしょうがないなぁ」

　少し嬉うれしそうな表情で言いながら、なぜか天真は席から立ち上がると前のめりになってテーブル越しにこちらへと体を近づける。

　それから彼女は俺の口元に手を伸ばすと指で何かを取った。

　ちょっ、なにいまの。

「ほらね？」

　困惑している中、天真が見せてきたのは指についている生クリーム。

　どうやらクレープを食べた時に俺の口元に付いていたみたいだ。

　それをいま天真が指で取ってくれたのか。やっぱ天真って優しいな。

「っ！」

　とか思っていたら、天真が指に付いていたクリームをぺろりと舐なめた。

「うん？　どうしたの優吾くん？」

「えっ……いや、別に何も」

「あっ、いまひまりが優吾くんの生クリーム食べたからちょっとドキッとしちゃったんでしょぉ」

　天真は愉たのしそうにニヤニヤとしている。こりゃ完全にからかいにきてるな。

「そ、そんなことはないぞ。いまくらいじゃ俺は全く動じない」

「ふぅん。じゃあもっとエッチなことじゃないとダメなのかな？」

「そ、そういうことじゃないんだけど……」

　そこで天真はクスクスと笑った。

　からかわせないように頑張ったんだけどな。全然ダメだったわ。

　でも嫌じゃない。むしろ楽しい。

「天真、それこっちにくれるか？」

　暫しばし経たって、俺もクレープを食べ終わると天真が手に持っているクレープの包装紙を示して言った。

「もしかして捨てに行ってくれるの？」

「まあな」

「おぉ、優ゆう吾ごくんはジェントルマンだねぇ」

「そりゃどうも」

　俺が手を差し出すと、天てん真しんはその手のひらに包装紙を乗っけた。

「優吾くん、ありがと」

「どうしたしまして」

　それから俺はクレープの包装紙を近くのゴミ箱に捨てに行った。

　でも、よくよく考えたらまだイチゴシェイクが残ってたんだし、イチゴシェイクの容器が空になってからクレープの包装紙と一緒に俺がまとめて捨てれば良かったんじゃ……。

　しまったな。俺、全然ジェントルマンじゃない。スマートさがゼロだ。

「お帰り～」

「ただいま、ってなんでその挨拶？」

　席に戻ったら、いきなりお帰りって言うから反射的にただいまって返しちゃったけど。

　フツーに考えておかしい。

「うーん、ひまりと優吾くんが夫婦になった時の練習？　なんちゃって」

　テヘペロと舌を出す天真。俺と天真が夫婦だと……最高すぎるんだが。

「？　なんか俺のイチゴシェイクの量が……」

　テーブルに置かれているイチゴシェイクを見ると、容器の中身が先ほどまでは半分くらいまであったのに、今は四分の一くらいに減っていた。

「優吾くん、どうしたのかな？」

　俺の様子がおかしいことに気づいたのか、天真が心配そうに訊たずねてきた。

「いや大したことじゃないんだけど、俺のイチゴシェイクの量が減っている気がして──」

「気のせいじゃないかな？」

　食い気味で天真が言ってきた。

「た、たぶんそうだと思うけど──」

「気のせいじゃないかな？」

　また食い気味に言われた。

　もしかして俺、キレられてる？　すげぇ怖いんだけど。

「そうだな。気のせいだな」

「うん。気のせいだよ」

　天真はうんうんと頷うなずく。

　もうこれ以上はイチゴシェイクについて触れるのはやめておこう。

　正直、シェイクの方は甘すぎてあんまり美お味いしくなかったし。まあ残りは飲むけど。

　その後俺と天真はイチゴシェイクを飲み終えると、中庭をあとにした。

　そういえば残りのイチゴシェイクを飲んでいる時、天てん真しんの顔がやたら赤く見えた気がしたけど、きっとそれも気のせいだろう。







「優ゆう吾ごくん、怖いよぉ」

　クレープを食べたあと。俺たちは校舎の端に位置する空き教室が並んでいる場所へと来ていた。理由はこの場所で催されているお化け屋敷に俺も天真も興味があったので二人で体験するためだ。

　ここではオカルト研究会が幾つもの空き教室と廊下を上う手まく合わせて良い具合のお化け屋敷を作っていた。光は全て黒のカーテンで遮断されて、結構本格的だ。

「天真、大丈夫か？」

　最低限の光を頼りに歩きながら、隣の天真を気に掛ける。

　ここはカッコいいところを見せてできるだけ天真の俺に対する好感度を上げておきたいところだな。

「大丈夫じゃないよぉ、ひまりこういうのあまり得意じゃないから」

「そうなのか？　遊園地の絶叫系とか乗れるのに？」

　以前、遊園地に遊びに行ったとき、天真は凄すさまじいスピードで走るジェットコースターに難なく乗っていた。

「それとこれとは全然違うよぉ。そんなこと言ったら優吾くんは平気なの？」

「まあな。昔からお化け屋敷とかは得意なんだ」

　ジェットコースターがからっきしだからか、逆にお化け屋敷みたいなホラー的なものは昔から平気だった。

　ぶっちゃけ今までほぼ使えない長所だったが、いま人生で初めて役に立ってくれそうだ。

「ギャアァァァァァァ！」

　不意に傍らからゾンビの姿をした生徒が現れた。

「きゃっ！」

　それに可愛かわいい声を出して驚くと、よほど怖かったのか天真は俺の体の方へ倒れてくる。

「本当に大丈夫か？」

　彼女の体を支えながら訊たずねた。

　平静を装っているが、心拍数は上がりっぱなしだ。

「怖いのが苦手なのに、どうして天真はお化け屋敷に興味があるなんて言ったんだ？」

　本当のことを言ってくれたら、こんなところに来なかったのに。

「そ、それは……優吾くんと一緒なら大丈夫だと思ったんだよぉ」

　天真はまだ怖いのか瞳をうるうるさせている。

　好きな子にこんなこと言われたら、嬉うれしすぎてどうしたらいいかわからなくなるな。

「だからね……」

　天てん真しんは一旦俺から少し離れると、今度は俺の腕にピタッと体をくっつけてきた。

　まじか。天真の丁度良いサイズのマシュマロが俺の腕に思いっきり当たってるんだけど。

「お、お化け屋敷から出れるまで……ず、ずっとこうしていてくれるかな？」

　腕に抱きつきながら、天真は上目遣いでお願いしてきた。

　もうこんなの断る理由がないだろ。

「お、おう。もちろん」

「ホ、ホント？　良かったぁ」

　安あん堵どしたのか、天真からは笑みが零こぼれた。

「じゃあこれでもう安心だね」

「そ、そうかもな」

　逆に俺が安心できない。このままだとドキドキし過ぎてうっかり告白してしまいそう。

「……すんすん」

　なんて思っていたら、妙な音が聞こえた。

　天真の方からだったけど、呼吸の音……かな？

「優ゆう吾ごくん、その……ひまりのことをエスコートしてね？」

　不可思議に思っていると、不意に天真から甘えるような声で頼まれた。

「お、おう。任せろ」

　一瞬動揺しながらも自信を持って返すと、俺と天真は腕を組んだままお化け屋敷の中を進んだ。

　天真はやはり怖がりだけあって、お化けが出るたびに声を上げて怖がっていた。

　でもその度に俺の腕をギュッとしてきて、個人的には控えめに言って最高だった。

　またお化け屋敷を進んでいくにつれて少しずつ慣れてきたのか、天真は怖がりながらも時々笑顔を見せていて、そこは安心したしとても可愛かわいかった。

　そんな感じで俺と天真はお化け屋敷を楽しんだのだった。







「優吾くん、次はあれやろうよ」

　二人で校舎内を移動していると、天真がある場所に指をさして言ってきた。

　それは俺たちと同学年の二年生の教室で催されている『ストラックアウト大会』という企画だった。

　これってたしか千歳ちとせたちのクラスの催しだよな。午前中、月つき宮みやとフリーマーケットに行った時、あいつがわざとらしく宣伝してきたから間違いない。

「これをやりたいのか？」

「うん、ひまりの剛速球を優ゆう吾ごくんに見せちゃうからねぇ」

　わざとらしく肩を回す天てん真しん。なにそれ、可愛かわいすぎじゃないですか。

「わかった。じゃあやるか」

「うん！　やろう！」

　それから俺と天真は教室の中へ入ると、室内には子供用のストラックアウトが置かれていた。全部おもちゃだ。

　ボールもだいぶ柔らかいし、一～九番まで書いてある的も怪け我がをしないようにスポンジのような素材で出来ている。

「はい、じゃあ一人十二球ね」

　係りの生徒から言われて、最初にボールを受け取ったのは天真だ。

「よぉし、頑張っちゃうよぉ」

　距離は教室の端から端なのでおよそ八メートル。

　本物の野球でピッチャーが投げる距離よりだいぶ短い。

「いくよぉ、えいっ！」

　天真は意気込んで第一球を投げた。

　だが、気持ちとは裏腹に完璧な女の子投げで弱々しいボールが放たれる。

　そしてそのボールは的とは明後日あさつての方向に行ってしまった。

「あれれ、おかしいなぁ」

　首をかしげる天真。可愛くてキュンとした。

「まだあと十一球あるからな。頑張れ天真」

「うん！　ありがと優吾くん！」

　エールを送ると、天真は笑顔で返してくれた。おっ、今のなんだか恋人っぽいやり取りなんじゃないか。男女の言葉が逆かもしれないけど。

　なんて思っていると、不意に天真の足元に何かが落ちているのに気付く。

　もし天真が踏んだら転んで怪我をしてしまうかも。そう思った俺はすぐに彼女に近づいて落ちているものを拾った。

　するとそれはハンカチだった。しかも……。

「あっ！　それ優吾くんのでしょ？」

　傍らから天真に言われた。おそらく二球目を投げ終えたのだろう。的が一枚も抜かれてないことから察するに、二球目もはずしたっぽい。

「えっ、まあそうなんだけど……よくわかったな」

「だってハンカチに優吾くんの名前書いてるからねぇ」

　天真に指摘されて気が付く。そういえば落とした時のために念のため自分の名前を書いていたんだった。すっかり忘れてた。

「ごめんねぇ、だいぶ前に拾ってたんだけど返すの忘れちゃってたんだぁ。ほら、最近文化祭準備とかで忙しかったし」

「そ、そうだったのか」

　なるほど。どうやら何い時つか俺が落としたハンカチは天てん真しんが拾っていてくれたらしい。

　でも心なしか、天真の口調が焦あせっているように聞こえるのは俺の思い違いだろうか。

「まあ何にせよ拾ってくれてありがとな」

「うん、こっちこそ返しそびれちゃっててホントごめんね。じゃ、じゃあひまりは戻るね」

　少し慌てたように天真はストラックアウトの方へと戻っていく。なんかいま天真の様子がおかしかった気がするけど……まあ気のせいか。

「あー全然ダメだったよぉ」

　天真は全て投げ終えたが、結果は一球も的に当たることはなかった。

　まあ天真は運動が苦手な方だからな。しょうがない。

「じゃあ優ゆう吾ごくん、次ね」

　そう言って天真はボールを渡してくる。やっぱり俺もやるパターンなのね。天真は運動が苦手とか思っていながら、俺もそれほど運動って得意じゃないんだよな。

　でも好きな子の前で運動できません、とか言うわけにはいかない。

「よし、わかった」

　天真からボールを受け取ると、俺は所定の位置に立つ。

　たかが八メートル。よく狙えば当たるはずだ。

　そう自分に言い聞かせて、俺はボールを投げた。

　すると、バンッ！　という音を立てて一番の的が落ちる。

「おっ、当たった」

　完全にマグレだけど。

「やったね優吾くん。一球目から当てるなんてすごいよぉ」

「お、おう。サンキュー」

　一回当たっただけで天真は大喜びしてくれた。

　これはどんどん当てたら天真はもっと喜んでくれるのでは。

「よし、頑張るぞ」

「ファイトだよ！　優吾くん！」

　好きな子に応援されるとか。これ以上に幸せなことはない。

　なんかいま青春してるなぁって感じがする。

「全部当てて見せる」

　と調子に乗って大口を叩たたいたものの、俺は残り十一球全てを投げたが、最初の分も含めて十一球中五球が的に当たるという微妙な結果になった。

　それでも天てん真しんから「ナイスピッチング」と言われたので、今回のところは良しとしよう。

「景品はこちらから一つ自由に選んで取っていってください」

　係りの生徒は俺たちを教室内の景品コーナーに案内したあと、またストラックアウトの方へ戻っていってしまった。どうやら景品は勝手に取っていって良いらしい。

「さて、どれにするか」

　テーブルの上に置かれている景品を見ると、量はあるがどれも百均で売っていそうなくらいの安物だった。一回百円とはいえ頑張って半分くらい当てたのに景品が百均一個って。

「わぁ……」

　とか思っていると、隣にいる天真が何かを見て瞳を輝かせていた。

　彼女の視線の先にある物は、おもちゃの指輪だった。

「それが欲しいのか？」

「えっ！　べ、別にそんなことはないよ！」

　明らかに動揺する天真。彼女は指輪が本当に欲しいみたいだ。

「というか、優ゆう吾ごくんの景品なんだから優吾くんが選ばないと！」

「そうだな。じゃあこれにするわ」

　そうして俺が手に取ったものは、当然おもちゃの指輪だ。

　どうせ俺が欲しいものなんてないからな。

　それなら好きな人が欲しいものを選んで、それを好きな人にあげた方が断然良い。

「ほら」

　テーブルから手に取った指輪を、天真へと差し出す。

「いいの？」

「あぁ、もちろん」

　そう返すと、天真はスッと左手を前に出してきた。

「優吾くんがつけて」

「えっ……」

　急なお願いに戸惑う俺。

　指輪をあげるのはそんなに何とも思わなかったけど、つけるってなるとな……。

「早くしないと、次の人が景品を取りに来ちゃうよ」

　天真はからかうような口調で言う。

　でも確かに俺たちの次の客のストラックアウトがもう終わろうとしていた。

「そ、そうだな。わかった」

　俺は急いで天真に指輪をつけようとする。

　だが、

「それ違うんじゃないかなぁ」

「違うって何が？」

「指が、だよ」

　天てん真しんが少し怒ったように指摘してきた。

　俺は彼女の中指に指輪をつけようとしていたのだが、何か問題があるのか？

「こういう時ってフツー左手の薬指でしょ？」

「えっ、でもそれって……」

　婚約って意味なんじゃ……。

「優ゆう吾ごくん、これはおもちゃなんだよぉ。真剣に考えすぎだよ」

「あっ、そ、そうか。そういうことね」

　ごっこ遊びをしましょうってことか。理解した。

「じゃ、じゃあ……」

　そう言って俺はゆっくりと天真の薬指に指輪をつけた。

　正直、心臓はうるさいくらいに音が鳴ってるし、めっちゃ緊張もした。

　でもこれはごっこ遊びだ。本当の話じゃない。

「よし、そろそろここを出るか……天真？」

　返事がないので、天真へ視線を移すとなぜか彼女はじーっと指輪を眺めていた。

「大丈夫か？」

「な、なにかな！　ひ、ひまりは別に、け、結婚したいとか思ってないよ！」

「いやそんなこと一言も訊きいてないんだが」

　というか天真に結婚願望とかあったら困るな。これからは告白じゃなくてプロポーズをしないといけなくなる。

「ゆ、優吾くん」

　そんなことを考えていたら、天真から呼ばれた。

「どうした？」

　訊たずねると、

「そ、その……ありがと」

　天真は恥ずかしいのか顔を真っ赤にして礼を言ってくれた。

　この時の天真の可愛かわいさは俺の中でトップスリーに入るくらい可愛かった。

「お、おう」

　そう返したあと、俺は改めて思った。

　やっぱり天真と恋人になりたいなと。







「天てん真しん、ちょっといいか？」

　そろそろ文化祭も終わりを迎える頃。

　教室に戻るために二人で廊下を歩いていたところ、俺は天真に声を掛けた。

「なにかな？」

「実は天真に付いてきて欲しいところがあるんだ。少しだけ俺に時間をくれないか？」

　振り返った天真に、俺はそう告げた。

「いいよぉ、まだちょっとだけ時間あるしね」

　天真は快く承諾してくれる。

　まあ天真のことだから必ずオッケーしてくれると思ってたよ。

　これで断られてたら、色々とマズかったけど。

「じゃあ早速だけど、いいか？」

「うん」

　天真が頷うなずくと、俺は彼女を連れてある場所へと向かった。




　これから二人で行くところ──それは今日俺が天真に告白する場所だ。










「ここって……」

　目的地に着くと、天真はちょっと驚いたような反応を見せる。

　今いるところは、俺たちが普段使っている校舎とは別の旧校舎の中にある教室の一つだ。

　ここには滅めつ多たに人が来ないのだが、とある伝説があった。

　今から十数年前。俺たちの先輩が文化祭の日に旧校舎の教室で好きな女の子に告白すると、告白に成功してさらにはその子と結婚まで出来たらしい。

　ゆえにその先輩の告白にあやかって文化祭の日には毎年何人かここで告白しているとのこと。成功率は驚異の九十パーセント以上だ。

　だから、俺は今回の告白をこの場所ですることに決めたのだ。

　……まあこの旧校舎の話は全部千歳ちとせから聞いた話なんだけどな。

　今まで何な故ぜ俺が知らなかったかというと、文化祭の伝説は代々文化祭前に部活内で三年生から二年生に語り継がれるものらしい。

　これにはもうすぐ引退する三年生からこれから部を引っ張っていくであろう二年生への贈り物的な意味が込められているのだとか（個人的にはもっと他のものを贈ってやれよとも思うのだが）。

　というわけで、一年の頃から体験入部したことすらない俺は文化祭の伝説なんて全く知らなかったのだが、今回は俺のために千歳ちとせが特別に教えてくれた。

　千歳、お前ってやつはほんと最高の友達だぜ。

「優ゆう吾ごくん、ひまりをこんなところに連れ込んでもしかしてエッチなことでもするの？」

「ち、違うぞ！　決してそういうことじゃない！」

　告白をしに来たというのに、出だしから好きな子にからかわれてしまった。

　幸さい先さきが悪すぎるんだが。

　そう思いつつ、俺はチラリとブレザーの内ポケットを見る。そこにはスマホが入っており画面には『星せい羅らルナ』と表示されていた。

　つまり、たったいまこのスマホは星羅と通話状態になっている。

　そしてもちろん両耳にはマイク付きの無線イヤホンをセット済みだ。

　理由は前に星羅に協力してもらった告白の時と同じ。

　俺が告白する際に、緊急事態が起こった時に素早く星羅に知らせるためだ。ちなみに先ほどは緊急事態というわけではなかったけど、旧校舎に他の生徒が来ていないことを確認するため一足先に到着していた星羅と連絡を取った。

　きっと星羅は今もこの近くで俺と天てん真しんの会話を聞いていることだろう。

　いつでも月つき宮みやの邪魔を阻止できるように、メイド服を着用しながらな。

「ねえ優吾くん」

「な、なんだ？」

「その、ね。今日のデート、楽しかったかな？」

　そう訊きいてきた天真は不安そうな瞳でこちらを見つめている。

　そんな彼女に俺は少しドキッとした。

　どうやら天真も今日のことをデートだと思っていてくれたようだ。すげぇ嬉うれしいんだが。

「あぁもちろん。楽しかったぞ」

「そっか、良かったぁ」

　天真は安心しているが、別に心配する必要なかったのに。

　好きな人とのデートが楽しくないわけがないんだから。

「じゃ、じゃあさ。天真はどうだったんだ？」

　俺も気になって訊たずねてみると、

「もちろんひまりも楽しかったよぉ」

「っ！　そ、そうか……」

　やべぇ、嬉しすぎて意味もなく叫びそう。

「ひまりね、優吾くんといるとずっと楽しいんだぁ」

「そ、そうなのか？」

「うん。一緒に遊んでいる時も話している時も隣を歩いてる時もずーっと」

　それから続けて天てん真しんは問うた。

「ねえ優ゆう吾ごくん、どうしてかわかるかな？」

　その時の彼女の表情はいつものようないたずらっぽい笑みを浮かべているが、どこか少し真剣味を帯びたものでもあった。これはもしや……そういうことなのだろうか。

「天真、聞いてくれ」

　直感的にここが告白するタイミングだと思った俺が言葉を口にすると、天真の笑みは消えて真剣な面持ちへと変わった。

「……うん、いいよ」

　天真からそう返されると、俺は一つ間を空けてから言った。

「俺はいまからお前に伝えたいことがあるんだ」

　それに天真はこくりと頷うなずく。

　もしかしたら彼女もこれからすることに気づいているのかもしれない。

　そんなことを思いながら、俺は一回大きく深呼吸をした。

　大丈夫だ。今回の告白は絶対に成功するはず。なにせラブコメの神様であり、しかも完全に神様の力を使える星せい羅らが味方にいるんだから。

　たとえ月つき宮みやの邪魔が入ったとしても、今度こそ星羅が何とかしてくれるだろう。

　その間に俺は天真に告白する。

　結果はどうなるかわからないが、失敗したらまたアピールするところからやり直しだ。

　成功したら……念願の天真とのカップル誕生だぜ！

「よし」

　小さく呟つぶやいて自身に気合を入れる。

　行くぞ、桐きり島しま優吾。この二十四回目の告白で絶対に俺の気持ちを天真に届けるんだ。

　そんな風に再度自らを鼓舞したあと、俺は天真に言った。




「天真！　俺は天真のことがす──」




　刹那、俺の足元から煙が上がった。

「な、なんだ？」

　煙にむせながらそう呟く。

「クスっ、優吾くんその格好……」

　暫しばらくして煙が晴れると、何な故ぜか天真が俺を見て笑っていた。

　どうしたんだ？　と不思議に思って自分の方へ視線を向けると、

「な、なんだこりゃ……」

　なんと俺のお尻には尻尾しつぽが生えていた。またそれに加えて頭に違和感があったので触ってみると、どう考えても猫耳っぽいものが付いていた。

「優ゆう吾ごくんってコスプレが趣味だったの？」

「いやそういうわけじゃなくてだな……」

　否定しても、天てん真しんはよほどツボに入ったのかずっと笑っている。

　これはこの格好をどうにかしないと告白どころじゃないぞ。

「ったく、月つき宮みやのやつ……」

　俺が猫の姿になっているのはどう考えても月宮の仕業だろう。

　あいつ、なんてことしやがる。

「星せい羅ら、聞こえるか？」

『はい、聞こえますわ』

　天真にバレないよう小声で話すと、イヤホン越しに星羅の声が聞こえてきた。

「俺の姿は？」

『バッチリ見えていますの。その……かわいいですわ』

　星羅は遠慮がちに口にした。そういうことは言わなくていいから。

「じゃあやるべきことはわかるな」

『はいですわ。わたくしが今から桐きり島しまさんの姿を元に戻しますわ』

　そこで会話は止まり、代わりに聞こえてきたのは風を切る音。

　ラブコメの神様が使用するステッキを振るった音だ。

「っ！」

　直後、俺の体に変化が訪れた。男には到底似合わない可愛かわいらしい猫耳や尻尾しつぽは徐々に小さくなっていき、瞬く間に俺は猫の姿から人間へと戻った。

「……よし」

　内心ガッツポーズをした。どうやら星羅は神様の力を無事上う手まく使えたようだ。

　やはり彼女にメイド服を着させたのは間違いではなかった。俺の作戦は完璧だな。

「あっ、可愛かったのにもう終わっちゃったぁ」

　天真は残念そうな声を出す。

　でも、ひょっとしてこれは告白できる雰囲気ではないんじゃないか。

　一気に緊張感が緩んでしまった気がするし。

「それでひまりに聞いて欲しいことってなにかな？」

　かと思いきや、天真の方から話題を元に戻した。

　それによって再び良い感じに張り詰めた空気へと戻る。

「えっと……」

「優吾くん、聞かせてくれるかな？」

　やや戸惑っている俺に対して、天真は真剣な顔を見せている。そこにいつものからかい上手な彼女はいない。

　意図してかはわからないが、せっかく天てん真しんが告白できる雰囲気を作ってくれたんだ。

　この好機を逃すわけにはいかない。

　そう覚悟を決めて、俺は天真に向かって言い放った。




「天真！　俺はお前のことがす──」




　その瞬間、今度は天真の方から煙が発生した。

「またかよ……」

　本日二度目の煙にむせながら、俺は呟つぶやいた。

　もうこの時点で嫌な予感しかしないんだが……。

「はうぅ、にゃんにゃのこれぇ」

　そんな声を上げたのは天真だった。

　視線を移すと、なんと今回は彼女が頭の上には猫耳、お尻には尻尾しつぽを生やしていた。

　口調から察するに、おそらく猫語も発動しているかと思われる。

　そして何と言っても極めつきは、先ほどの俺は制服に猫耳と尻尾を生やしただけだったが、今の天真は制服が全てはだけて代わりに普段下着を着ける部分だけモフモフした衣類で覆われていたのだ。
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　要するに何が言いたいかというと、今の天てん真しんはめちゃくちゃエロい。

「優ゆう吾ごくん、助けてにゃん」

　赤面しながら瞳をうるうるとさせて助けを求めてくる天真。

　こんな時に思っちゃいけないことだけど、可愛かわいすぎるんだが。

　正直、もっとにゃんにゃん言ってる天真を見たい。

「優吾くん……」

　猫の天真に夢中になっていると、彼女がもう一度名前を呼んだ。

　そっか。助けてって言ってたな。

「えっと、その……もう少ししたらきっと元に戻るよ。いつもそうだろ？」

「もう少しってどのくらいにゃん？」

「……たぶん五分くらい？」

「ご、五分もにゃん……」

　天真の瞳がさらに潤んでいく。たしかにあと五分間、猫の格好（露出度めっちゃ高い）でいるのは恥ずかしいよな。

　でも俺の力じゃ月つき宮みやによって変えられた天真の格好をどうすることもできないし……。よし、ここはどうにかして俺が不安になっている彼女を安心させるとしよう。

「だ、大丈夫だって！　その……天真のその格好めっちゃ可愛いし！　俺は五分どころか何時間でもいまの天真を見てられるぜ！」

　暫しばし経たったあと。自分なりに天真のことを考えた言葉を伝えてみた。

　すると、天真は元々赤かった顔をさらに赤く染めて、

「優吾くんのエッチにゃん！」

　そう叫んだあと、猫の格好のままどっかへ走って行ってしまった。

「……まじか」

　遠くなっていく天真の姿を眺めながら、呆ぼう然ぜんとする。

　どうやら天真のことを想おもって言った俺の言葉は彼女にとっては逆効果だったみたいだ。

　そして俺はまた告白を失敗してしまったようだ。これでほんと何度目だよ。

「でももう少し猫の天真を見ていたかったよなぁ……」

　一人ごちたあと、俺はイヤホンに手を当てて一旦星せい羅らと連絡を取ろうとする。

「星羅、聞こえるか？」

　だが、彼女からは返事がない。どうしたんだ？　なにかあったのか？

「優吾よ、また告白が上う手まくいかなかったみたいだな」

　心配していると、不意に天真が去っていったルートから月宮が現れた。

　いやそれだけじゃない、ユノもいる。

「そうだが、なんでユノまでいるんだよ」

「ただの見学よ」

「見学って……」

　他人が告白を失敗するところを見学するとか……こいつ、趣味悪いな。

「で、何か用か？　もし用がないんだったらどっか行ってくれ。いま星せい羅らと連絡が取れなくて困っていて、お前たちの相手をしてる場合じゃないんだ」

「うむ、それなのだがな優ゆう吾ご。実はルナがどこかへ行ってしまったのだ」

　不意に聞き捨てならないことが聞こえた。

「は？　なんで月つき宮みやがそんなことわかるんだよ」

「先ほどまで我は優吾の告白を阻止するために旧校舎の近くで身を潜めていたのだが、やや離れたところにはルナもいてな。ルナは我に気づいていなかったようだが、優吾の告白が失敗すると急に泣き出して走り去って行ってしまったのだ」

　俺が告白を失敗したら星羅が泣いてどっかへ行った……っ！

　ってことは、もしや今回の告白が失敗したのって……。

「そうよ。星羅はまた神様の力を上う手まく使えなかったのよ」

　俺が考えていたことを察したのか、ユノがそう口にした。

「いやそんなことはないはずだ。だってこの前は星羅は神様の力をきちんと使えていたんだからな」

　訴えると、月宮とユノは少し驚いた表情をする。

「そうだったのか、我は知らなかったぞ」

「あたしもよ。でも今日が使えてないんだったら、こう言っちゃあれだけどまぐれとかだったんじゃない？」

「いいや違う。星羅はちゃんと努力して神様の力を上手く使えるようになったんだよ」

　星羅は何度も神様の力を使うのに失敗して、その結果恥ずかしい思いをすると自分が神様の力を使いこなせることがわかったんだ。まぐれなんかじゃない。

「とりあえずルナが神様の力を使えるかどうかは置いておいて、あんたルナの居場所知りたくないの？」

「わかるのか？」

　訊たずねると、今度はユノの代わりに月宮が答えた。

「おおよそは見当が付いている。ルナが走っていった方向からしてきっと普段我たちが使っている校舎裏付近にいるはずなのだ」

「校舎裏……」

　それは事前に俺と星羅が天てん真しんに告白したあと、集合場所として決めていたところだ。

「わかった。じゃあひとまずそこへ向かってみるわ」

「気をつけてな」「まあ頑張りなさい」

　俺の言葉に、月つき宮みやとユノは各々そう返した。

　てっきり付いてくるのかと思ったら、そうではないみたいだ。

　星せい羅らのことは頼んだ、なんとなく二人からそう言われてる気がした。







　月宮たちから聞いた通り、俺は校舎裏へ移動してきた。

　まだ文化祭は行われているが、さすがにこんなところには誰もいない。

「星羅はどこだ」

　必死に首を左右へ動かすと、校舎の壁際でしゃがみ込んでいる女子生徒を見つけた。

　メイド服を着用している彼女は顔を俯うつむけながらすすり声で泣いていた。星羅だった。

「き、桐きり島しましゃん……グスン……ごめんなさい……グスン……」

　彼女は一人で俺に謝っているようだ。まったく、こいつはほんと泣き虫だな。

「おい星羅」

　名前を呼ぶと、星羅は振り返る。

　が、俺を見た途端彼女は立ち上がってどこかへ行こうとした。

「おっと」

　そんな彼女の腕を掴つかんで、俺はきっちりと確保する。

　ふぅ、危ない。もう少しで逃げられるところだった。

「は、離してくださいですわ」

「なんでだよ」

「わ、わたくしはもう桐島さんに合わす顔がありませんわ。せっかくあなたがわたくしの神の力を上う手まく使えるようにしてくださったのに、わたくしは結局桐島さんの告白のお役には立てませんでしたもの」

　そう言って俺の腕を振ふり解ほどこうとする星羅。だが力が弱すぎて全く意味がない。

「まあ落ち着けよ。一旦話し合おうぜ」

「いいえ。わたくしはもう桐島さんの前に現れない方が良いのです。何もお役に立てないわたくしは……」

　そこで言葉が途切れると、星羅は下唇をキュッと噛かむ。

「なあ星羅、さっきの告白が失敗したのは本当にお前が原因なのか？」

　訊たずねると、星羅は「はいですわ」と肯定する。

「どうしてだ？　もしかして俺の考えが間違ってたのか？」

　星羅が恥ずかしい思いをすると、余計なことを考えなくなって神様の力を使いこなせるようになる。それ自体が間違いであったならば、告白に失敗したのも納得がいく。

「違いますわ。桐きり島しまさんの考えは合ってましたわ。わたくしは自分が恥ずかしいと思うことをすれば神の力を上う手まく使えるようになりますの」

「じゃあなんで──」

「わたくし、どうしても桐島さんに告白をして欲しかったんですの」

　俺が訊きく前に、星せい羅らが強い口調でそう言った。

「どうしても桐島さんに告白をして欲しくて……どうしてもどうしても告白をして欲しくて……気が付いたら『もしわたくしが桐島さんの告白を失敗させてしまったらどうしよう』という気持ちになっていましたの」

　最後の言葉で俺はようやく理解できた。

　星羅は俺に告白をさせたいと強く想おもいすぎたあまり、それが返って彼女にとってプレッシャーになってしまったのだ。

　だから、いざ神様の力を使おうとした時に、たとえメイド服で恥ずかしい思いをしていても『失敗してしまうかも』という思考が頭の中を過よぎって、神様の力を上手く使うことができなかったのだろう。

「……ほ、本当に申し訳ありませんの」

　それから綺き麗れいな瞳から一滴の涙が零こぼれ落ちた。

　きっと今の星羅は悔しさと俺への申し訳なさで一杯なのだろう。

　そんな彼女に俺はどんな言葉を掛けたらいい？

　どんなことを言ったら彼女の中に響くだろうか？

　空っぽの頭を必死に使って、俺は考えた。

　考えて考えて──そして気が付いた時には、自然と掴つかんでいた星羅の手を引いていた。

「星羅、ちょっと来てくれるか？」

「えっ……き、桐島さん？」

　突然の行動に戸惑う星羅。でも俺は構わず彼女の手を引き続ける。

　星羅は神様の力を上手く使えるようになるまで一生懸命努力していた。

　そしてようやく神様の力を使いこなせるようになると、すぐにその力を俺の告白のために使おうとしてくれた。

　そんな彼女のために今度は俺が何かを返さなくちゃな。







　校舎裏から移動すること数分。俺と星羅は中庭へとやってきた。

　ここは依然として多くのお客さんで賑にぎわっていて、ちらほらと俺たちと同じ制服を着た恋人たちの姿が見える。

「桐島さん……」

　星せい羅らが困惑した表情を浮かべながら俺の名前を呼んだ。

　いきなりこんなところに連れて来られて混乱しているんだろう。

　もう涙は流れてはいないみたいだが、彼女の瞳はまだ少し赤い。

「悪いな、何も言わずに連れて来ちゃって」

「い、いえ。わたくしは別に構いませんの……」

　言葉を返したあと、星羅はしゅんと顔を俯うつむかせる。

　まだ俺の告白を失敗させたことを引きずっているみたいだ。

　……まあぶっちゃけその件を解決するために、ここに星羅を連れてきたんだけどな。

「星羅、あそこを見てくれ」

　暫しばし中庭を見渡したあと。俺が示した先には俺たちと同じ制服を着た一組のカップルが文化祭用に設置された座席に向かい合うように座っていた。

　彼女の方はとても整った顔立ちで黒髪ロングの正統派美少女といった感じだが、彼氏の方は若干冴さえない雰囲気の男子だ。

　そしてそんな彼氏の片方の手にはプレゼントらしき小さな箱が握られており、一生懸命タイミングを見計らっては彼女へ渡そうとしていた。

　だが肝心の彼女はというと、一方的に彼氏に楽しそうに喋しやべっていて、彼氏が自分へプレゼントを贈ろうとしているなど微み塵じんも思ってないみたいだ。

「なあ星羅、お前に頼みたいことがあるんだが……あの冴えない彼氏を助けてやってくれないか？」

「えっ……そ、それは……」

「今のお前ならできるだろ？　頼む」

　俺が両手を合わせて頭を下げると、

「わ、わかりましたわ」

　星羅は若干戸惑いながらも了承してくれた。

　それから俺たちは一旦目立たない位置へと移動。これで神様の力を使っても特に支障はないだろう。

　次いで星羅はお馴な染じみのラブコメの神様が使うステッキを出すと、手に取った。

「い、いきますわ！」

　次いで星羅はややうわずった声で宣言。

　きっと俺の告白の時の失敗が尾を引いているんだろう。

　でも大丈夫だ。今の場所に来るまでに通りすがりの人々（主に男性客）からメイド服姿を見られまくったおかげで彼女の恥ずかしさメーターはマックスになっている。

　だから今回は星羅はきちんと神様の力を使うことができるだろう。

　証拠に星羅は顔を真っ赤にしながら、空いている手でスカートの裾を握りしめている。

　正直、かなり可愛かわいい。並みの男子が見たら惚ほれちゃうレベルだ。

　……でも俺には天てん真しんという心に決めた人がいるので、そんなことにはならないんだけど。

「え、えいっ！　ですの！」

　キュートな掛け声と共に星せい羅らはステッキを振るった。

　すると、不意にキラキラと輝く無数の光の粒子が現れてカップルの下へ。

「っ！」

　それらを追って視線をカップルの方へ向けると、なんと冴さえない彼氏が持っていたプレゼントがふわふわと浮いている。

　そしてそれはゆっくりと男女の間に設けられているテーブルの上へと置かれた。

「で、できましたわ！」

　嬉うれしそうな声を上げる星羅。予想通り神様の力を上う手まく使えたようだ。

　ちらりとカップルの方を見やると、彼女が彼氏からのプレゼントの箱を開けていた。

　その中から出てきたものは銀色に輝くブレスレット。

　おそらくフリマで売っていたものだろう。午前中、月つき宮みやと一緒に店を回っている時に見かけた覚えがあるから間違いない。

　そしてカップルの彼女は嬉しそうにブレスレットを着けていた。

「星羅、お前のおかげであのカップルの彼氏が無事彼女にプレゼントを渡すことができたんだぞ。すごいじゃないか」

「は、はいですの！　良かったですわ！」

　星羅は嬉き々きとした微笑ほほえみを浮かべる。

「よし。じゃあこの調子でじゃんじゃん人間の恋愛の手助けをしていこう」

「えっ……で、ですがこれは一体……」

「いいから、いいから」

　星羅は困惑していたが、俺は気にせず先ほどと同じように彼女の手を引いては恋愛関係の問題で悩んでいそうな人たちを探した。

　それからというもの、俺と星羅は様々な人々の恋愛の手助けをした。

　事情がわからず戸惑っていた星羅だったが、その時になったらきちんと神様の力を使ってくれたしな。

　千歳ちとせのクラスで『ストラックアウト大会』をしているカップルがいれば投げた球を絶対に的に当たるようにして必ず良い景品が手に入るようにしてあげたり、お化け屋敷でなかなか距離を縮められていないカップル未満の男女がいれば互いに抱きつかせて関係を進展させてあげたり。

　そんな風に人々の恋愛の手助けをし続けたあと。俺と星羅は屋上で一休みしていた。

　ちなみにフリマは文化祭が終わる時間よりも早めに終了するので、もうこの場所には誰もいない。

「あ、あの桐きり島しまさん……どうしてこのようなことを？」

　不意に星せい羅らが訊たずねてきた。このようなこと、とはもちろん恋愛の手助けのことだろう。

「二十一人……」

「……はい？」

　俺の言葉に、星羅は不思議そうな声を出した。

「星羅がさっき恋愛の手助けをした人の数だよ。今日お前は二十一人も人間の恋愛を手助けしたんだ。つい最近まで全然神様の力を上う手まく使えなかったお前がな。それってすごいことだと思わないか？」

「で、ですが、わたくしは桐島さんの告白のお役には立てなくて……」

　星羅は唇を少し噛かむ。よほど俺の告白を失敗させてしまったことが悔しいのだろう。

「確かに今回俺は告白を失敗した。でも別に星羅が悪いわけじゃないんだ。だってお前は頑張ってくれただろ。全く神様の力を使いこなせない状態から努力して条件さえ整えば神様の力をきちんと使えるようにまでなってくれたじゃないか」

　俺が星羅を連れて人々の恋愛の手助けをした理由。

　それは彼女の今までの頑張りを彼女自身に知ってもらうことだ。

　そしてその頑張りに俺がどれだけ感謝しているかも。

「で、でも……」

「お前は頑張ったんだ。十分頑張った。だからそんなに自分を責めるなよ」

　安心させるように話すと、俺は続けて語った。

「そもそも俺がどんだけ告白に失敗してるか知ってるか？　二十三回だぞ。だから今日失敗したところでその回数に一回が加わっただけだ。何一つ問題はない」

　これは本心だ。正直、今まで散々失敗してきたから、今日告白が失敗したのだってそこまでショックじゃなかった。むしろ、いつも通りって感じだ。

「そ、それでもわたくしはあなたに告白をして欲しかったのですわ。ですが、やっぱりわたくしが神の力をきちんと使えなかったせいで……」

　だが星羅はまだ自分の失敗を気にしているようだ。

　本人が気にしなくていいって言ってるのにな。それだけ責任感が強くて純粋で良い子なんだろう。

「天てん真しんが言ってたんだけどな。苦手なことを克服するには、とにかく我慢強く頑張ることが大事らしい」

　星羅の神様の力が上手く発動しないことについて悩んでいた時、天真から掛けられた言葉を紡ぐ。

　それに星羅はいきなり何を言い出すの？とばかりに綺き麗れいな瞳を丸くした。

　だが、俺はそんな彼女に構わず話を続ける。

「苦手なことを苦手じゃなくするってことは、きっと何か目的がある時だから。その目的のために絶対に諦めないで我慢強く頑張って苦手なことを克服するんだと」

「そ、そうなんですの……」

「あぁ、だからな星せい羅ら。お前も諦めないで俺に告白させてくれよ」

　不意に言い放つと、星羅は驚いたように「えっ……」と声を漏らした。

「言っておくが、俺は星羅と力を合わせて天てん真しんに告白することを諦めるつもりは全くないからな」

　これは本心だ。星羅は俺の告白のために目一杯頑張ってくれた。

　出来ることならそんな彼女の神様の力を使って俺は天真に告白をしたい。

「だから星羅も諦めないで、お前の神様の力で俺に告白をさせてくれ」

「で、でも、わたくしが関わるとまた桐きり島しまさんに迷惑を……」

「じゃあお前は俺の告白に協力するのが嫌なのか？」

「そ、そんなことありませんわ！」

　声を大きくして否定したあと、星羅はハッとして口元を押さえる。

　それに俺は軽く笑ってから、今度はきちんと頼むことにした。

「星羅、これからも俺の告白に協力してくれないか？」

「ほ、本当に良いんですの？」

　星羅は確認するように問いかけてくる。

「もちろんだ。お前が告白に協力してくれたら、俺としてはすごく嬉うれしいからな」

　自分の気持ちを正直に伝える。

　すると、星羅の澄んだ瞳からは涙が溢あふれだした。

「あ、ありがとうございます。わ、わたくしは……グスン……こ、これからもあなたが告白を出来るように……グスン……が、頑張りますわ」

　ぼろぼろと涙を流しながら、星羅は俺の告白に協力することを了承した。

　さすがに泣き過ぎだが……それだけ彼女も色々と想おもうことがあったってことだろう。

「おう、頼んだぞ」

　そう言ってから、星羅が泣なき止やむまで暫しばらく待ったあと。

　俺はあることを思いついた。

「あっ、そうだ。これからは俺のことを名前で呼んでくれるか？」

「えっ、名前でですか？」

　星羅が訊きき返してくると、俺は小さく首を縦に振った。

　初めは星羅と関わるのは数日、多くても一週間程度だろうと思っていた。

　だが、この先も星羅が俺の告白に協力してくれるのなら、彼女とはなるべく近い距離感でいたい。

「まあ嫌なら別に良いんだけど」

「い、いいえ。嫌ではありませんわ」

　星せい羅らは首を左右に振ったあと、

「……優ゆう吾ごさん」

　恥じるような小さい声で呟つぶやいた。なんかフツーに可愛かわいいと思ってしまった。

「で、では、わ、わたくしのことも名前で呼んでください」

　若干居たたまれない空気が流れたあと、星羅はお願いする。

　こっちも名前で呼ばせるんだから、俺も星羅を名前で呼ぶのは当然か。

「わかったよ。今後もよろしくなルナ」

　そう言って、俺は彼女の前に手を差し出した。

「よ、よろしくお願いしますわ……優吾さん」

　二人して名前を呼び合ったあと。俺とルナは互いの手を握った。

　その時なんとなくルナの手が熱く感じたが、きっと気温が高かったせいだろう。

　こうしてルナは三度俺の告白の協力者となったのだった。
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「ルナとは上う手まくいったようだな」

　まだ文化祭の当番が残っているということで校舎裏で星せい羅らと別れると、傍らからそんな声が聞こえてきた。月つき宮みやだ。そして彼女の隣にはユノの姿もある。

「なんでわかるんだ？」

「べ、別にこっそりあんたたちを見てたわけじゃないわよ」

　ユノがツンツンした口調で返してきた。……こっそり見てたのかよ。

「我もユノも心配していたのだ。ルナはずっと神の力を使いこなせないことを気にしていたのでな」

「そうか……やっぱりお前らってルナのことが好きなんだな」

　そう言うと、ユノは「そ、そんなわけないでしょ！」とツンデレして、月宮は「うむ」と頷うなずいた。ユノは本当に素直じゃないのな。少しは姉を見習った方がいいぞ。

「時に優ゆう吾ご。なぜ優吾はルナのことを名前で呼んでいるのだ？」

　月宮は目を細めて疑うような瞳で見つめてくる。

「ルナはこれからも俺の告白に協力してくれるからな。絆きずなの印ってやつだ」

「な、なんだと!?　ルナだけずるい」

　月宮はむーっと頬ほおを膨らませる。なんだよずるいって。

「で、では優吾……わ、我のこともアテナって呼んでいいのだぞ」

「よくないから。呼ばないから」

「むっ……呼んで欲しい」

「そんな上目遣いをしても絶対に呼ばないからな」

　天てん真しんならまだしも月宮にそんな仕草されたって何とも思わないわ。

　……まあ少しドキッとしてしまったけど。

「ダメよ姉さん。こんな淫獣に名前を呼ばれたらきっと姉さんは汚れてしまうわ」

「おい誰が淫獣だ」

　確かにスケベなところが全くないと言ったら嘘うそになるけど、俺のスケベ心は人間の範囲を超えるほどではない。

「ホントこんなやつのどこがいいんだか……」

　ユノが肩を竦すくめて呆あきれる。

　別に何もしてないのにどうしてお前にそんな反応をされなくちゃいけないんだ。

「……でも、あんたが優しいってことは理解したわ」

　とか思っていたら、珍しくユノから褒められた。えっ、なにこれ。逆に恐こわいんだが。

「お前、熱でもあるの？」

「っ！　し、失礼ね！　普通にそう思っただけよ。だって今回はルナのために色々行動してあげたんでしょ？」

「まあ……そうかもしれないな」

　俺がそう返すと、

「それに前はあたしのことも助けてくれたし……」

　ユノはぼそぼそと恥ずかしそうに呟つぶやいた。

　まじか、ユノがデレている。これはまさか……。

「ユノ、もしかして俺に惚ほれたのか？」

「っ！　ち、違うに決まってるでしょ！　あんたみたいな変態童貞野郎なんか好きになるわけないじゃない！　あんまり変なこと言うと殺すわよ！」

「いや冗談だから、まじで殺さないで！」

　いつの間にか出していたステッキを鈍器のように振り上げているユノに、俺は切実にお願いする。

「それにあたしは姉さんのことを愛しているのよ。ね？　姉さん」

「うむ。我もユノのことを愛しているぞ」

「えへへ、姉さん」

　デレデレとするユノ。

　まあユノも全力でシスコンなんだが、やっぱり月つき宮みやもシスコンではあるよな。

　ちゃっかり愛してるとか言ってるし。

「さて、そろそろ俺は教室に戻るわ。もう文化祭も終わるしな」

「あっ、我も一緒に行く！」

　先に歩き出すと、後ろから月宮が付いてくる。

「あ、あたしも行くわ！　優ゆう吾ごが姉さんに手を出したりしないようにね」

「出すわけないだろ」

　そんな会話のあと、俺たちは校舎内に戻っていった。

　結局、文化祭でも俺の告白は出来なかったが、天てん真しんとはデート出来たし、これからもルナは俺の協力をしてくれるらしいし、悪いことばかりではなかった。

　月宮とのデートは……まあ楽しかったな。

　でも、俺は決して告白を諦めたわけじゃないぞ。

　待ってろよ、月宮。いつか俺は絶対に天真に告白してやるからな。





　　　　☆






「うぅ、恥ずかしかったにゃん」

　優吾とルナが三度協力関係を結んだあと。

　月宮の神様の力のせいで猫のコスプレ姿に変えられた陽ひ毬まりは依然同じ姿のまま屋上に続く階段の踊り場で一人元の姿に戻るまで待っていた。

　この場に来るまでに何人かの客人や生徒にこの格好を見られたが、今日は文化祭なのでクラスの出し物の衣装だと思われたのか、特に変に思われることはなかった。

　だが陽ひ毬まりも年頃の女の子。露出度の高いコスプレ姿を大勢の人に見られる羞恥心に耐えられるわけもなく、こうして誰もいない踊り場までやって来たのだ。

　いつも通りならそろそろ月つき宮みやの神様の力の効果が消えるはずだが、まだ陽毬は猫の格好に身を包まれている。なので猫語も継続中だ。

「どうしよぉ、優ゆう吾ごくんにこんなエッチな格好見られちゃったにゃん」

　優吾が陽毬に告白をしようとした場面を思い出しながら彼女は呟つぶやく。そんな彼女の頬ほおは林りん檎ご色に染まっていた。

「で、でも優吾くんはこの格好可愛かわいいって言ってくれたし……もしかして優吾くんってエッチな服とか好きなのかにゃあ」

　もし今度デートとかする機会があればちょっと露出度の高い服でも着てみようかな、と思う陽毬。それでもさすがに今着ている服みたいなものは無理なのだが。

「そ、そういえば、その前にはすごい大胆なこともしちゃったにゃん」

　たったいま陽毬が思い浮かべているのは優吾との文化祭デートでの二つの出来事だ。

　一つは優吾とクレープを食べた時のこと、もう一つは彼とお化け屋敷に行った時のことである。

　その時、実は陽毬は優吾にバレないようにあることをやっていた。

　それは『変態行為』である。

　優吾と一緒にクレープを食べていた際、陽毬は彼がクレープの包装紙を捨てに行くために席を立った隙に彼の飲みかけのイチゴシェイクを味わった。それも割と多めの量を。

　加えて、お化け屋敷に入ったときには彼の腕に抱きついたタイミングに彼の匂いをくんくんと堪能したのだ。

「優吾くんのイチゴシェイクすっごく美お味いしかったし、優吾くんの匂いもいつもみたいに良い匂いだったにゃん」

　恍こう惚こつとした表情で言葉を漏らす陽毬。

　ところで彼女が今回のように優吾の近くで『変態行為』をするのは今日が初めてだった。

　どうして今までしてこなかったかというと、単純に優吾に自分が『変態』であることがバレてしまう危険性があったからだ。

　では何な故ぜ今回はこんなことをしてしまったのか。理由は最近、朝も放課後も文化祭の準備で忙しくて『変態行為』をしている暇がなかったからである。

　そのせいで陽毬の優吾に対する欲求が溜たまってしまって、結果堪たまらず優吾の傍そばで『変態行為』をしてしまったのだ。

　しかし、これまでにも学校行事などで長期間『変態行為』をすることができないことは多々あり、その時はきちんと『変態行為』を我慢することが出来ていた。

　にも関わらず、今回の文化祭で優ゆう吾ごの近くで『変態行為』をしてしまったのは、陽ひ毬まりの『変態度』が日を追うごとに増しているからに他ならない。

「うぅ、でもまだ優吾くん成分が足りないにゃん」

　そう言って陽毬は猫の格好のズボンのポケットからスマホを取り出した。

　ちなみに優吾くん成分とは陽毬が『変態行為』を行うたびに彼女に吸収され欲求を満たしてくれる成分のことらしい。もちろん彼女の造語だ。

「メイド姿の優吾くんも素敵にゃん」

　うっとりとした瞳で見つめるスマホには今け朝さ撮ったメイド服を着た優吾が映っていた。

「も、もう我慢できないにゃん！」

　堪こらえきれないといった様子で言ったあと。

　陽毬は画面に顔を近づけてチュッと軽く唇を合わせた。

「優吾くん……好きにゃん、大好きにゃん」

　それから陽毬はメイド姿の優吾と何度もチュッチュする。

　瞳はとろんとして、火ほ照てっているのか頬ほおは真紅に染まっていた。

　そんな彼女は実に幸せそうだ。

　陽毬も年頃の女の子。隠れて好きな人の写真にチューをするのは当たり前のことだ……と彼女は思っている。
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　文化祭が終わってから一週間後。以前とは違って登校時間より少し早い朝の中庭で俺は天てん真しんを待っていた。目的は言うまでもなく告白するためだ。

「ルナ、準備はいいか？」

　制服の内ポケットに通話状態のスマホ、両耳にマイク付きの無線イヤホンをつけて、いつものようにルナに話しかける。

『今日こそはバッチリですわ』

　イヤホン越しにルナの声が返ってきた。彼女はいつでも月つき宮みやの邪魔を阻止できるように近くの茂みに隠れている。よし。今回こそは絶対に天真に告白してみせるからな。

「優ゆう吾ごくん、おはよう」

　一人意気込んでいると、不意に後ろから声。振り返ると、そこには天真が佇たたずんでいた。

「お、おはよう天真」

　いきなりの登場だったので、俺は吃驚びつくりしてうわずった声で挨拶を返してしまった。

「また優吾くんからのお呼び出しだね」

「す、すまん。嫌だったか？」

「ふふっ、前にも言ったでしょぉ。優吾くんからのお呼び出しだったらひまりさんは喜んで来ちゃうのです」

　後半は敢あえて敬語で喋しやべる天真。朝からなんて可愛かわいいことをしてくれるんだ。

　おかげで朝っぱらから心拍数が急激に上昇している。

「あっ、もしかしてまた猫の優吾くんを見せてくれるのかな？」

「っ！　それはもう忘れてくれよ」

　正直文化祭でのあの姿はもう思い出してほしくない。恥ずかしいから。

「っていうか、天真の方もあの時猫の姿に……」

「そ、それは言っちゃダメだよ！　ひ、ひまりだってあれは恥ずかしかったんだから！」

　天真の顔はみるみる赤くなっていく。俺をいじってきたというのに、自分がいじられた途端恥ずかしがるのか。めっちゃ可愛いな。

「そ、それで優吾くんはどうしてひまりをここに呼んだのかな？」

「そ、それはだな……」

　そこで一旦気持ちを落ち着かせるために深く息を吸って、吐いた。

　文化祭の時は失敗してしまったが、今日はそうはいかないぞ。

　ルナもこの一週間、メイド服を着て何十回も神様の力の練習をしてきたからな。

　今回こそはきっとルナは俺に告白をさせてくれるはずだ。

「て、天てん真しん！」

「は、はい！」

　緊張のあまり思わず大きな声で名前を呼んでしまうと、それが影響したのか天真も同じように大きめの声で応じた。

　いくぞ、俺。これで絶対に天真に自分の気持ちを伝えるんだ。

　自身を奮い立たせたあと、俺は天真に向かって言った。




「俺は天真のことがす──」




　直後、不意にビリッ！　と何かが破けたような音が耳に入った。

　そして全身から感じる爽快感。

「ゆ、優ゆう吾ごくん！」

　天真は声を上げてから、なぜか瞳を両手で隠すようにする。

　だが、指の隙間から下の方をチラチラと見ていた。

　何かがおかしい。そう思った俺はすぐに自分の体の方へと視線を移した。

　すると、驚くことにいつの間にか俺の格好は制服からパンツ一丁に変わっていた。

「って、まじかよ！」

　ボクサーパンツを見つめながら慌てふためく俺。

　どうしよう。好きな子の前でパンイチとか恥ずかしすぎて死にそうなんだけど。

　……絶対に月つき宮みやの仕業だ。あいつめ、許さんぞ。

「わ、悪い天真。少しだけこっちを見ないでいてくれるか？」

「う、うん。わかった」

　そう言って天真は完全に目を両手で覆った。

　よしよし。これで俺が何をやっても天真には見えないぞ。

「る、ルナ」

　半裸のまま俺はすぐにルナを呼ぶ。

『はいですわ、優吾さん』

「俺に服を頼む」

　半裸で切実にお願いすると、

『わかりました。わたくしが神の力を使って今度こそ優吾さんのお役に立って見せますわ』

　ルナはやる気満々で応じた。

　それからイヤホン越しに風を切る音が聞こえる。ステッキを振るった音だ。

「っ！」

　直後、一瞬のうちに俺の体には制服が舞い戻った。

　うん、安心感が半端ない。やっぱり服って素晴らしいな。

『やりましたわ』

　服がある喜びを噛かみしめていると、ルナの嬉うれしそうな声が聞こえてきた。

　今のところ制服が復活して以降、俺の体には変化がない。

　もしや今回こそ本当にルナが神様の力を上う手まく使えたんじゃないだろうか。

「天てん真しん、もうこっちを見ても大丈夫だぞ」

　まだ油断できないとも思いつつそう言うと、天真はゆっくりと目から両手を離した。

「あっ、優ゆう吾ごくんがちゃんと服着てる」

「その言い方だと俺が普段服着てない人みたいになるんだが」

　そう返すと、天真はクスクスと笑った。

「ほんと優吾くんと一緒にいると変なことが起こるね」

「はは、そうかもな」

　苦笑しながらそう返した。まあ今のも含めて全部月つき宮みやのせいなんだけどな。

「それで天真、俺がお前をここに呼んだ理由なんだが……」

「あっ……うん、いいよ。聞かせて」

　それを聞いて、俺はもう一度深呼吸をした。

　先ほどルナが神様の力を使ってくれたおかげで、俺はもう半裸じゃない。

　月宮の邪魔ももう入らないだろう。

　だから、今度こそ俺は天真に告白できるはずだ。




「天真！　俺はお前のことがす──」




　刹那、再びビリッ！　と破けるような音が聞こえた。

　加えて先ほどと全く同じ……いやそれ以上の爽快感。

　これってまさか……。

　最悪の事態が頭の中を過よぎると、すぐさま俺は自身の体に目を向ける。

「…………」

　見た瞬間、何一つ言葉が出なかった。やはり最悪の事態は起きていた。

　なんと俺は──全裸になっていたのだ。上も下もない。正真正銘のフルチンだ。

「きゃあっ！」

　悲鳴を上げる天真。当然だ。目の前に全裸の変態がいるんだから。

「お、落ち着け天真。これもさっきと同じでだな……」

「優吾くんのエッチ！　へんたい！」

　説明する間もなく、天真はそう叫ぶとこの場から立ち去ってしまった。

「やってしまった……」

　自分で言っていて思った。どこがさっきと同じだ。

　半裸と全裸じゃ全然違うじゃないか。

　具体的に何が違うかというと、半裸は犯罪じゃないけど全裸は犯罪だ。

「また天てん真しんに告白できなかったのか……」

　依然全裸のまま俺は大きく落胆した。

　その後暫しばし経たつと、半裸の時のように制服があっという間に俺の体に戻ってきた。

　大体このタイミングでいつもどこからか月つき宮みやが出てくるんだが……。

「優ゆう吾ごよ、そろそろ我と付き合うべきではないか？」

　とか思っていたら、予想通り月宮が現れた。

「あのな、何回も言ってるだろ。俺とお前が付き合うことは絶対にないって」

「っ！　ど、どうしてだ!?　も、もしや優吾は我のことが嫌いなのか？」

「いやそういうことじゃないけど……」

「そうか！　では、我のことが好きということだな！」

「そういうことでもねぇよ」

　なんでこうも話が通じないのだろう。もう誰かこの子に会話を教えてあげて。

「姉さんからこれだけアタックされて落ちないなんて、優吾ってホントに男なのかしら」

　月宮に困っていると、彼女の後ろからユノが出てきた。

「またお前もいるのか」

「なによ、別にいたっていいでしょ」

　個人的にはいて欲しくないんだけどな。ただでさえ月宮の相手をするのに疲れるのに、そこにユノも加わってきたら、疲労は三倍増しだ。

「申し訳ありませんわ、優吾さん」

　次いで登場したのはルナだった。

　彼女は神様の力を上う手まく使うためにメイド服を着ているのだが、かなり可愛かわいい。

　きっとこれでメイドカフェの店員とかやったら、断トツで一番人気になれるレベルだ。

「わたくし、また失敗してしまいました」

　ルナは肩をがっくりと落として報告する。

　失敗した……ということは、きっと俺が全裸になった原因はルナにあるのだろう。

　彼女が神様の力を使うのに失敗したから、俺は全裸になってしまったらしい。

「まあ気にするな。次また頑張ればいいさ」

「ゆ、優吾さん……」

　瞳をうるうるとさせるルナ。まったく。こんなことで泣きそうになるなよ。

「それで優吾はいつから我と付き合うのだ？」

「いやだから付き合わないから」

　否定すると、月つき宮みやはぷくっと頬ほおを膨らませる。

　こいつは隙あらばすぐに俺を恋人にしようとしてくるな。

「だがこのままだと優ゆう吾ごはずっと天てん真しん陽ひ毬まりには告白できないままだぞ」

「そんなことはない。俺は絶対に天真に告白してみせるさ。ルナと一緒にな」

　とびきりカッコつけて言ってみせると、後ろから引っ張られる感覚がした。

　振り返ると、ルナがなぜか制服の袖を掴つかんでいる。

「どうした？」

「そ、その……も、もしこの先天真さんと付き合えなかったら……ゆ、優吾さんは誰と付き合うのでしょうか？」

　そう訊たずねるルナの頬はほんのり朱に染まっていた。

　どうしてこんなことを訊きいてくるんだ。彼女は俺の告白の協力者のはずなのに。

「も、もしよろしければその時はわたくしが──」

　そんな疑問を抱いていると、ルナが続けて話した。

　が言葉の途中、本日三度目のビリッ！　と何かが破ける音。

　すぐさま自分の体を見てみると、今回は半裸になっていた。

　良かった、全裸じゃなくて。

「って、よくねぇよ！」

　全力で叫んでから隣を見ると、ステッキを持った月宮が立っていた。

　やっぱり犯人はお前か。

「なんでまた俺をパンイチにするんだよ。告白とかしてないんだが」

「うむ、たったいま嫌な予感がしたので何となくやってみたのだ」

「そんな適当な理由で他ひ人とを半裸にするんじゃねぇ」

　半裸のままツッコんだ。

「ちょっと、あたしの姉さんにひどいこと言わないでよ」

「ひどいことしてるのはどう考えてもお前の姉の方だろ」

　姉を庇かばうユノに、俺は言ってやった。このシスコンは本当に姉に甘いな。

「そういやルナ、さっき何か言いかけてなかったか？」

　俺はルナの方へ顔を向けると、問いかけた。

「えっ……は、はい。ですがもういいのです」

「そうなのか？」

「えぇ、今はまだ言わないことにしますわ。だってわたくしは優吾さんの告白の協力者なのですから」

「お、おう。そうか」

　なんかよくわからないけど、俺の告白の協力に非常にやる気があることは伝わったし、まあいいか。

「それで優ゆう吾ごよ。そろそろ我と恋人になる気になったか？」

「そろそろって、絶対にないと言ってからまだ数分も経たってないんだが」

　俺がそう言うと、

「だって……優吾と恋人になりたいんだもん」

　月つき宮みやは唇を尖とがらせて拗すねたように返した。

　もんってまた出たな。だからなんだって話だけど。

「姉さんから恋人になりたいって言われてそれを断るなんて……もったいないわね」

「ユノにとってはそうかもしれないが、俺にとってはそうじゃないんだよ」

　さすがにシスコンと俺の気持ちを同じにされても困る。

「もうこうなったら少しでも早く天てん真しんに告白して付き合うしかないな。だよな？　ルナ」

「はいですわ！　わたくしは全力で優吾さんを応援します！」

　ルナは胸の辺りで両手に拳を作る。これはやる気満々だ。

　見てろよ月宮。俺はルナと協力して絶対に天真に告白して見せるからな。

　そして必ず天真とカップルになってやる！





あとがき




　初めまして、もしくはお久しぶりです。三み月つきみどりです。

　このたびは『ラブコメの神様なのに俺のラブコメを邪魔するの？』、第二巻をお手に取ってくださって誠にありがとうございます。

　こうしてまた本を出すことが出来たのは読者の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　さて、今回は表紙にも描かれている新たなラブコメの神様──ルナが優吾の告白に協力することになって……というお話なのですが、いかがだったでしょうか。お楽しみいただけたなら幸いです。

　もちろんアテナのポンコツで可愛かわいいシーンや相変わらずシスコン全開なユノとのやり取り、また一巻の最後の方で明かされたあの子のあんな姿も物語の所々に書かれているので、そちらもお楽しみいただけたらと思います。




　以下謝辞です。

　イラストのなえなえ様。今回も可愛くてえっちなイラストを恵んでくださりありがとうございます。特に表紙のルナとか最高ですね！　さすがです！

　担当のＮ様。一巻に引き続き色々と助けていただきありがとうございました。いつも頼りっぱなしで申し訳ありません。どうかこれからも是非、よろしくお願いします。

　その他にも本書に携わってくださったすべての方にも多大な感謝を。

　そして何より、この本を読んでくださった皆様。重ね重ねありがとうございます。

　またお会いできることを心から願っています。





電子書籍特典　書き下ろし短編

『ルナとクレーンゲーム』





「優吾さん。わたくし、これがやってみたいですわ」

　不意に傍らにいるルナからそんな声が聞こえた。

　場所はゲームセンター。どうしてルナと一緒にいるかというと、放課後になって昇降口の前でバッタリ会うと何となく二人で帰る流れになって、それから駅近くでゲーセンを見つけるとルナが物凄く入りたそうにしていたので一緒に入ることにしたのだ。

「クレーンゲームをやりたいのか？」

「はい！　そうですわ！」

　ルナはクレーンゲームの前でうんうんと頷く。賞品はくまのぬいぐるみだ。

「じゃあやるか」

「はいですわ！」

　というわけで、ルナと一緒にクレーンゲームをやることになったのだが……。

「全然ダメですわ～」

　ルナは肩を落として項垂れる。彼女は三回ほどチャレンジしたが、残念なことに全て失敗した。まあクレーンゲームって基本取れないように出来てるからな。

「今度は一緒にやってみるか？」

「一緒に、ですの？」

　意味が分かってないのか、ルナはキョトンとする。

「俺がクレーンの位置が見やすい場所で指示を出すから、ルナはその通りにボタンを押してみてくれ」

　説明しつつ、念のため「まあそれで取れるかはわからないけど」と付け足す。

「つ、つまり、わたくしと優吾さんの共同作業でクレーンゲームを攻略しようということですわね！」

「ま、まあそういうことだな」

　ルナがグイッと体を近づけて来たので、俺は若干身を引きながら答える。

「やりますわ！　優吾さんとの共同作業！」

　瞳をキラキラとさせるルナ。さっきからやたら共同作業の部分を強調してきているように聞こえるのは俺の気のせいだろうか。

「そ、そうか。なら一緒にやろう」

　それから今度は俺とルナで一緒にクレーンゲームをやってみると。

「取れましたわ！」

　ルナが嬉しそうにくまのぬいぐるみを抱きしめる。

　二人で協力してやったら、意外と簡単にぬいぐるみが取れたな。

　こんな感じで俺の告白も簡単に成功したりしないだろうか。

「良かったな、ルナ」

「優吾さんのおかげですわ！　ありがとうございますわ！」

　ぬいぐるみを抱えたままお辞儀をするルナ。

　相変わらず礼儀正しいな。中身はポンコツな時が多々あるけど。

「わたくし、大事にしますわ！」

　ルナはギュッとくまのぬいぐるみを抱きしめる。

　なんか愛くるしいな。世の男子が今のルナを見たら一発で惚れてしまうかもしれない。

　まあ俺には天真という想い人がいるので惚れることはないけど。

　なんて思いつつ、改めてルナの容姿のレベルの高さを実感した俺だった。
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